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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　どうして、こんなことになっちまったんだよ…………。

　どうして、こんなことになっちまったんだよぉぉぉぉ!!

　最悪だ……。俺にとって、最低最悪にして意味不明な事態が巻き起こりやがった！

　……え？　なんで、んなことになったかって？

　決まっている！　あの男だ……。あの男が、再び現れたからだ！

　驚異のラブコメ主人公であるあの男が、再び西にし木き蔦づた高校にやってきたのが、全ての原因だ！

　容赦なく吹き荒れ、西にし木き蔦づたに襲い掛かる嵐ラブコメ。

　問答無用で攻略されていくヒロイン達たち。

　なぜ俺が、こんなことをしなくてはならない？　俺は、こんなことはしたくなかった。

　そっちの問題はそっちで解決してくれりゃいいのに、俺おれ達たちを巻き込まないでくれよ……。

　……それによ、今回の件で俺はまた、経験することになっちまうんだ……。

　…………大切な絆きずなの消失を。

　とっくに分かってたことなんだけどよ……、いつまでもみんなで仲良くそのまんまで、なんてことは、無理な話だったんだ。

　最後の物語は始まっていて、徐々に、それでいて確実に終わりが近づいている。

　前回失われた、一人の少女との絆きずな。

　今回失われる、一人の少女の絆きずな。

　一人ずつ確実に絆きずなは失われていき、最後に残るのは、たった一人の少女との絆きずなだけ。

　そこがハッピーエンドなのか、バッドエンドなのか、……それは俺にも分からない。

　だけど、もう少し……。

　二学期のおしまいで、俺おれ達たちの物語ってのは一つの終わりを迎えるわけだ。

　…………

　……

　──とか、思ってたりしたかい？

　もしそうだとしたら、一つだけ伝えさせてもらうよ。

　終わるどころか、最後の物語はまだ始まってすらいないんだ。

　なんせ、この頃の俺は、本当に大切なことにまるで気づいていなかったんだからな。

　一人の少女の、辛つらく、深く、強い決意に……。
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　僕の名前は葉は月づき保やす雄お。通称『ホース』。

　僕の名前の読みを変えると『保ほ雄おす』になるんだ。だからホース。単純な話でしょ？

　容姿並。成績並。運動並。何をやってもパッとしない高校二年生の男子さ。

　部活動はやってなくて、学校では図書委員をやっている。

　だから、放課後はいつも図書室で、本の貸し出しとか、返却された本を元に戻したりとか、そんな代わり映えしない毎日を過ごしてるってわけ。

　──という、どこにでもいる平凡な僕なのだが……、

「はぁ……。本当に、来ちゃったよ……」

　今日は少し平凡じゃない一日になりそうで、憂鬱半分、期待半分って感じだ。

「ホースっち！　折角来たんだから、溜ため息いきはダメっしょ！」

　右隣で、憂鬱な僕とは正反対の明るい声を出すのは、唐とう菖しよう蒲ぶ高校の生徒会長……桜さくら原ばら桃もも。

　通称『チェリー』と呼ばれる、ちょっと……いや、大分ドジな人だ。

　今日は休日ということもあって、格好はいつもの制服ではなく、私服。

　明るいピンク色のダボッとしたパーカーから、綺き麗れいな足が露あらわになっている。大丈夫だとは思うけど……、見えちゃわないように気をつけてくれると助かるかな。

「チェリーさんの言う通り。ホース、元気ないの、よくない。絶対楽しい」

　次の声は左隣から。話しかけてきたのは、幼おさな馴な染じみの草くさ見み月ルナ。通称『つきみ』と呼ばれる、小さな身長と反比例したかのように育った胸部が特徴的な、少し思い込みの強い女の子だ。

　格好は、チェリー会長と同様私服。キャラメル色のポンチョにチェックのスカート。

　なんというか、ポンチョの盛り上がり具合がすごくて、少し視線に困る。

　あ、ちなみに僕の格好は、白のパーカーの上にネイビーのコーチジャケット。下は、黒のチノパンだよ。どうでもいいとは思うけど、一応伝えさせてもらった。

「ホース、案ずるな。貴様が来ても問題がないと判断したから、今日は誘ったのだ。だから、素直に楽しむことだけ考えていろ」

　最後に、僕へ冷静沈着ニヒルな声を送るのは特とく正しよう北きた風かぜ。通称『フーちゃん』。

　スポーツ万能。成績優秀。加えて、すさまじく整った容姿を持つ野球部のスラッガーだ。

　格好は、無地の白いＴシャツにデニムジャケット、下も同じくデニム。あまりおしゃれに興味がない人だから適当に選んで着てきたんだろうけど、それでも恐ろしく似合ってる。

「三人ともありがとう。けど、本当によかったのかな？　僕が、ここに来て……」

　言葉と同時に目の前を確認すると、そびえ立つのは立派なゲート。

　最上部には大きな二つの花の装飾、加えてデカデカと書かれた『繚りよう乱らん祭さい』という文字。

　そう。今日、僕は西にし木き蔦づた高校の文化祭にやってきているのだ。

　……いやね、最初はそんなつもりはなかったんだよ？

　そもそも僕は、西にし木き蔦づた高校で文化祭をやっていること自体知らなかったし。

　ただ、昨日──土曜日の夜に突然、つきみちゃんとフーちゃんが家にやってきて、『明日は、西にし木き蔦づた高校の文化祭──繚りよう乱らん祭さいに行こう』って誘ってきたんだ。

　その時の剣幕がすごくてさ、……思わず流されて首を縦に振っていた。

　で、今になってとんでもなく後悔してるってわけ。

　これが他の高校の文化祭だったら全然嫌じゃなかったんだけど、西にし木き蔦づた高校はなぁ～。

　だってここには、前に僕が好きだった女の子……三さん色しよく院いん菫すみれ子こがいるんだよ？

　しかも僕には、『三さん色しよく院いん菫すみれ子ことその友達に、近づかず、話しかけてはいけない』という約束がある。いくら誰でも気軽に来られる文化祭とはいえ、…………僕はダメでしょ？

　菫すみれ子ことの約束を破ることになっちゃうかもしれないじゃないか。

「ホース、だいじょぶ。ワタシ、一緒。絶対楽しい」

「ありがとう。つきみちゃん」

　僕の不安に気づいてか、つきみちゃんが優しく励ましてくれた。

　そうだ、ここで物もの怖おじしていちゃいけない。

　だって、僕が今日西にし木き蔦づた高校に来たのには、何もフーちゃんとつきみちゃんに誘われたのだけが理由ってわけじゃない。……ちゃんと目的があるんだ。

　壊れてしまった、大切な絆きずな。だけどもしかしたら、その絆きずなを元に……いや、以前よりも良いいものとして、結び直せるかもしれない。

　少し前は、感情的な行動をして失敗しちゃったけど、今日こそは失敗するつもりはない。

　どんな手段を使ってでも、その絆きずなを結び直してみせる。

　やると決めたらやる。それが、僕のモットーだ。

　……ただ、いきなり行動を起こす度胸はさすがにないので、まずは平和に繚りよう乱らん祭さいを楽しみつつ、様子見をする予定だ。

　だから、その間は菫すみれ子こ達たち……それに、あいつとだけは絶対に……、ずぇ～ったい！　に会わないように注意しよう！　え？　あいつが誰かって？

　そんなの決まっているさ。『三さん色しよく院いん菫すみれ子ことその友達に、近づかず、話しかけてはいけない』という約束を問答無用で僕に結ばせた──

「いよぉ～う、ホース君！　今日は、よく来てくれたねぇ！　本日のナビゲーターを務める如月きさらぎ雨あま露つゆだぞぉ～！　君が来てくれたことが嬉うれしくて嬉うれしくて、ハッスルが溢あふれ出だしてくるぜ！　いぃぃやっほぅぅぅ!!」

　とりあえず、殴っていいかな？

　今さ、君にだけは絶対に会いたくないって考えてたわけよ？

　なのに、どうして突然現れた上に、気持ち悪いほどにハイテンションなわけ？

「ジョーロ、今日はよろしく」

「あ！　ジョーロっちっしょ！　やっほぉ～！」

「ジョーロ、わざわざ迎えてくれて助かる」

「ひゅぅぅぅ!!　いいってことよ！　君きみ達たちが来てくれて、今日の俺はワクワク五ご割わり増まし！　時代を先取るニューパワーが溢あふれてきてるぜぇぇぇ!!」

　まったく……、こっちの覚悟と準備が整う前にラスボスが現れるなよな。

　ギャグは時代を後取りしてるし、僕のほうは全然見ようとしないし……。

「……ジョーロ、僕も来てるんだけど？」

「わ、分かっているとも、ホース君！　もちろん！　君のことも歓げ……、歓げ……、歓げげげげ……っ！　カンゲルバッチョ三世！」

　誰だよ、カンゲルバッチョ三世って。

　どうやらこの様子を見る限り、ジョーロは僕に会いたかったというわけではなさそうだ。

「ジョーロ、そろそろ冷静になってくれると助かる」

「さすが、ジョーロ。まずは無駄なハイテンションと寒いギャグで話しやすい空間を作りつつ、場を和ませている。……まさに、氷結の道化師アイシクルピエロ。とても頼もしい。これからも安心」

「お、おう……。俺に任せておけば、万事解決だぞ。……つきみ、フーちゃん」

　この様子を見る限り、ジョーロには何かロクでもない企たくらみがありそうだな。

　加えて、それにフーちゃんとつきみちゃんが関与している。

　だから、この二人はやけに躍起になって、僕を繚りよう乱らん祭さいに誘ってきたわけか。

　ただ、チェリー会長は……、

「あははは！　ジョーロっちが『任せろ』とか言うと、何かロクでもないことを企たくらんでる気しかしないっしょ！　ま、楽しければ何でもいいけどね！　うししし！」

「ま、まっさかぁ～！　そ、そそそそそんなわけないじゃないですか、チェリーさん！」

　多分だけど、無関与だね。

　図星をつかれたのか、ジョーロの顔が蒼そう白はくになってるし……。

「ふぅ～……。んじゃ、今日はよろしくな、ホース！」

「できれば、君のロクでもない企たくらみを教えてもらってから、よろしくしたいんだけど？」

「なに言ってるんだよ？　俺は、てめぇに繚りよう乱らん祭さいを楽しんでもらいたいと、上辺の底から思っているだけで、余計なことなんてさほど企たくらんでねぇぜ！」

　本音がまるで隠せてないよ？

　……ま、よしとするか。いきなりの登場で驚いたけど、この状況は僕には好都合だ。

　なんせジョーロは、今日の僕の目的達成のためには、必要不可欠な存在だからね……。

「はぁ……、分かったよ。なら、今は大人しく君に案内されてあげるよ、ジョーロ」

　それに、ジョーロは菫子の友達には含まれてないから、僕が近づいても、話しかけても、菫すみれ子ことの約束を破ることにはならないしね。

「あー、それでだな……」

　ん？　ジョーロの奴やつ、何を気まずそうに目を泳がせてるんだ？

「実は今日、てめぇを案内するのは俺だけじゃねぇんだよ」

「え？　そうなの？　なら、誰が……」

「あんたがホース？　あたしも、今日はこいつと一緒に繚りよう乱らん祭さいを案内する予定だから！　えーっと、よろしくね！」

　僕の疑問に答えるように現れた女の子は、すごく僕好みの清せい楚そな外見の子だった。

　っていうかこの子、今年の地区大会の決勝戦でも一度会ったことがある気がする。

　こんな綺き麗れいな子も一緒だなんて、かなり緊張するな。

「うん……。お、お世話になります……。あ、あははは……」

　けど、ちょっとホッとしたかな。

　一瞬、ジョーロと一緒に案内してくれるのが、僕が絶対にかかわってはいけない──

「おはよう、葉は月づき君。今日は、よく来てくれたわね」

「は？　はぁぁぁぁ!?」

　ちょ、ちょっと待ってよ！　なんで、君がいるのさ!?

　清せい楚そな女の子に続いて現れた女の子。

　西にし木き蔦づた高校では、三つ編み眼鏡の風貌をしているはずなのに、今日に関しては違う。眼鏡も三つ編みも取り、その豊満な胸部も隠すことのない本当の姿。

　かつて、僕が好きだった女の子。そして今は、僕が絶対に近づけないし、話しかけられない女の子…………三さん色しよく院いん菫すみれ子こが現れたんだ！

「え？　ちょ！　え？　えぇぇ？　ジョ、ジョーロ！　なにがどうしてこうなったの!?　どういうこと!?　これ、夢!?　え？　僕、死ぬの!?」

「だぁぁぁ！　いきなり、しがみついてくんじゃねぇよ！　夢じゃねぇし、死にもしねぇよ！」

「で、でも、す、菫すみれ子こが僕に……」

「違うわ」

「はい？」

「今日の繚りよう乱らん祭さい。ジョーロ君と一緒に案内を担当する…………ミセスＰよ」

　菫すみれ子こさん。貴女あなた、脳のネジが遥はるか彼方かなたに吹き飛んでしまったの？

　アゴに手をそえ、やけにかっこいい決め顔。なぜ、芥あくた川がわ龍りゆう之の介すけのようなポーズを……。

「今日はよろしく、ミセスＰ」

「世話になる、ミセスＰ」

「うしし！　そういうことかぁ！　じゃ、今日はよろしくっしょ、ミセスＰ！」

「ええ、任せてちょうだい。草くさ見みさん、特とく正しよう君、桜さくら原ばら先輩」

　君きみ達たち、受け入れるの早すぎない？

「あー、そういうことだ、ホース。その……、ここにいるのはてめぇの知ってるあの女じゃなくて、ミスＰなんだ。だから、てめぇが近づいても話しかけても、問題ねぇよ」

「そ、そうなんだ……」

　どうやら菫すみれ子こは、自分の本名とは別の名を名乗ることで、以前の約束を一時的になかったことにしてくれるらしい。いや、僕が気にしてた問題が尋常じゃない早さで解決されてない？

「ジョーロ君、ミスではないわ。ミセスよ」

「やかましいわ！　誰と結婚してんだよ、誰と!?」

「言わせないでほしいわ。いやん、恥ずかしい」

「クネクネすんな、クネクネ！」

　菫すみれ子こって、普段ジョーロと話してる時はあんな風になるんだ。

　一度も見たことがない、笑顔だな……。

「ま、そういうわけだから、今日は楽しんでちょうだい！　あたしは……、みんなからミ、ミセスＳって呼ばれてるわ！」

「誰からも呼ばれてないと思うんですけどぉ!?　なんで、てめぇまで──」

「う、うっさいわね！　別にいいでしょ！　あくまで、ついでよ！　ついで！」

　どうやらこっちの清せい楚そな子も、外見に反して変な子であることはよく分かった。

「うしし！　なんか二学期になってから、うちとサザンカっちって変な縁があるよね！」

「そ、そうですね、チェリーさん。あ、えと、今のあたしは……」

「分かってるっしょ！　ミセスＳなんだよね！　今日は色々お願いね！」

「は、はい！　任せて下さい！」

　どうやら、チェリー会長と清せい楚そな子……サザンカちゃんは、結構仲がいいみたいだ。

　なんか、僕の知らないところでみんながドンドン仲良くなってるなぁ。……少し寂しい。

「ところで、葉は月づき君。一つ聞いてもいいかしら？」

「は、はい！　なんでしょう！」

　うわっ！　す、菫すみれ子こから、菫すみれ子こから話しかけられちゃったよ！　ど、どうしよう……。

「今日、貴方あなたはどうして繚りよう乱らん祭さいに来たのかしら？　草くさ見みさんと特とく正しよう君に誘われたから？」

「そ、そうだね！　……あ、でも、それ以外にもちゃんと理由があって……」

「その理由を、聞いてもいいのかしら？」

　菫すみれ子この綺き麗れいな黒真珠のような瞳で見つめられると、それだけで心臓が鷲わしづかみされているような錯覚に陥る。本当に綺き麗れいだな……。

「あ、あの……と、取り戻しにきたんだ！　僕が失った大事な絆きずなを……」

　チラリとジョーロの姿を確認すると、スマートフォンで誰かと連絡をとっている。

　僕と菫すみれ子こよりも、今はそっちのほうが優先って感じだ。

　……って、ジョーロを気にしてる場合じゃなくて！　菫すみれ子こ、どう思ったかな？

　僕なりに、精一杯正直な気持ちを伝えたんだけど……

「……ふふっ。そんなに心配そうな顔をしなくて大丈夫よ。とても素敵なことじゃない」

「ほ、ほんと!?」

「ええ、本当よ。貴方あなたが楽しめるよう、私も精一杯お手伝いをさせてもらうわ」

「う、うん！　ありがとう！　本当に……、ありがとう！」

　うわぁ！　菫すみれ子こが、菫すみれ子こが僕に笑いかけてくれたよ！

　こんな笑顔、初めて見た！　嬉うれしい……すごく嬉うれしいよ！

「なんじゃそりゃぁぁぁぁぁぁ!!」

「うわっ！　なんだよ、ジョーロ。いきなり大きい声を出すなよな……」

「お、おう！　悪いな！　ちょっと不都合すぎる事態が発生して、荒れ狂った！」

　少し僕と菫すみれ子こが仲良くしただけで、そこまで荒れ狂うんかい。

「気にしないで大丈夫よ、葉は月づき君。ジョーロ君のお世話は、私に任せてちょうだい」

「……う、うん。君がそう言うなら、その言葉に甘えさせてもらうよ」

「ええ、任せてちょうだい。……ふふっ」

　むしろ、僕らがジョーロの世話になるものだと思ってたけどね……。
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　ほんと、今日の菫すみれ子こはテンションが高いなぁ。いや、西にし木き蔦づたではこうなのかもな……。

「ジョーロっちが案内してくれる繚りよう乱らん祭さい、楽しみっしょ！　ねぇねぇ、最初はどこに連れてってくれるの？　うちね、ツバキっちとヒイラギっちのお店に行きたい！」

　荒れ狂ったジョーロに、チェリー会長がウキウキと話しかけている。

　確かに、僕も最初にどこへ行くかは少し気になっていた。

「はっはっは！　何を言ってるんですか、チェリーさん！　もちろん、そこには行く予定ですけど……、その前に校舎の前とメインステージの周辺を見て下さいよ！　沢山の屋台があるでしょう？　そこで！　まずはゆっくりと！　できるかぎり時間をかけて！」

「う、うん……」

　なにやらハイテンションなジョーロに圧おされてる、チェリー会長。

　とりあえず、話は見えたかな。つまり、まずは色んな屋台にジョーロが──

「フーちゃんによる、屋台紹介ツアーを開催します！」

　お前が案内するんじゃないんかい。




　それから、ジョーロと菫すみれ子こ、それにサザンカちゃんを加えた七人で、ゲートをくぐり、校舎の前に立ち並ぶ屋台ゾーンへ。

「串カツと焼鳥、楽しみっしょ！　やっぱり、お店は大だい繁はん盛じよう？」

「はい、とても評判みたいですよ、桜さくら原ばら先輩」

「すごいんですよ！　この屋台ゾーンで、断トツ一番の売上を出してて！」

「うわぁ！　さすがっしょぉ～！」

　僕の後ろで仲なか睦むつまじく話す、チェリー会長と菫すみれ子ことサザンカちゃん。

　ただ、今はそこには向かわず、さっきジョーロが言った通り、『フーちゃんによる屋台紹介ツアー』が開催されている。案内しているのは、主に校舎の近くとメインステージ付近。

　結構奥のほうまで屋台があるみたいだけど、まずはこっちから案内してくれるみたいだ。

「ここは、お好み焼き輪投げ屋だ。輪投げで入った分だけ値下げしてもらえるから、中々良心的な店だぞ。…………そして、ここはじゃがバターダーツ屋。ダーツの刺さった箇所によって、もらえるじゃがバターの数が変わるので、挑戦しがいがある」

「そうなんだ、詳しいね。…………フーちゃん」

　他校のことなのに、なんで知っているのと聞きたくて仕方がない程にね。

　ていうか、ジョーロは何を考えてるんだ？　フーちゃんに案内を丸投げして、一番後ろでやけにハラハラした表情をしてこっちを見てきてるし。そんなに警戒するなら隣を歩けよな。

「ホース、楽しくない？」

「……何とも言えないかな、つきみちゃん……」

「……そう」

　僕の訝いぶかしげな表情を気にしてか、つきみちゃんがしょんぼりと顔を曇らせる。

　うぅ……、何だか罪悪感だ。

「そして、ここが応援クリームパン屋。クリームパンを購入すると、盛大な声援もついてくる」

　応援って……。それ、必要な要素なのかな？

「まぁ！　特とく正しようさんではありませんか！　もしかして、また私の応援が必要になったので？」

「いえ、今日は大丈夫です。……ボンヤリ子先輩」

「ノンノンノン！　呼び方が違いましてよ、特とく正しようさん！　敬愛を込めて、『ガーベラ』と呼んで下さいまし！　おほほほほ！」

　フーちゃんの姿を確認して、チアガールの衣装に身を包んだ、一人のゴージャスな女の人が満面の笑顔で話しかけてきた。

　こんな派手なビジュアルなのに、あだ名が『ボンヤリ子』ってすごいな。

　本名は、なんというのやら……。

「フーちゃん、いらっしゃいませなんだな！　そっちにいるのはお友達？」

「その通りだ、綾あやの小路こうじ颯はや斗と」

「うわぁ～！　可愛かわいい子達たちなんだな！　でも、やっぱりひまわりたんが一番なんだな！」

　もう一人の名前がやけにかっこいい男子生徒は、ひまわりちゃんが大好きなことは分かった。

「フーちゃんって、西にし木き蔦づたに結構友達が多いんだね」

「う、うむ……。さ、最近、西にし木き蔦づたに訪れた時に友好関係を築いたのだ」

　そういえばフーちゃんって、ちょいちょい西にし木き蔦づた高校に行ってるんだよね。

　前に体育祭の手伝いもしたって言ってたし、その時に仲良くなったのかな？

「ジョーロ、そろそろ案内を交代してもらえると、ありがたいのだが……」

「ジョーロ、来てほしい」

　と、そこで、フーちゃんとつきみちゃんがジョーロへ声をかけた。

　ま、本来はジョーロが案内するって話だったしね。当然と言えば、当然のことだろう。

「お、おう！　そうだな！　……よし、任せてくれ！」

　やけに張り切った様子で、つきみちゃんの隣にやってくるジョーロ。

　正直、初めからお前が案内しろよと言いたくて仕方がないが、ここは我慢だ。

「待たせたな、つきみ！　これから、ツバキ達たちの屋台に向かうぜ！　楽しみだろ？」

「うん。とっても楽しみ。イエイ、ハッピー」

　つきみちゃん、やけにキラキラした目でジョーロを見てるなぁ。

　なんか、今はジョーロを一番頼りにしてるって感じだ……。とまぁ、それはさておき、

「ねぇ、ジョーロ。一つ聞きたいことがあるんだけどいい？」

「ん？　ど、どうした？」

　ジョーロの隣に移動して並んで歩いたら、露骨に警戒した表情をされた。別に変なことを聞くつもりなんてないよ。

「なんというか、全体的にお店のコンセプトが荒れ狂ってない？　『お好み焼き輪投げ』とか、『じゃがバターダーツ』とか、さっきの『応援クリームパン』とか……。スペースに余裕はあるみたいだし、それぞれ別の屋台にしてもいいと思うんだけど？」

「お、おう。それか……。まぁ、ちょっと繚りよう乱らん祭さい開催前に、色々あってな……」

　僕の質問に、ややうんざりした表情で返事をするジョーロ。

　この態度を見る限り、ジョーロはジョーロで、色々と苦労をしていたのだろう。

「ふーん……。何か困り事があるなら、少しくらいなら僕が──」

「結構ですぅ～！　ちゃんと自分で解決しますぅ～！」

　最後まで言わせろよ。どれだけ、僕の力を借りるのが嫌なんだ。

「ついに、ツバキ達たちの屋台。……時はきたれり」

　つきみちゃん、屋台ぐらいでそんな気合の入ったガッツポーズをしなくても……。

　僕ぼく達たちは招待された楽しむ側だし、頑張ることなんて特にないと思うよ。

「着いたぜ！　ここが俺のイチ推しの屋台だ！」

　ジョーロに案内された店は、校舎から結構奥まで歩いた、プール近くにポツンと立つ屋台。

　へぇ～、『ヨーキでゲンキな串屋』か。ここのコンセプトは、それなりに合ってるね。

　けど、こんな目立たない場所で、ちゃんとお客さん来るのかな？

「いらっしゃいませかな。……あ、みんな」

「あ！　つきみちゃんとチェリーちゃんとフーちゃんなのだ！　来てくれて嬉うれしいのだ！」

　僕らが屋台に到着すると、店内にいる二人の女の子が僕らを歓迎してくれた。

「やっほー、ツバキっち、ヒイラギっち！」

「ツバキの串カツ、ヒイラギの焼鳥、どっちも楽しみ」

「洋よう木きも元もと木きも、元気そうだな。何よりだ」

　一人は、以前にも図書室で会ったことのあるツバキちゃん。

　もう一人は……、僕は知らない子だけど、ヒイラギちゃんっていうのか。

　つきみちゃん達たちは知り合いらしいし……、またもや、ちょっと疎外感。

「ほら、ホース。早く買ってくれよ！　メチャクチャ美味うまいからさ！」

「うるさいな。最初からそのつもりだから、急せかさないでよね」

　えっと……、売ってるのは焼鳥と串カツの混ぜ合わせセット。それに、飲み物か。

　飲み物は……、なんだこれ？　『トロピカァ～ルむふむふドリンク』って、ものすごくアホな名前の飲み物がメニューに書いてあるんだけど……。

「あのさ、このメニューはいったい……」

「よく聞いてくれたのだ！　これは我とアホの師匠が、八百屋さんの娘さんから提供してもらったお野菜で作り出した、とってもとっても美味おいしいジュースなのだ！」

　なんか、ヒイラギちゃんがすごく身を乗り出して説明してきた。

「ようするに、野菜のスムージーかな。昨日は失敗作ばっかりでとても商品にできるようなものじゃなかったけど、ちゃんと美味おいしいのができたから、今日から販売することにしたかな」

　嬉うれしそうに微笑ほほえむツバキちゃん。その理由は、すぐに分かった。

　なにせ、このスムージーは確かにメニューには書いてあるんだけど、その横に貼り紙がしてあるんだよね。……『売り切れ』ってさ。午前中で売り切れちゃうなんて……、大分アホな名前だけど、本当に美味おいしいスムージーなんだろうね。

「この飲み物のおかげで、屋台は大だい繁はん盛じよう。普段、お店でやってる時よりも大おお儲もうけだったかな。ありがとね、ヒイラギ」

「ふふぅ～ん！　もっと褒めるのだぁ～！」

　そんなに人気の飲み物だったら、僕も飲んでみたかったな。色んなお店を回るのを後にして、最初からジョーロが案内してくれれば……なんて、後の祭りか。

「う、売り切れ……。絶望……」

　つきみちゃんは、そこまでスムージーが飲みたかったのだろうか？

　幼おさな馴な染じみの僕でさえ、中々見たことがないショッキングな表情をしてるんだけど……。

「んじゃ、俺おれ達たちは俺おれ達たちで買うから、そっちはそっちで買ってくれよ！　……ツバキ、ヒイラギ。俺おれ達たちは、焼鳥串カツ混ぜ合わせセットを頼むぜ！」

「ん。分かったかな」

「お任せなのだ！　でも、さっきまでの大だい繁はん盛じようで作り置きもなくなっちゃったから、少し待ってほしいのだ！」

　こんな目立たない場所で作り置きまでなくなっちゃうなんて……本当に味がいいんだろう。

　今が結構……っていうか、僕ぼく達たち以外お客さんがいないのは、全部売り切れたからってわけか。

　って、そんなことはどうでもいいよね。

　……よし。それじゃあ、僕も注文を済ませちゃおうっと。

「僕ぼく達たちもジョーロと同じ物をお願いしていい？」

「ん。じゃあ、少々お待ち下さいかな」

「お待ち下さいなのだ！」

　パチンとウインクをして、串カツを揚げ始めるツバキちゃんと、やる気満々に拳を空に掲げて、焼鳥を焼き始めるヒイラギちゃん。

　二人とも、すごい手て際ぎわの良さだ。どう見ても学生レベルの実力じゃない。

　その様子を見ているだけでも、十分に楽しめるほどに……、

「あ！　いっけなぁ～い！　あんな所に、前世で義兄弟の契ちぎりを交わした子がいるじゃない！　あたし、串カツと焼鳥ができるまでに、ちょっと挨拶してくるわね！」

「そ、そうだな！　前世で義兄弟の契ちぎりを交わした子は大切だもんな！　サザ……ミセスＳは、挨拶をしてきたほうがいい！　もう、ずぇったい、挨拶してきたほうがいいな！」

　ねぇ、ジョーロ、サザンカちゃん。さすがに不自然すぎない？

　と、僕が内心でツッコんでいる間に、サザンカちゃんは足早にどこかへ向かっていった。

「葉は月づき君、どう？　繚りよう乱らん祭さいは楽しいかしら？」

「わっ！　う、うん……そうだね。楽しいよ、……ミセスＰ」

　菫すみれ子こに話しかけられると、嬉うれしいんだけどやっぱり緊張しちゃうな。

「生徒達たちが一丸になって頑張ってる様子が、見てて伝わってくるからさ。そういうのって、いいよね。実際、みんな大盛り上がりって感じだし」

「そう言ってくれて嬉うれしいわ。でも、午後になったら繚りよう乱らん祭さいはもっと盛り上がるわよ」

「え？　そ、そうなの？」

　なんて尋ねながらも、僕はつい菫すみれ子この笑顔に釘くぎ付づけになってしまい、話なんてほとんど頭に入ってこなかった。本当に綺き麗れいだ……。

「ええ。午後になると、メインステージでベストカッ──」

「はい！　会話、しゅうりょぉぉぉぉ!!　串カツも焼鳥も、バッチリ準備ができましたぁ！　なので、ホース君は今すぐ迅速且かつ可及的速やかに、受け取って下さいぃぃぃぃ!!」

「うわっ！　ジョーロ、いきなり割り込んでこないでよ！　ビックリするだろ！」

「もう、ジョーロ君ったら。困ったさんなんだから……」

　大慌てのジョーロを見て、上機嫌に微笑ほほえむ菫すみれ子こ。

　だけどジョーロは、そんな視線にもまるで気づく様子はなく、鼻息荒く僕を凝視している。

　近い。顔が近い。そんな至近距離で、君の顔は見たくない。

「ほら！　早く受け取らないと冷めちまうだろ！　はよ！　はよはよはよ！」

「分かったよ。まったく、君は何を慌てて……あ、あれ？」

　ジョーロに促されて商品を受け取りに行ったまではよかったのだが、少しだけ異変がある。

　僕が注文したのは、焼鳥串カツ混ぜ合わせセットだけだったのに、加えて目の前にはスムージーが三つ置かれているのだ。これってもしかして……

「できたてだから、串カツと焼鳥、どっちもとってもとっても美味おいしいのだ！」

「あと、おまけで『トロピカァ～ルむふむふドリンク』を三つお付けするかな」

「え？　でも、もう売り切れたんじゃ……」

「ふふっ。今日、ホース達たちが来るのをジョーロから聞いてたからね、別で残しておいたかな」

　まさか、わざわざ僕ぼく達たちの分を残してくれているなんて……。

「ありがとね、ヒイラギちゃん、ツバキちゃん……」

　っと、いけないな。確かに二人に感謝するのはもちろんなんだけど、

「ジョーロ、ありがとう」

「は!?　え？　いや、なんで俺に……っ！」

　僕がお礼を言っただけで、そんなに脅おびえなくてもいいじゃないか。

「君がツバキちゃん達たちに僕ぼく達たちが来るって伝えてくれなかったら、残ってなかったかもしれないでしょ？　だからだよ」

「お、おーう……。そ、そうか！　うむ！　その通りだ！　感謝しろよ！　はっはっは！」

　今度は、いきなりのハイテンション。……君、情緒不安定すぎない？




　それから、本人曰いわく前世で義兄弟の契ちぎりを交わした子に挨拶を終えて戻ってきたサザンカちゃんと再び合流した僕ぼく達たちは、校庭にあるオープンテラスゾーンへ。

　そこで、パックの蓋をパカッと開けると香ばしい匂いが漂ってきて、それだけでこの串カツと焼鳥が美味おいしいのだろうと確信が持てた。

「ん～！　あいかわらず、ツバキっちの串カツは美味おいしいっしょ！」

「元もと木きの焼鳥も、素晴らしい味だな。いつか、俺もこの領域に……」

　焼鳥と串カツを食べて、それぞれコメントをするチェリー会長とフーちゃん。

　つきみちゃんは無言で食べているが、よく見ると口元が緩んでいる。

　それじゃあ僕も……うわっ！　これは……っ！

「ホース、美味おいしい？」

「うん！　すごく美味おいしいよ、つきみちゃん！」

「だよねぇ～！　ツバキっちとヒイラギっちの串カツと焼鳥は最高っしょ！」

「そうですね！　こんな美味おいしい串カツと焼鳥、初めて食べましたよ！」

「よかった。ホース、楽しそう」

　満面の笑みを浮かべるチェリー会長と、小さく微笑ほほえむつきみちゃん。

　本当なら、サービスでもらったスムージーも飲んでみたかったけど、もらった数が三つだったから、僕以外の三人に譲ったんだよね。

「ぷはぁ～！　こっちの飲み物も最高っしょ！」

「うむ……。やはり、美味うまいな」

「おいしい」

　三人ともすごく美味おいしそうに飲んでるなぁ。……ちょっと羨ましい。

「ホース、はい」

「え？」

　そこで、トンと僕の目の前に置かれたのは、それまでつきみちゃんが飲んでいたスムージー。

　いや、飲みたかったから嬉うれしいんだけど……、さすがに幼おさな馴な染じみでも恥ずかしくない？

　だって、これはさっきまでつきみちゃんが飲んでたわけで……、間接キスってことに……。

「いらない？」

「あ、そ、そんなことないよ！　……う、うん！　じゃあ、少しもらうね！」

「美味おいしい？」

「う、うん。美味おいしいよ……」

　正直、恥ずかしくてあんまり味が分からない。

「チェリーさん。その、よかったらチェリーさんもホースに……」

「分かってるっしょ～、ミセスＳ！　ホースっち、うちのも飲んでいいよ！　はい、どー……うきゃ！　い、痛いっしょ～……」

　幸か不幸か、チェリー会長のドジに救われたかも。

　本当に、この人はよく転ぶなぁ。

　まさか、僕にスムージーを差し出そうとして、椅子からずっこけるとは……。

「まったく、仕方ないですね……」

　僕は一度席を立ち上がると、ハンカチを取り出し、チェリー会長の下へと向かった。

「ほら、顔にスムージーがついてますよ」

「うぅ～。ホースっち、ありがとぉ～」

　本当にあわてんぼうな人なんだから。けど、そこが可愛かわいらしくもあるよね。

「くすっ……。そんなによく転んでたら、見えちゃいますよ？」

「ホースっち！　うち、そこまでドジじゃないっしょ！　ちゃんと下に、ショートパンツをはいてるんだから、転んでも大丈夫っしょ！」

　転ぶことを前提で話を進めてる時点で、大丈夫じゃない気はするんだけどなぁ。

　ちょっと冗談で言っただけなのに、そんなムキに顔を膨らませちゃって。

　しかも、証明するためか知らないけど、パーカーを両手でギュッと握り締めてまくり始め……んなっ！

「ほら！　ちゃんと下にショートパンツをはいて……しょぉぉぉぉぉ!?」

　……パーカーの下から現れたのは、たった一枚の白い布。

　それが何かというのは、言うまでもないだろう。

「ぎぃぃやぁぁぁぁ!!　目が！　目がぁぁぁぁ！　眼球に拳とファーブル昆虫記がぁぁぁ！」

　なんかジョーロの叫びも聞こえた気がしたが、それはいいとしよう。

　それより、なぜチェリー会長は下に何もはかずに……

「そ、そうだ！　朝、ちょっち遅刻しそうだから、大慌てで準備をしてて、ショートパンツを…………はき忘れたっしょ！」

　安定のドジっぷりである。




「うぅ～……。恥ずかしかったしょぉ～……」

　それから、下半身のガードが甘すぎたチェリー会長は、菫すみれ子こから体操着を借りて無事にガードを強化。ただ、見せる物は見せてしまったので、顔を真っ赤にしてしょんぼりとしている。

「すみ……ミセスＰ。体操着、ありがとね」

「いえ、気にしないで下さい、桜さくら原ばら先輩。以前の体育祭では随分と助けてもらいましたし、そのお礼みたいなものと思ってくれれば」

「ありがとぉ～！　やっぱり、持つべきものは友達っしょ！」

「……わ、私は、桜さくら原ばら先輩とお友達になったつもりはありません」

「あ……。ご、ごめんっしょ……」

　再び、しょんぼりと落ち込むチェリー会長。

　……そうだよね……。僕は、菫すみれ子こと菫すみれ子この友達に近づけず、話しかけられない。

　だから、もし菫すみれ子こがチェリー会長と友達になってしまったら、僕はチェリー会長にも近づけず、話しかけられなくなる。それを避けるために二人は……くそっ。

「ホース、楽しくない？」

「え？　い、いや、そんなことない！　全然、そんなことないよ、つきみちゃん！」

　しまった。つきみちゃんに気を遣わせてしまった……。こんなんじゃ、ダメだ……。

　目的達成のためにも、もっと強く気持ちを持たなきゃ……。

「ま、まぁ、それは気にしないでよ、次に行こうぜ！」

「そ、そうね！　えっと……、次はどこだっけ？」

　微妙な空気を察してか、ジョーロとサザンカちゃんが無理に明るい声を出す。

　この状況で何もできない自分が、妙に悔しかった……。

「次は……、野球部とテニス部が合同でやってる……ホームランチャレンジだ！」





※　※






　それから、ジョーロに案内される形で僕らが向かったのは野球部のグラウンド。

　ここでも、もちろん催し物が行われていて、ホームに向けて結構な列ができている。

「へぇ。西にし木き蔦づた高校にも、野球部専用のグラウンドがあるんだね」

「ああ。当初はそんなこと全く考えてなかったんだが、アニメの美術データを確認したら、ちゃっかりと存在しててな。原作にも逆輸入という形で使うことにしたんだ」

　ちょっと何言ってるか、分からない。

「お！　ホース達たちじゃないか！　やっと、来たか！　へへっ！　待ちくたびれたぜ！」

「ホース、お久しぶりだね！　えへへ！　元気だった？」

　僕ぼく達たちが野球部のグラウンドに到着すると、やってきたのは野球部のユニフォームに身を包んだ一人の男とテニスウェアに身を包んだ一人の少女。

　ジョーロの親友と幼おさな馴な染じみの……

「俺は、さすらいの野球少年ミスターＴだ！　よろしくな！」

「わたし、ミセスＨ！　わたし、ピッチャーやってるんだよ！　頑張っちゃうよぉ～！」

　その設定、菫すみれ子この友達全員に適用されるのね……。

　サンちゃんだから『Ｓ』だと思ったけど、本名の大おお賀が太たい陽ようから、『Ｔ』を持ってきたんだね。

　で、ひまわりちゃんはそのままミセスＨと名乗っていると。

「むむむ！　そこにいるのは、葉は月づき先輩ではないですか！」

　ん？　今の声は……

「地区大会の決勝戦以来ですね！　お久しぶりです！　むふふふ！」

「わぁ！　久しぶりだね、……たんぽぽ！」

　チョコチョコと可愛かわいらしい足取りでこっちに近づいてきたのは、僕の中学時代の後輩、蒲かま田た　公きみ英え。通称『たんぽぽ』と呼ばれていた少女だ。

　ちょっと、っていうか大分アホ……こほん。変な子だけど、相変わらず元気そうだ。

「お会いできてよかったです！　私、葉は月づき先輩にとても大事なお話があったので！」

「え？　僕に大事な話？」

「はい……。その、実はですね……私……、私……」

　モジモジと体を動かし、恥ずかしそうに顔をうつむかせるたんぽぽ。

　やけに扇情的な瞳で僕を見つめ……って、ちょっと待って！　この展開、唐突すぎない!?

「葉は月づき先輩！　私は！」

「は、はい！」

　間違いない！　これは……

「やっぱり私は、葉は月づき先輩の恋人になることはできません！　ごめんなさい！」

　この子、何言ってんの？

「葉は月づき先輩と離れ離れになってから、長い……、永い時が過ぎました。その間に開いてしまった二人の距離。そして、成長した私。……それを考えると、どうしても葉は月づき先輩とお付き合いするという未来は消滅してしまっていて……」

「あ、あの、たんぽぽ。君は何を──」

「皆まで言わずとも良いいです！　……分かってます！　何もかも分かってますから！」

　何もかも分かってないことを、分かってほしい気持ちでいっぱいだ。

「葉は月づき先輩の、私という天使を独り占めしたいという熱き思い！　その気持ちに、応えるべきなのだろう！」

　斜め上に顔を向けて、空を見上げて、一人でとても盛り上がっているご様子だ。

「そう思っていた時期が、私にもありました……」

　そう思っていた時期は、僕にはありません……。

「ですが、もう無理なんです！　本当にごめんなさい！　ですからこれからは、お互いの道をそれぞれ歩んでいきましょう！　私も、奴隷である如月きさらぎ先輩を酷使して頑張りますから！」

「あ、はい」

　……なんで僕、フラれてるの？

「わぁ～！　分かっていただけてよかったです！　……では、そのお詫わびというわけではありませんが、葉は月づき先輩が並んでいる間、特別に天使の私が一緒に並んでナビゲートしてあげます！　折角、如月きさらぎ先輩もいることですしね！　たまには奴隷にご褒ほう美びをあげるのも、主人の役割というものでしょう！　むっふん！」

　別にナビゲートは、必要ないと思うんだけど……。

「ということで、如月きさらぎ先輩！　ご褒ほう美びタイムですよ！　むふふ！」

「たんぽぽ。てめぇは、わたあめを作る担当だからここに一緒にいると……」

「その点なら心配いりません、如月きさらぎ先輩！　私には、とっても頼れるすんばらすぃお友達がいますから！　その方に代わってもらいます！　むふふふ！」

　おや？　たんぽぽが、クルッと後ろを向いて、列の整理をしている女の子の所へ向かっていったぞ。あの子に、代わってもらうつもりなのかな？

「撫なでし子こさーん！　ちょっと如月きさらぎ先輩にご褒ほう美びをあげたいので、私の代わりに──」

「わしに話しかけるんじゃねぇ!!　おんどれの代わりなんざ、やるわけないじゃろがぁぁぁ!!」

「ひょわ!?　なぜか撫なでし子こさんのご機嫌が斜めです！　いったいなぜ……はっ！　まさか、大親友の私に話しかけられて、喜びのあまりこんなことに！　嗚あ呼あ！　私はなんと罪な女の子なのでしょう！　……分かりました！　それでしたら、仕方ありませんね！　むふふぅ～ん！」

「んなわけないじゃろが！　おんどれは昨日……んが！　話を聞かんかいぃぃぃ!!」

「……ジョーロ、あの二人はどういう関係なのかな？」

「……ああいう関係だ……」

　とりあえず、たんぽぽもたんぽぽが話しかけた女の子も、かなりやばい子ってことだけは、よく分かったかな……。

「よし！　じゃあ、俺もそろそろ持ち場に戻るぜ！　ホース、がんばれよ！」

「えへへ！　ホース、そー簡単には打たせてあげないよぉ～！」

　そんなたんぽぽ達たちを見事にスルーして、サンちゃんとひまわりちゃんはそれぞれ持ち場へ戻っていった。ただ、ひまわりちゃんが戻る前にジョーロが声をかけると、

「おい、ひま……ミセスＨ！　ちゃんとやれるか？　大丈夫なんだよな!?」

「ジョーロ、心配しすぎだよ！　わたしにおまかせなんだから！」

　ジョーロは、何をやけに心配そうな声を出しているのやら……。




　グラウンドの入り口から移動し、ホームから伸びていた列に並ぶこと十五分……いよいよ僕ぼく達たちの順番がやってきた。

　……野球部とテニス部の合同ホームランチャレンジ。

　それは簡単に言うと、テニスボールとテニスラケットを使った野球だった。

　ピッチャーは、テニス部のエースのひまわりちゃんが、守備は西にし木き蔦づた高校の野球部がやって、挑戦者が打席に立つ。もちろん、ただボールに当てればいいだけじゃない。

　そこから、バッターは通常の野球と同じように走って塁に進む。

　その進んだ塁の場所で景品が変わるわけだ。で、その景品が何かという話だけど……

「むふふぅ～ん！　参加賞はわたあめ一個、塁を進むごとにわたあめが増えて、ホームランでわたあめ五個です！」

　というわけである。わざわざ解説をしてくれて、ありがたい限りだ。

「ホースっち、がんばっしょ！」

「ボールをよく見ろ。当たれば、それなりに飛ぶはずだ」

　ホームランチャレンジなら、野球部のフーちゃんがやったほうがいい気はしたんだけど、向　こうもサンちゃんじゃなくて、ひまわりちゃんが投げるわけだし、僕が順当なのだろう。

　つきみちゃんは運動が苦手だし、チェリー会長にテニスラケットなんて扱いの難しい危険物を持たせるわけにはいかないしね。

「さぁ、つきみ！　ホースの応援だ！　俺と一緒に全力で祈るぞ！」

「うん。ホース、信じる……」

　なぜジョーロとつきみちゃんは、二人仲良く祈りのポーズをとっているのだろう？

　ちょっとしたお遊びだと思うんだけど……って、いけないな。

　今は、相手投手のひまわりちゃんに集中して……

「じゃあ、いっくよぉ～！　……クリーム、パン！」

「……うわっ！」

　び、びっくりした！　ひまわりちゃんの不思議なかけ声が聞こえたと思ったら、あっという間にボールがキャッチャーミットに収まったよ！

　並んでいる間、ひまわりちゃんが投げてるのは見てたけど、実際に打席に立つと大違いだ。

　まさか、ここまで速いとは……。

　自分なりにボールをよく見てタイミングを合わせてみたけど、まるで当たらない。

「……クリ～ム、ぱん！」

「……くっ！」

　ダメだ……。一球目と比べると少しだけ球が遅くなった気がしたけど、それでも十分速い。

　何か有効なアドバイスを聞けるといいんだけど……

「はぁ～！　やはり天使の私は幸せ者ですね！　まさか、匿名ワタゲストから差し入れをいただけるとは！　むふふふ！　とても美味おいしかったです！」

　果てしなくどうでもいい情報が入ってきたね。

　このままじゃ、とてもじゃないけど打てそうに……って、あれ？

「くりぃ～む、……ぱぁ～ん」

「……っ！　ここだ！」

　僕が三球三振の覚悟を決めた時、最後にひまわりちゃんが投げた球。

　それは先程までとは違う、打ってくれと言わんばかりのまるで球威のないボールだった。

　なので、タイミングを合わせて、全力でラケットを振ったら見事にヒット。

　そして、打った直後に全力で走って……

「はぁ……、はぁ……。やった！」

　僕は見事に、スリーベースヒットを打つことに成功した。

　けど、今のって多分……。まったく、ひまわりちゃんもジョーロも、気を遣うならもう少しうまくやってほしいものだよ。

「わぁ～！　ホースっち、すごいっしょ！　ナイスヒット！」

「ホース、よかった……」

　ちらりとつきみちゃん達たちの様子を見ると、チェリー会長は僕のヒットを見て、ピョンピョンと飛び跳ねて喜び、つきみちゃんは小さく微笑ほほえんでいる。

「よく打ったな！　スリーベースだから……、ほら、景品のわたあめ四つだぜ！」

「ありがとう、ミスターＴ」

　ホームに戻ると、サンちゃんから景品のわたあめを四つもらえた。

　ちょうど人数分だったし、ラッキーかな。

「はい、つきみちゃん、チェリー会長。……それに、二人にも……」

　言葉と同時に、僕はわたあめをつきみちゃんとチェリー会長。そして、菫すみれ子ことサザンカちゃんに手渡した。

「え？　私わたし達たちは……」

「そうよ！　折角、ホースが打ったんだし、フーちゃんとホースで……」

「大丈夫だよ。二人には、繚りよう乱らん祭さいを案内してもらってるしさ、そのお礼ってことで」

「とても嬉うれしいわ。ありがとう、葉は月づき君」

「じゃ、じゃあ……、ありがたく受け取るわよ」

　うん。喜んでもらえたなら、頑張った甲か斐いがあったかな。

　っと、そうだった。今回のサービスについても……

「ありがとう、……ジョーロ」

　ジョーロに感謝したほうがいいよね。少し雑だったけど、それでも僕がみんなにわたあめをプレゼントできるように、やってくれたんだろうからさ。

「はっはっは！　まったく、君は何を言ってるんだい？　俺は何もしてないぞぉ～！」

「くすっ。……分かったよ」

　まったく、感謝ぐらい素直に受け取れよな。

「ホース、ワタシもお礼を……」

　それから、つきみちゃんも僕のほうに向かってきたのだが、

「うみゃ！　つきみっち！　いきなり押さないでほしいっしょ！　うぅ～、顔にわたあめがベットリついちゃったっしょ～……」

「あぅ……。ご、ごめん……、チェリー会長」

　その途中で、チェリー会長に衝突。

　あ～。おもいっきりチェリー会長の顔に、わたあめがついちゃってるよ。

「またですか、チェリー会長？　ほら、動かないで……」

「うぅ～……。ホースっち、ありがとぉ～」

　再びハンカチを取り出して、チェリー会長の顔をふく。

　なんか、可愛かわいいペットを飼っているような気持ちになるな、これ。

「なんかホースっち、今日はうちのお世話係って感じだね！　うししし！」

「今日は……ですか。……そうですね」

「あー！　なにその元気のなさそうな顔！　ホースっち、笑顔だよ、笑顔！」

　この顔は元気のない顔じゃなくて……いや、これ以上は何も言うまい。

「すんばらすぃヒットでしたよ、葉は月づき先輩！　葉は月づき先輩なら、もしかしたら私からワンダフルなご褒ほう美びがある、大おお賀が先輩へのスペシャルチャレンジも成功するかもですね！　むふ！」

　いや、サンちゃんの球は無理。

　そもそも、ひまわりちゃんの球だって、サービスがあったから打てたわけであって……

「おい、たんぽぽ」

「む？　なんでしょうか、特とく正しよう先輩？」

「そのスペシャルチャレンジとワンダフルなご褒ほう美びとやらは、どのような内容になっている？」

「そんなに難しい話じゃないですよ！　テニスボールとテニスラケットではなく、野球の球とバットを使って、大おお賀が先輩に挑戦するだけです！　……そして、ホームランを打った暁には、なんと超ワンダフルな景品として、私からほっぺにチューをしてもらえるのです！　むふ！」

　恐ろしく、難易度に見合ってない景品だ。そんなんじゃ、誰も挑戦なんて──

「どうやら、俺はここまでのようだな……」

　あの、フーちゃん？　君はなぜ、どこからともなくバットを取り出して、受付にいるサンちゃんのもとに向かっているのだい？

「大おお賀が」

「お？　どうした、特とく正しよう？」

「今年の地区大会では敗れたが、それは過去の話。今の俺は、あの時よりも強いぞ」

「へぇ……。そいつはつまり、俺の球を打てるって言ってるのか？」

　なに、このスポコンの流れ？

「ふっ。愚問だな……。たんぽぽぉ！　そのスペシャルチャレンジとやら、この俺が必ず達成してみせようではないか！」

「ひょぉぉぉぉ！　なぜか特とく正しよう先輩の表情が羅刹の如ごとき形相に！　怖いです！　お、大おお賀が先輩、絶対に、絶対に打たれちゃダメですからね！」

「お、おい、フーちゃん！　まだこの後の予定が……」

「ジョーロ。すまんが俺には、やらねばならぬことができたのだ！　あの女の唇は、誰にも渡すわけにはいかん！　これは、最優先事項だ！」





※　※






　サンちゃんとフーちゃんの野球対決。

　今年の甲こう子し園えん準優勝投手と、去年の甲こう子し園えん出場打者の勝負というのは、来場者としてもかなり注目の対決だったようで、野球部のグラウンドは大おお賑にぎわい。

　もちろん、勝負の決着は簡単にはつかなかった。

　本気のサンちゃんが投げるフォークボールは、今年の甲こう子し園えんでもほとんど誰も打つことができなかった決め球だ。唐とう菖しよう蒲ぶのナンバー１スラッガーのフーちゃんでも、大苦戦。

　今も、熱い戦いを野球部のグラウンドで繰り広げていることだろう。

　そんなフーちゃんを野球部のグラウンドに残して、僕ぼく達たちは校舎の中へと向かっていった。

「どうしてこうなった……」

「ジョーロ……、次の案内……お願い……ぐす……」

　うんざりとした様子のジョーロの制服を小さくつまみ、すがるような声を出すつきみちゃん。

　本当に仲がいいんだね、君きみ達たち。

「ジョーロ、僕からも早く案内してもらえると助かるかな。次はどこに行くの？」

「分かってるって！　次は、うちのクラスがやってる、コスプレお化ばけ屋や敷しきに行くぞ！」

「コスプレお化ばけ屋や敷しき？　なにそれ？　お化けって、そもそもコスプレじゃ……」

「気にするな、入れば分かる。存分に、楽しんでくれよ。クックック……」

　ひどいゲス顔だ……。

「へぇ～、お化ばけ屋や敷しきの衣装、サザ……ミセスＳが作ったんだ！　料理だけじゃなくて、裁縫も得意なんて、やっぱり、ミセスＳはいいお嫁さんになれそうっしょ！」

「ちょっ！　べ、別にこのぐらい普通です！　普通！　変なこと言わないで下さい！」

「うしし！　うち、別に誰のお嫁さんとは言ってないんだけどなぁ～！」

「～～～っ!!」

　僕らの後ろを歩く、サザンカちゃんとチェリー会長は楽しそうに会話をしている。

　ただ、それよりも気になるのは……

「お、おい！　あの子、確か花か舞ぶ展てんと体育祭の時の子じゃないか！」

「やっぱうちの学校の生徒なんだよな！　くそっ！　いったい、誰なんだ……」

　菫すみれ子この注目され具合だ。そうだよね。普段は三つ編み眼鏡で隠してるけど、本当の姿がこれだったら、みんなも驚くよね。

　こうやって菫すみれ子こが注目される様子を見ていると、中学時代を少しだけ思い出すな。

　あの時も、菫すみれ子こは大勢の生徒に注目されて、どうしていいか分からず困っていた。

　だから、僕が何とか守ろうとしたんだけど……

「おい、んなくっつくなよ……。歩きづれぇだろが……」

「あら？　それはごめんなさい。ふふっ」

　もう、菫すみれ子こを守るのは僕じゃないんだ……。

　まぁ、中学時代に僕がやっていたことは、結果としては菫すみれ子こをより苦しめてしまったわけだから、こんな風に考えること自体おこがましいんだけどね……。

「別に、てめぇがやったことは無駄じゃねぇよ」

「……え？　いや、僕は何も言って……」

「その顔を見りゃ、何を考えてるか丸分かりだっつーの」

　……悔しいな。追いついたと思ったけど、まだまだ遠い。

　本当に、こいつは厄介なヤツだ。だからこそ、僕は……

「っと、着いたぜ。ここが、うちのクラスの出し物……コスプレお化ばけ屋や敷しきだ」

　へぇ、これがコスプレお化ばけ屋や敷しきか。ジョーロの話だと、普通のお化ばけ屋や敷しきとはちょっと違うっぽかったけど……見る限りはイメージ通りのお化ばけ屋や敷しきだな……。

　壁にペタペタとそれっぽい札が貼ってあって、ドアの前に机を置いた受付。

　そこには、二人の少女が座っていて……

「お！　ジョーロじゃ～ん！　おいすっすぅ～！」

「やっと来ましたか！　お久しぶりですね、ホース、チェリーさん！」

　一人は僕の知らない明るいスポーティな女の子、そしてもう一人はあすなろちゃんだ。

　どうやら、この二人がお化ばけ屋や敷しきの受付を担当しているらしい。

「あすなろっち、久しぶり～！　元気してたっしょ？」

「ふっふっふ！　もちろん元気ですよ、チェリーさん！　ですが、今の私はその名ではありません！　ミスＡとお呼び下さい！」

　どうやら、あすなろちゃんは『ミセス』じゃなくて『ミス』らしい。

　その違いの理由は、よく分からないけど……。

「いやぁ～、よく来てくれたね！　ほんで、ジョーロと一緒にいるのが噂うわさのご一行さんかね？」

「まぁな。……プリムラ、俺おれ達たち全員で入る予定なんだが、……首尾は整ってるか？」

「もっちのろん！　失禁、悲鳴、阿あ鼻び叫きよう喚かんを約束しちゃうぜい！」

　悲鳴と阿あ鼻び叫きよう喚かんはいいとして、最初のやつはまずくない？

「ひっ！　思った以上に本格的なやつっぽいっしょ！　ホ、ホースっち！　うち、お化けって苦手なの！　手！　手を繫つないでほしいっしょ！」

　チェリー会長って、こういうの苦手だったっけ？　好きそうなイメージなんだけどな……。

「え？　ま、まぁ大丈夫ですけど……、それなら外で待ってたらいいのでは？」

「ダメっしょ！　うちだけ一人で待つなんて、寂しいっしょ！」

　お化けは怖いけど、一人で残されるのはもっと嫌らしい。ややこしいな……。

　でも、それだったら……

「ねぇ、ジョーロ。チェリー会長が怖がってるしさ、このコスプレお化ばけ屋や敷しきだけど……」

「なんだよ、ホース？」

「僕と君の、二人だけで入らない？」

「…………」

　僕の提案に何かを感じ取ったのか、ジョーロはやけに鋭い視線を向けている。

　ま、そういう顔になるよね。『何か企たくらんでます』と言わんばかりの提案なんだからさ。

　そうだよ、君の思っている通り、僕は何も考え無しで繚りよう乱らん祭さいにきたわけじゃない。

　達成すべき目的を持って、ここに来ているんだ……。

「はぁ……。仕方ねぇな……」

　よし！　この様子なら、僕の提案は飲んでもらえそうだぞ！

　だったら、あとは──

「葉は月づき君、それなら私も付き合うわ」

　ん？　菫すみれ子こも一緒に？　まぁ、菫すみれ子こが来たいなら構わないけど……

「パンジーと俺とホースの三人だけだぁ～？」

　ダメだ、こりゃ。ひどい顔になってるよ、この人。

「そもそも今日は、唐とう菖しよう蒲ぶの連中を歓迎する日だ！　なのに、三人だけがお化ばけ屋や敷しきに入るなんてのはおかしい！　よって、却下！　お化ばけ屋や敷しきには全員で入る！」

　やっぱりね。そうなると思ったよ。

「そ、そうっしょ！　うちも一緒入る！　ホースっちは今日、うちのお世話係っしょ！」

「ワ、ワタシも、行く！　今度こそ、頑張るっ！」

　チェリー会長とつきみちゃんも、ジョーロの意見に賛成か。なら、ここは諦めよう。

「分かったよ。なら、今は君に従うよ」

「そりゃ、どーも」

　分かってるよね、ジョーロ？　僕は絶対に、目的を果たさせてもらうつもりだから。

「はい！　変な空気おしまい！　それじゃ、みんなでお化ばけ屋や敷しきに入りましょ！」

　僕とジョーロの少し重い空気を察したのか、サザンカちゃんがパンと手を叩たたき、明るい笑顔を浮かべる。この子は、みんなをまとめるのが上手なんだろうな。

「……つきみ、頼んだぞ！」

「次は、絶対、頑張る。ワタシ、絶対、守る」

　またジョーロが、つきみちゃんに何かボソボソ話しかけてるよ。

　これは、なるべく急いで行動したほうがいいかもしれないな……。

「ほんじゃま、ジョーロさんご一行、ごにゅ～じょ～」

「楽しんできて下さいね！」




　それから、僕ぼく達たち六人はコスプレお化ばけ屋や敷しきとやらに入場。

　薄暗い教室に、ダンボールか何かで作られた黒い壁。迷路みたいな構造だ。

「こ、怖いっしょ～！　ホースっち、いるよね？　いるよね!?」

「いますよ。だから、もう少し離れて……」

「む、むむむ無理っしょぉぉぉ！」

　チェリー会長の脅おびえ方かたが、尋常じゃない。

　手を繫つなぐを通り越して、僕の腕に思い切り抱きついている。

　そこから少し進むと現れたのは、一枚の立て看板だ。えーっと、なになに？

　左が『地獄の道』で、右が『天国の道』？　それなら、チェリー会長も怖がってるし……

「んじゃ、俺とホースとつきみが『地獄の道』。ミセスＰとミセスＳ、それにチェリーさんが『天国の道』を進むとするか」

　西にし木き蔦づたと唐とう菖しよう蒲ぶで分けると思いきや、ちょっとアンバランスな割り振り。

　まぁ、チェリー会長は怖がってるし、それが妥当とも──

「い、嫌っしょ！　うちは、ホースっちと一緒！　こ、怖いっしょぉ～……」

　うわっ！　チェリー会長がさっきよりも強く抱きついてきたよ！

「いや、チェリーさん。怖いなら、ミセスＰ達たちと一緒に安全な……」

「ホースっちと一緒じゃなくなるほうが怖いっしょ！　今日のうちのお世話係はホースっち！　だから、うちはホースっちと一緒に左の道に進むっしょ！」

　あ、僕らが左の『地獄の道』に進むことは決定事項なのね。

　そこを逆にする交渉はする気がないんだ……。

「ねぇ、チェリーさんもこう言ってるんだしさ、あたし達たち三人とチェリーさん達たち三人で分かれましょうよ？　それなら、三、三でちょうどいいし……」

「私もミセスＳに賛成よ。私、ジョーロ君と一緒がいいわ」

「わ、分かったよ……。んじゃ、俺らは向こうにいくから、出口で合流しようぜ」

　最後にそう言うと、右の道へと進んでいくジョーロ達たち。

　恐らくだけど、今の一連のやり取りは……まったく、手の込んだことをしていると感心すべきか、バレバレだと呆あきれるべきか、悩ましいところだな。

「……ホース」

　と、そこで僕の空いているほうの手をつきみちゃんが握り締めてきた。

　同時に伝わってくる、小さな震え。平気なように見えたけど、怖かったんだろうな。

「それじゃあ、行こうか」

「うん」

　小さく、ほんの少しだけ口角を上げて笑うつきみちゃんの笑顔は、やっぱり可愛かわいいな。

　……それから、僕ぼく達たちは『地獄の道』と表示されたほうへと進んでいった。

　そのまま、少し歩くと……ついにお化けが現れた。

「カパパ！　カパー！」

「うわっ！　……って、え？」

　突然出てきたからビックリしたけど、……なにこれ？

　なんか、死んだ目で舌を垂らしてる、ネズミのきぐるみが現れたんだけど……。

「うわぁぁぁ!!　ゲコリーナちゃんっしょ！　可愛いっしょぉぉぉ!!」

　ビジュアルはネズミなのに、名前が完全に蛙かえる！　おまけで、口調は河童かつぱ！

　しかも、あれだけ怖がっていたチェリー会長が、大はしゃぎじゃないか。

　まぁ、可愛かわいいかどうかはさておき、まるで怖くはないよね……。

　なんでこっちが地獄の──

「っ！　ホース、守る」

「わっ！　ちょ、ちょっとつきみちゃん！」

　別に守らなくて大丈夫だって！　っていうか、僕の腕にしがみつかないでよ！

　まずいんだって！　君が抱きつくと、その豊満な……

「ぎぃぃぃぃぃぃやぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!　チョモランマァァァァ!!」

　そう！　チョモランマが思いっきり……って、あれ？　今の声、ジョーロだよね？

「きゃぁぁぁぁぁ!!　あ、あんた、ちょっとどこ触って……」

「板チョコが、板チョコが迫ってきてるぅぅぅぅぅ!!」

「ジョーロ君、落ち着いてちょうだ……っ!!　こ、これは、すごいわね……」

　とんでもないジョーロの悲鳴に続いて聞こえてきたのは、サザンカちゃんと菫すみれ子この声。

　いったい、向こうで何が──

「カパー！　ゲコリーナダイブカパー」

「うわっ！　ゲコリーナちゃん、そんな急に抱きついてきたら……うきゃぁ！　こ、転んじゃうっしょ！　ホ、ホースっち！」

　が、ここでこっちにも予想外の事態が発生。

　突如として、チェリー会長に強く抱きついたゲコリーナちゃんに押されて、チェリー会長が僕のほうに思い切り倒れこんできたのだ。

　そして、そのまま……

「うわぁ！」

　二人そろって、盛大にずっこけた。

「う～……、びっくりしたっしょぉ～。もう、ゲコリーナちゃん！　いたずらは程々に……っしょぉぉぉぉ!?」

　なんか柔らかい感触が顔中に広がってるんだけど、なにこれ？

　っていうか、息ができなくて苦しい！

「んー！　んんん！」

「チェリーさん、お尻、ホースの上」

　つきみちゃん、解説はいいから助けてほしいです。

「ご、ごめんね！　わ、悪気はないっしょ！　ほんと、偶然で！」

「んー！　んー！」

　分かったから、早くどいて。息ができなくて苦しいんだって！

「……守れなかった。ワタシ、無力」

　つきみちゃん、君はいったい何と戦っているのだい？
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　お化ばけ屋や敷しきから出ると、そこで待っていたのは、全身をガタガタと震わせるジョーロと、なぜか満足気な表情になっている菫すみれ子ことサザンカちゃんだった。

「神がご乱心じゃ……。神がご乱心やでぇ……」

「お化ばけ屋や敷しきってすごいわ……」

「はぁー！　はぁー！　ビ、ビックリした。本当にビックリした……」

　いったい、『天国の道』で何があったんだろう？

「あのさ、ジョーロ。……大丈夫？」

「だ、大丈夫に決まってるだろ！　で、そっちはどうだった？　楽しかったか？」

「そうだね。楽しかったかどうかはさておき、……チェリー会長が大変なことになったよ」

「ホースっち、言っちゃダメっしょ！　さっきのは忘れて！　ほんと、忘れて！」

「チェリーさん、ホースの顔にお尻。とても大変」

「んなっ！　チェリーさんが……っ！　くっ！　まさか、そこまでとは……っ！」

「ジョーロ、ワタシ、役立たず……ぐす……」

「お、おい、つきみ！　大丈夫だ！　大丈夫だから、そんな気にするなよ！」

　まったく……、ジョーロは何を企たくらんでいるのやら……。

　──なんてね。さすがに、ここまで露骨にやられたら、僕だって十分分かる。

　ジョーロの企たくらみは、正直に言わせてもらえば、僕にとって不都合極まりないことだ。

　だから、どこかでタイミングを見計らって、これ以上ジョーロに余計なことをさせないよう、釘くぎを刺させてもらうとしようか。





※　※






　お化ばけ屋や敷しきをあとにした僕ぼく達たちが、次に向かったのは生徒会室。

　生徒会が行っている出し物は、喫茶店。ただ、ある意味で少し特殊な喫茶店になっている。

　なんせ、装飾などはせず、ただ生徒会室を模様替えしただけの喫茶店なのだから。

　機材や材料費も、一切かけていないらしい。

　そのあたりは、生徒達たちが持ち寄って、とにかく費用を浮かせたとか。

　西にし木き蔦づた高校って、文化祭にまわす予算、そんなになかったのかな？

　ただ、それでも僕にとっては、今日一番の楽しみの場所だ。

　だってさ……

「え！　生徒会室に行けば、ミセスＰが作ったお菓子が食べれるっしょ!?」

「ええ。私も少しでもコスモ……こほん。生徒会長さんの力になりたくて、クッキーを焼いて商品として使ってほしいとお願いしたんです」

「うわぁ～！　楽しみっしょ！」

　そう、これだ。以前、一学期に西にし木き蔦づた高校の図書室の手伝い中、話でだけ聞いていた菫すみれ子この作ったお菓子。僕もずっと食べてみたいと思っていた。それが食べれるなんて……

「ねぇ、ジョーロ。ミセスＰのお菓子って美味おいしいんだよね？」

「……まぁな。あと、生徒会長の料理もメチャクチャ美味うまいから、何か食ってみろよ」

「そうなんだ。ちなみに、オススメは何？」

「ほぼ全部オススメだが、……ブロッコリーご飯だけはやめとけ」

「何それ？」

「過去の黒歴史から持ち込まれた、生徒会長渾こん身しんの一作だ……」

　よく分からないメニューもあるみたいだけど、とにかく楽しみであることには変わりはない。

　ただ、コスモスさんも菫すみれ子こ達たちみたいに、また変な名前を名乗るんだろうなぁ～。

　いや、わざわざ僕に気を遣ってくれるのは嬉うれしいんだけど、あの変な名前だけは……

「やぁやぁ、葉は月づき殿、桜さくら原ばら殿、草くさ見み殿！　よくいらっしゃいましたな！　小生は、この西にし木き蔦づた高校の生徒会長を務める、秋あき野の桜さくら左ざ衛え門もん夫ふ人じんにございますぞ！」

　変っていうか、大変な名前を名乗られてしまってますね……。

　ついでに、キャラまで変わっちゃってるんだけど、この人、どうしちゃったの？

　折角、可愛かわいいフリルのエプロンがよく似合ってるのに……。

「とりあえずフルネームが長いんで、秋あき野の夫ふ人じんでいいですか？」

「御意」

「コスモスっち……、相変わらず緊張して芝しば居いをすると、そうなっちゃうんだね……」

　解説ありがとう、チェリー会長。

「さささ！　立ち話もなんですし、中にお入りくだされ！　小生の推奨品は、みせすぴぃ殿が作られたくっきぃ、みせすえす殿のだし巻き玉子、それに、小生が作るぶろっこりぃご飯にございますぞ！」

「これはひどい」

　つきみちゃん、僕も同意見。いや、これは本当にひどいな……。

「ジョーロ君、ジョーロ君！　この格好はどうかな？　私なりに頑張ってみたんだけど……」

「ええ、よく似合ってると思いますよ。……昨日と比べて遥はるかに」

「わぁぁぁ！　本当かい！　すごく嬉うれしいよ！」

　ジョーロに対しては、普通に話せる秋あき野の夫ふ人じんであった。




「ん～！　このナポリタン、美味おいしいっしょ！　あと、だし巻き玉子も最高！」

「こっちのオムライスも、すごく美味おいしいです」

　生徒会が運営する喫茶店に入った僕らが最初に注文したのは、菫すみれ子このお菓子ではなくコスモスさんとサザンカちゃんの料理だ。ちょうど、お昼時だしね。

　……っていうか、フーちゃんはどうなったんだろう？

　野球部のグラウンドをあとにしてから、結構経たってるんだけど……。

「ねぇねぇ、ホースっち！　うちのナポリタン、少しあげるから、オムライスちょっち頂戴！　交換っこしようよ、交換っこ！」

「ええ。いいですよ」

「やった！」

　僕のオムライスのお皿に、チェリー会長がナポリタンを少し載せ、代わりにチェリー会長のナポリタンのお皿にオムライスを載せる。

　こういうやり取りは、唐とう菖しよう蒲ぶでもよくあることなんだけど、いつもと違う環境だと少しだけ新鮮な気持ちになるな。

　と・こ・ろ・で・だ……

「い、いやー！　やっぱ生徒会長の料理は美味うまいな！　ほら、つきみも食えよ！」

「……うん」

　この席の割り振りは、どういうことかな？

　菫すみれ子ことサザンカちゃんは生徒会室に入った後、手伝いをするということで、調理ゾーンに行ったのは分かる。混雑してて、四人席が空いてないから、二人ずつに分かれるのもいい。

　だけど、割り振りが僕とチェリー会長。ジョーロとつきみちゃんなのは、納得がいかない。

　いやさ、もう何を企たくらんでいるかは十分察しがついてるんだけど、さすがにここまで露骨だと、ちょっと……、いや、かなりイラつく。

「あれ？　どしたの、ホースっち？　突然、立ち上がって」

「少し、ジョーロ達たちの席に行こうと思って」

「えー！　そしたら、うちが一人になっちゃうっしょ！　ホースっち、お世話係なのに！」

「大丈夫ですよ、つきみちゃんと席を交換してもらうだけですから、チェリー会長は一人にはなりません」

「そ、そう？　分かったっしょ……」

　うぅ……。こうしょんぼりされると、罪悪感がたまるなぁ。

　これも全部、ジョーロが余計なことをするからだ！

　そんな苛いら立だつ気持ちを抱えながら、自分の注文したオムライスのお皿を持って移動。

　ジョーロ達たちの席へと辿たどり着つくと、

「ねぇ、つきみちゃん。ちょっと僕と席を代わってくれない？」

　できる限り笑顔を心がけて、そう言った。

「え？　でも、今、ワタシ、ジョーロと……」

「そうだよ。席が空いたら合流すればいいんだしよ。今は向こうに──」

「もう君きみ達たちが何を企たくらんでるか、気づいてるよ？」

「っ！」

「うげっ！」

　僕がそう言うと、つきみちゃんは目を思い切り見開き、ジョーロは苦い表情を作った。

「あ、あの……、ホース……」

「大丈夫だよ、つきみちゃん。別に、怒ってるわけじゃないからさ。ただ、その件でジョーロと話したいから、僕と席を代わってもらえない？」

「あ、えと……」

　つきみちゃんは、どうしていいか分からないようで、うろたえた様子で僕とジョーロを交互に確認している。つまり、今は僕じゃなくてジョーロを頼っているということか。

　本当に、こいつは僕にとって不都合なことをするのが、とびきりに上手うまいな。

「つきみ、ホースの言う通りにしていいよ。こいつとは、俺が話す」

「わ、分かった……」

　ジョーロからの返答を聞いたところで、つきみちゃんは立ち上がり、いそいそとチェリー会長の座っている席へと移動をしていった。

　そして、空いた席に僕が座ると……

「茶番は、ここまででいいよね？」

　静かにジョーロを見つめて、僕はそう言った。

「怒ってねぇんじゃなかったのか？」

「怒ってないよ、つきみちゃんにはね」

「ま、そういうことだよな」

　パイプ椅子の背もたれに思い切り背中をあずけるジョーロ、偉そうな態度だ。

　余裕のつもりか？　……なめるなよ。

「僕も目的があってここに来ている以上、君が目的を持って行動すること自体に文句はない。けどね……、ここまで露骨なのはどうかと思うわけ」

「露骨ね……。んじゃ、一応確認するが、俺の目的ってのはなんだと思う？」

　もうバレてるんだから、いちいちそんな仰々しく言う必要はないだろ。

　……けど、そう言うなら……

「簡単だよ。君は……いや、君とサザンカちゃんは、つきみちゃんとフーちゃんと協力して、僕とチェリー会長に色々な思い出を作ろうとしている」

　これ以外、有り得ないだろう。今日の繚りよう乱らん祭さい、行く先々で起きていたチェリー会長との妙な出来事。あれは全部、ジョーロが意図的にそうなるように仕向けていたんだ。

　いくらチェリー会長がドジだからって、あれは行き過ぎだ。

「そうか、そう思ったのか。……くくく」

　僕に目的を看破されたのに、ジョーロの余裕が崩れることはない。

　それどころか、更なる余裕を得たかのような笑みをこぼしている。

「……見落としてるな」

「え？」

　やけにふてぶてしい顔をして、ジョーロはそう言った。

　見落としてる？　どういうことだ？

「多少裏の気持ちは分かるようになったようだが、悪癖はまだ直ってないってところか」

「僕の悪癖？」

「なんでもかんでも、恋愛事に結びつけるなよ。世の中、そんな単純にはできちゃねぇぞ？」

「つまり、それって……」

「ラブコメにばっか夢中になって、一番大事なもんを見落としてる。……だから、気づかない。いや、そもそもの可能性から、真実を排除しているんだ」

　その言葉は、僕が今年の地区大会の決勝戦で、ジョーロに言われた言葉だ。

「どういうことだよ？　僕が見落としてる？　それに真実を排除してるって……」

「おいおい。てめぇだって俺に隠してる目的があるんだろ？　だってのに、そいつを言わずに俺からばっか目的を聞こうとするなよ」

　全てを見透かすような不敵な笑みに、思わず僕は唾を強く飲み込んでしまう。

「まさか、君は僕の目的が何か気づいて……っ！」

　ジョーロの口角がピクリと上がった。やっぱり、……そうなのか？

「いいか？　別に俺は、チェリーさんのためにも、つきみのためにも行動してねぇ。最初から最後まで、自分のためにしか行動してねぇし、今後もするつもりもねぇ」

「だったら、君はどうして僕を歓迎して……」

「そいつはこれからのお楽しみだ。本番はここからなんだからな」

　なんだよそれ？　いったいこの後、何が待ち受けてるんだよ……。

「ったく、なんで俺ばっかこんな苦労をするのかね？　ほんと、昨日から予想外の連続だ」

「昨日？」

「独り言だ。気にするな」

　昨日の土曜日……、僕はただつきみちゃんとフーちゃんから繚りよう乱らん祭さいに誘われただけ。

　けど、その前に何かあったってことなのか？　そこに、真実があるってことなのか？

「さて、今日の繚りよう乱らん祭さい二日目。まだ午前が終わっただけで、午後は残ってる。ここから先も、しっかりとナビゲーターを務めてやるよ、ラブコメ主人公」

　いったい、ジョーロは何を企たくらんでいるんだよ……。
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　──一日前。

　今日……土曜日は、我が西にし木き蔦づた高校の文化祭……繚りよう乱らん祭さいの一日目。

　廊下に立つ俺──如月きさらぎ雨あま露つゆの目に映るのは、笑顔に溢あふれる生徒と来場者達たち。

　ほんと、無事に開催できてよかったよな……。「

　そんじゃ俺は、自分のクラスの当番は終わったし、大好きで大好きで仕方がないパンジーの所に行くとするかぁ！　あぁ、愛いとおしいパンジー……。出会った瞬間に抱きしめて、熱き想おもいを全力でぶつけてやりたい。もはや、パンジーのために生きて、パンジーのために死にたい。となると、ここはやはり、パンジーに出会った瞬間に婚姻届の提出を──」

「──って、てめぇはなに、俺のモノローグ風にいきなり語り出してるんだよ！　変な位置に『「』をつけるな、変な位置に『「』を！」

「心外ね。……私なりに工夫をしてみたのに」

「こっちの台詞せりふ以外の何者でもねぇよ！」

　まじでビックリしたぞ！　ほんと、こいつはなんで気配なく俺の背後から現れるんだ！

　しかも、自分に都合のいいモノローグまでつけやがって！

「こんにちは、ジョーロ君」

　というわけで現れたのは、西にし木き蔦づた高校の図書委員、パンジーこと三さん色しよく院いん菫すみれ子こだ。

　今日も相変わらずの三つ編み眼鏡にペッタンコスタイル。悲しくなるほどに可愛かわいくない。

「なんでこんな所にいるんだよ？　てめぇは生徒会でコスモス会長の手伝いを──」

「午前中にできる限りお菓子を作って、午後は休憩をもらったの。……でも、何も予定がなかったから、仕方なくジョーロ君のストーキングをしてあげていたのよ？　感謝してほしいわ」

　ストーキングって、仕方なくするものだっけ？

「まるで感謝する余地が見当たらないのだが？」

「はぁ……。相変わらず、眼球が腐っているとしか思えない視野の狭さね。嘆かわしい……」

「本当に嘆きたいのは、俺のほうだよ！　今すぐうせろや！」

　なんで、ストーキングをされたあげく、毒舌まで吐はかれにゃならんのだ。

「嫌よ。折角、休憩時間が偶然にも合ったのだから、ジョーロ君と一緒に繚りよう乱らん祭さいを回りたいわ」

「……一応確認するが、本当に偶然なんだな？」

「いえ、運命と言ってもいいかもしれないわね。うっかりジョーロ君のスケジュールを調べ上げてしまったら、なぜか私と休憩時間が重なってしまったのだから。……ふふっ」

「ねぇ、どうしてそんな真まっ直すぐな目で、それを運命って言い切れるの？」

　通常運転が暴走しすぎてて、どうしようもねぇ……。

「お！　いたいた！　おーい、ジョーロ！」

　ん？　今の声って……

「あれ？　サンちゃんじゃねぇか」

　背後から俺の名前を呼びながらこちらへと駆け寄ってくるのは、野球部のエースにして俺の親友……サンちゃんこと大おお賀が太たい陽ようだ。

「いやー！　探しちまったぜ！　……おっ！　パンジーも一緒か！」

「ええ、こんにちは。サンちゃん」

　格好は、西にし木き蔦づた高校の野球部のユニフォーム。恐らく、野球部の出し物の都合だろう。

「ねぇ、あの人って大おお賀が太たい陽ようさんだよね？　甲こう子し園えんで活躍した……」

「甲こう子し園えんの決勝であの桑そう仏ぶ高校を相手にノーヒットノーランを達成した、どこの球団も今一番注目してる超有名選手だよな！　サインとか、もらえないかな？」

　さすが、サンちゃん。来場客からの注目度がすげぇな。

　甲こう子し園えんで大活躍だったし、あの決勝戦の結果は、色々と衝撃過ぎてニュースでも大々的に取り扱われてたしな。当たり前っちゃ当たり前か……。

　まぁ、本人は注目されることにもう慣れているのか、まったく気にした様子はないけど。

「どうしたんだ？　サンちゃんは、野球部のグラウンドにいると思ってたんだが？　それに、俺を探してたって……」

「少し休憩をもらってな！　ジョーロを探してたのは、会わせたい奴やつらがいるからだぜ！」

「俺に、会わせたい奴やつら？」

「とりあえず一緒に来てくれ！　今、校門で待ってもらってるからさ！」

「お、おう。……分かった」
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　サンちゃんに促され、パンジーと三人で繚りよう乱らん祭さいのための綺き麗れいな花の装飾が一つされたゲートのある校門へと向かうと、そこには俺が予想だにしない人物が二人立っていた。

「あら？　貴方あなた達たちは……」

「こないだぶり。ジョーロ。菫すみれ子こも」

「元気そうだな、ジョーロ、三さん色しよく院いん」

「つ、つきみ!?　それに、フーちゃん……」

　現れたのは、西にし木き蔦づたではなく唐とう菖しよう蒲ぶ高校に通う生徒……俺の上位互換たるホースの幼おさな馴な染じみのつきみ、そして親友のフーちゃん。

　は？　なんでこの二人がいるんだ？

　フーちゃんはまだ分かる。なんやかんやで、夏休み辺りから色々交流があるし、想おもい人びとであるアホ神様改めたんぽぽに会いたくて西にし木き蔦づた高校にやってきた等、理由は思いつくからだ。

　ただ、なんでつきみもいるの？　しかも、サンちゃん経由って……

「サンちゃん。その、なんでつきみが……」

「実は体育祭が終わった辺りから、つきみの相談を色々受けてたんだよ！　ま、そしたら変な噂うわさが学校で出て、少しだけ困ったけどな！　ははっ！」

　もしかして、ちょっと前にうちの学校で流れてた『大おお賀が太たい陽ようは、夜になると他校の生徒と会って、怪しげな密談をしている』って噂うわさの相手って、つきみだったのぉ!?

「サンちゃん、ごめん……」

「気にするな！　別につきみとだけ会ってたってわけでもないからさ！」

　まさか、体育祭で行われた聖戦の裏で、こんな予想外の交流が誕生しているとは……。

「それで、草くさ見みさん。貴女あなたはどうして繚りよう乱らん祭さいにやってきたのかしら？」

　慌てる俺の横で、至って冷静につきみへ質問をするパンジー。

　ほんと、こいつはちょっとやそっとのことじゃ動揺を……あ、ちげぇ。

　よく見たら、視線がやけに素早く俺とつきみへと交互に行き来してる。

「ジョーロに会いに来た」

「ジョーロ君に？」

「うん」

　パンジーの質問に対して、淡白な返答をし、淡々と首を縦に振るつきみ。

　そういや、この二人って微妙に似てるところがあるよな。無感情に淡々としてるところとか。

　とまぁ、それはさておきだ。つきみが俺に会いに来た、だと？

「俺がずっと相談を受けてた内容はそれなんだ！　つきみの奴やつが、ジョーロと仲良くなりたいみたいでな！」

「補足をしておくと、俺も同じ相談を受けていた。故に、今日はこうして同伴している」

「で、本当はもう少し早く会ってもらおうと思ってたんだけどさ……、ほら！　ちょっと前までジョーロは、別の問題で手一杯だっただろ？　だから、その問題が解決したタイミング……繚りよう乱らん祭さいで、仲良くなろうってことにしたんだぜ！」

　なるほどな。確かに、ちょっと前までは繚りよう乱らん祭さい開催可否が決まる大事件が起きていた。

　そのタイミングで、つきみに仲良くなりたいとか言われても、対応は難しかっただろう。

「えっと……、なんで俺と仲良くなるのに、わざわざサンちゃんとフーちゃんに相談したんだ？　別に、直接俺に声をかけてくれれば……」

「……っ！　やっぱり、ジョーロ、優しい。自愛と友愛と情愛に満みち溢あふれた偉大なるお方……。まさに、愛を統べし者ラブドミネイター」

「はい？」

　この子、何言ってんの？

　なんか、やけにキラキラした尊敬の眼まな差ざしで俺を見てきてるんだけど……。

「でも、そんなおこがましいこと、できない。ワタシ如ごとき、偉大なるジョーロとお近づきになる。とても難しい。サンちゃんの力、必要」

　色々とぶっ飛んだワードが混ざっているが、聞き間違いだろうか？

「草くさ見みさん。貴女あなた、脳のネジが遥はるか彼方かなたに吹き飛んでしまったの？」

　おい、パンジー。つきみの言ってることは確かにおかしいが、そこまで言うなよ。

　傷ついちまうじゃねぇか。……俺が。

「飛んでない。ワタシ、冷静」

「い、一応、理由を聞いてもいいかしら？」

　珍しく、パンジーさんが動揺していらっしゃる……。

「ジョーロ、偉大な人。今まで、誰にも負けたことのないホースに勝った男。チェリーさんのピンチ、助けた男。フーちゃんに信用されてる男。甲こう子し園えんで大活躍したサンちゃんの親友。唐とう菖しよう蒲ぶでジョーロのこと知らない生徒はいない。気づけば、ジョーロは伝説の男になっていた。ワタシも、とっても尊敬」

　つりだよな!?　実は騙だますために近づいてきましたぁ！　みたいな！

「これは、本気で言っているわね……」

　パンジーのお墨付きがでちゃったよ！

　は？　俺って、唐とう菖しよう蒲ぶ高校でそんなことになってんの!?

「だから、サンちゃんに相談。……将を射んとする者はまず馬を射よ」

　逆だ、逆。

　なんで、駄馬をぶっ倒すために全力で大将軍に立ち向かってんだ、てめぇは。

「い、いや、フーちゃん……。冗談だよな？」

「全て事実だぞ。ジョーロの功績は知れ渡っていて、唐とう菖しよう蒲ぶで貴様と友好関係を結びたいと思っている生徒はつきみ以外にも大勢いる。俺もよく『伝説の男、最強無敵のジョーロと仲良くなりたいから、紹介してほしい』と頼まれているぐらいだ」

　ハードルが上がりすぎて、もう二度と唐とう菖しよう蒲ぶ高校に行きたくなくなった。

「……パンジー、この誤解を解く方法ってあったりするか？」

「難しいわね。草くさ見みさんは、前から少し思い込みが強い子だったもの」

　ですよね。この態度を見てて、そう思ったよ……。

「誤解……。ジョーロは謙遜さん。自分の実力を過小評価して、更なる高みを目指している。なんという志。……まさに新世界の開拓者ミスターニユーワールド」

　その変な二つ名、やめてもらっていい？

「あの……、それで……、ワタシ、ジョーロに……あぅ……」

　何かを言おうとして、遠慮がちに口ごもるつきみ。

　俺と目が合うと慌ててうつむく仕草は小動物っぽくて可愛かわいらしいのだが……、この様子を見る限り、ただ仲良くなりにきたのではなく、何か話があるように思える。

　その事情をサンちゃんは知っていそうだが……

「つきみ！　折角来たんだしさ、まずはジョーロに繚りよう乱らん祭さいを案内してもらったらどうだ？」

「でも、ワタシなんかがジョーロに迷惑をかけるなんて……」

「そこまで気にしなくて大丈夫だって！　ジョーロ、つきみと繚りよう乱らん祭さいを回っても大丈夫だろ？」

「ああ。そんぐらいは構わないけどよ……」

「なら、決まりだな！」

「サンちゃん、すごい。さすが、ジョーロの親友。相談して、大正解」

「ははっ！　褒めすぎだって！　よし！　それじゃあ、俺はそろそろ休憩時間が終わるから、あとはジョーロに任せるぜ！　あ！　よかったら、野球部にも遊びに来てくれよ！」

　しまった……。サンちゃんから事情を聞く前に、立ち去ってしまったぞ。

　ただ、多分だけどあえて言わなかったんだろうな。

　つきみ本人から聞けってことか。だったら、その意志を汲くみ取とって……

「……とりあえず、行こうぜ。色々面白いところがあるからさ。案内するよ」

　つきみが話し出すまでは、繚りよう乱らん祭さいを一緒に回ったほうがいいだろうな。

「どこまでもお供させていただきます。……主あるじ」

　俺、こんな勘違い家臣いらない。

　それに、ぶっちゃけ話の予想はつくんだよなぁ……。

　つきみが突然俺に会いに来た。加えて、俺と仲良くなりたい。

　そんな理由、あいつ絡がらみの件以外、ありえねぇだろ……。まいったな……。
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　それから、俺おれ達たちが向かった先は、屋外にある屋台ゾーン。

　ぶっちゃけ、腹が減っていたので、飯を調達しようというわけだ。

　もちろん向かうのは、確実なクオリティが保証されるツバキ＆ヒイラギの屋台だ。

「なぜ、元もと木きと洋よう木きの店はこんな奥の目立たない場所に出店しているのだ？　もっといい場所があると思ったのだが……」

　フーちゃんの疑問はもっともだ。

　ほとんどの屋台が、校舎前かメインステージ付近の校庭に出店している中、ツバキ達たちはそこから大きく外れた、西にし木き蔦づたの奥のほうにあるプール近くに出店している。イルミネーション事件で、出店する屋台は半分になったのでスペースには十分余裕はあるにもかかわらずだ。

　もちろん、能天気な人見知りのヒイラギはさておき、商売人のツバキが何の考えも無しでそんな場所に出店するはずがない。なぜ、そんな場所を選んだかと言うと……

「プール近くなら、他の屋台が絶対に出店をしない。つまり、繁はん盛じようした時にお客さんの整理がしやすいんだ。ほれ、そろそろ着くが、……見てみろよ」

「なるほどな。……あれならば、納得だ」

　プール近くという最悪の場所に出店しているにもかかわらず、そこにあるのは中々の列。

　ツバキの想定よりは少ないだろうが、それでも十人以上。十分に繁はん盛じようしている。

　なので、まずはその列を避けて、ツバキ達たちに挨拶をしようと思ったのだが、

「むふふ！　先程までは失敗続きでしたが、これなら間違いありませんね、ヒイラギさん！」

「うん！　これならきっと、とってもとっても美味おいしいの！　アホの師匠！」

「君きみ達たち、いい加減諦めたほうがいいかな……」

　なぜか、屋台の中にはたんぽぽがいて、ヒイラギと共に怪しげな液体を生み出していた。

　横に詰まれているのは、大量のダンボール。中には、様々な種類の野菜が確認できる。

「よう、ツバキ」

「あ、ジョーロ、パンジー。……それに、フーちゃんとつきみも遊びに来てたんだね」

　軽く挨拶をしながら、焼鳥と串カツをお客さんに提供するツバキ。

　何気なく熟練の技を披露するのだから、恐ろしい。

　尚、ツバキとヒイラギの服装だが、体育祭の時と異なり、二人とも自分の店の仕事着に身を包んでいる。たんぽぽは体操着だ。

「うん。大いなるジョーロ、私の飢餓を心配して、連れてきてくれた。慈愛の神」

　自分の飢え以外、これっぽっちも心配してないよ？

「……ジョーロ、誤解は早く解いたほうがいいかな」

　俺もそうしたいのは山々なんだけど、まるで話を聞いてくれないの。

　あと、そのドン引きした視線、やめて。

「ややっ！　如月きさらぎ先輩に三さん色しよく院いん先輩ではないですか！　まさか、お二人とも天使成分が不足してわざわざ私に……ひょ!?　と、特とく正しよう先輩と草くさ見み先輩までいます！」

「久しいな、たんぽぽ。相変わらず、やかましい声だ」

『元気そうでよかった』と、彼は言っています。

「なんで、いつも会う度にひどいことを言うんですか！　体育祭では優しかったのに！　やっぱり、特とく正しよう先輩はいじわるです！　むしゅるるるる！」

「や、優しい？　俺が？　ふ、ふん……、戯ざれ言ごとだな」

　その戯ざれ言ごとで、嬉うれしそうにステップを踏んでるのが君だけどね。

「たんぽぽ。それで、てめぇらは何をやってるんだ？」

「あっ！　そうでした！　私は、『トロピカァ～ルむふむふドリンク』を開発していたのです！」

　なに、そのアホそうな名前の飲み物？

「私はずっと考えていたのです！　どうすれば、いつもお世話になっているツバキ様に恩返しをできるか。……ほっぺに人差し指を当てて首を傾かしげる私。その様子を見るだけで、世界中の男性の心臓が木こっ端ぱ微み塵じんに砕け散るほどの可愛かわいらしさと言っても、過言ではないでしょう」

「確かに、過言ではないな。確実に、木こっ端ぱ微み塵じんに砕け散る」

　過言はいいから、さっさと続きの説明を聞かせてくれ。

「そして、閃ひらめいたのです！　美味おいしい串カツと焼鳥に加えて、美味おいしい飲み物……、私が考案する『トロピカァ～ルむふむふドリンク』を生み出せば、売上に大いに貢献できるだろうと！」

　そういうことね。

　で、もう繚りよう乱らん祭さい当日だってのに、ヒイラギと一緒に新商品の開発をしてるってわけか……。

「アホの師匠はすごいの！　ツバキのことをとってもとっても尊敬してて、一生懸命なの！　見習うところがいっぱいなのぉ～！」

「むふふ！　ヒイラギさんも頑張れば、私の域に辿たどり着つけますよ！　弟子として、私を見習って、慢まん心しんあるのみです！」

　邁まい進しんな。君を見習って慢まん心しんしても、その先にはアホしか待ってないから。

「それは分かったんだが、そのダンボールに詰まった大量の野菜は……」

「撫なでし子こさんからいただきました！　今日の繚りよう乱らん祭さいで、芝しば先輩と仲良くなりたい撫なでし子こさんのために、私が一肌脱いで芝しば先輩と一緒にいれる状況を作り出したのです！　そうしたら、何かお礼をしたいと言われたので、お野菜を分けてもらいました！　むっふん！」

　ああ、そういや撫なでし子この実家は八百屋さんだったもんな。納得だ。

「というわけで、如月きさらぎ先輩！　早速ですが、今しがた完成したこの『トロピカァ～ルむふむふドリンク』の試飲をして下さい！　さぁ！　さぁさぁさぁ！」

　たんぽぽがグイグイと差し出してくるスムージー。色は、ド緑。

　超濃厚な青汁でもぶち込んだかのような、色合いだ。

　本人は自信満々な態度だが、ツバキを確認するとフルフルと首を振っている。

　やっぱり、そうですよね……。

「ジョーロ、すごい。こんな怪しげな飲み物、ワタシ、飲めない」

　俺も飲むって一言も言ってないからね？

「いや、俺は……」

「むふふ！　そんな遠慮しなくても大丈夫ですよ！　さぁ！　安心してグイッと──」

「たんぽぽ、よこせ。俺が飲んでやろう」

「む？　特とく正しよう先輩、飲みたいんですか？　……んもぉ～う！　仕方ないですねぇ～！　では、特別に飲ませてあげちゃいます！　はい、どーぞ！」

　俺がうろたえていると、すかさず会話に入ってきたのはフーちゃん。

　たんぽぽの作った飲み物に、興きよう味み津しん々しんなのは分かるが、

「フーちゃん。その飲み物は……」

「問題ない。これも貴重なたんぱく源だ」

　この人は、サバイバルでもしているつもりなのだろうか？　発言が無駄にたくましい。

　そもそも、野菜にたんぱく源ってそんな沢山含まれてたっけ？

　うわっ！　すげぇ……。迷わず、グイッといったよ……。

「ぐっ！」

「どうですか、特とく正しよう先輩？　美味おいしいでしょう？　とっても美味おいしいでしょう？」

「フーちゃんは、ラッキーなの！　私わたし達たちの自信作を最初に飲めた人なのぉ～！」

　君きみ達たち、フーちゃんの顔をちゃんと見ろ。せっかくのイケメンが、驚異的に顔をしかめてるぞ。

　あれは、間違いなく……

「まずい！　まずすぎる!!」

　ですよねー。

「うぇぇぇ！　そんなはずはないのぉ～！」

「そうですよ！　まずいわけがありません！　特とく正しよう先輩の舌がおかしいんです！　ちょっと貸して下さい！　私のプリティーな舌で、正確な味を確認し……むびゅろろろろ!!」

　とってもプリティーじゃない嗚お咽えつが、響き渡りました。

「お、美味おいしくないです！　私の人生史上、最低の味わいです！　まるで、腐ったピーマンに鹿のフンで作った豆腐を詰め込んだような味です！」

　無駄に、ボキャブラリー豊富なまずい感想である。

「むふぅ～……、また失敗してしまいました……」

「あぅ～……。道のりは険しいのぉ～……」

「た、たんぽぽが俺の飲んでいた飲み物を、か、か、かかかか……間接キッハ！」

　二人は失敗にうなだれ、一人は間接キッハが原因でぶっ倒れましたとさ。

「すごい……。まさか、こんな巧妙にフーちゃんの恋愛サポートをするなんて……。さすが、ジョーロ。……まさに恋愛の魔術師セイクリツドラブ」

　落ち着け、勘違いの魔術師。俺は、何もしていない。




　ツバキとヒイラギの店で焼鳥＆串カツセットを一つ。加えて、他の屋台で売っていた焼きそばを買ったところで、校庭に設置された仮設オープンテラスに移動。

　ちなみにフーちゃんは、ツバキとヒイラギの店で『トロピカァ～ルむふむふドリンク』の開発を手伝うようで、毒味役として店に滞在。去り際に、再び『まずい！　間接キッハ！』という声が響いていたから、きっと本人なりに楽しい繚りよう乱らん祭さいを過ごせるのだろう。

　なので、今ここにいるのは、俺とパンジー。……それにつきみだ。

　という状況にもかかわらず、

「ジョーロ君、私は以前から食べさせあいっこというものに、並々ならぬ興味を抱いていたの」

　なぜ、この女は通常運転をぶちかましてくるのだろうか？

「そうか、好奇心旺盛だな」

「つまり……分かるわね？」

「分かった結果、こう言ってやる。……自分で食え」

「いじわるね」

　ほんと、こいつは隙あらば余計なことをしてきやがる……。

「んな恥ずかしいこと、こんな大勢がいる場所でできるかっつーの。常識的に考えろ」

「なら、誰もいなければやってくれるのかしら？」

「……もう一度言う。自分で食え」

「ふふっ。分かったわ」

　やけに上機嫌な笑みを浮かべて、焼きそばをチマチマと食べるパンジー。

　昼時で座席が混み合っているせいもあって、隣同士、やけに距離が近いのが困る。

「ジョーロ、すごい。菫すみれ子こ、楽しそう」

「あのな、つきみ。俺は別にそんな大層な奴やつじゃねぇ。こいつは、普段からいつもこんな調子なんだよ。人のことなんざ、お構いなしに我わが侭ままを──」

「違う。ワタシの知ってる中学生の時の菫すみれ子ことは全然」

　そうか……。俺は、高校になってからのパンジーしか知らねぇが、つきみは逆。

　中学生の時のパンジーしか、ほとんど知らねぇんだ。

「ワタシ、菫すみれ子こを笑わせられなかった。……迷惑ばっかり」

　ホース絡がらみだったとはいえ、つきみなりに本気でパンジーのことを考えてたってことか……。

「草くさ見みさん、貴女あなたは迷惑ばかりかけていたわけではないわ」

「え？」

「あの時、困っていた私を助けてくれたのは貴女あなた達たちですもの。だから、とても感謝しているわ」

「……よかった」

　パンジーの言葉に、小さく微笑ほほえむつきみ。釣られて、パンジーも小さく笑みを浮かべている。

　ま、中学時代に色々とあったみたいだが、その仲が壊れたままってのは、もったいないよな。

　だけど……、

「ワタシ、菫すみれ子こと仲良くなれる？　今度こそ、本当の友達に……」

「……なれないわ。私と草くさ見みさんは、お友達には……」

「あぅ……」

　二人の仲が、それ以上発展することはない。

　理由は簡単だ。ホースには、『パンジーとパンジーの友達に近づかず、話しかけない』という約束がある。だから、パンジーとつきみが『友達』になっちまうと、ホースはつきみに近づけず、話しかけられなくなってしまうんだ。

　それは、ホースはもちろんだが、つきみにとっても辛つらいことになってしまうだろう。

　だから、パンジーはつきみと友達にならない。

　……いや、つきみだけじゃなくて、唐とう菖しよう蒲ぶメンバー全員とだ。

　自じ分ぶん達たちは友達ではなく、あくまでも知り合い。

　その意志を証明するために、パンジーは唐とう菖しよう蒲ぶの連中を全員苗みよう字じで呼んでいるんだ。

「ごめんなさい、……草くさ見みさん」

「菫すみれ子こ、悪くない。ちゃんとお話できた。それだけで嬉うれしい」

　はぁ……、中々うまくいかねぇな……。

「これも全部、ジョーロのおかげ。やはり、神」

　ほんと、色々うまくいかねぇなぁぁぁぁ！





※






　次に俺おれ達たちが向かったのは、コスモス達たちがやっている生徒会の喫茶店。

　ちなみに、この喫茶店のすごいところは、予算が一切かかっていないことだ。

　機材や材料を、コスモスを筆頭とした有志の生徒達たちで全て揃そろえて、運営している。

　折角、つきみが来てくれたんだしな。コスモス達たちにもちゃんと挨拶をしておこうと思って来たわけなんだが、……かなり混んでるな。

「あー、わりぃ、つきみ。いったん別の場所に行くか？」

「全ては、ジョーロ神の御心のままに」

　なぜ、稼ぎたくもない好感度が、何もしてないのにこの短時間でバリバリ稼げてしまうのか。

　ん？　あれは……

「すみませーん！　出過ぎると、歩行者の迷惑になってしまうので、もう少し壁寄りにお願いします！　準備が出来次第、案内しますから！　もう少し待ってて下さいね！」

　そういや、サザンカも生徒会の手伝いをしてるんだったな。

　エプロン姿がよく似合っている。

　ほんと、純粋な笑顔の時のサザンカは、俺の好みドストライクなんだけど……

「なっ！　あ、あんた！　なんで、こんな所にいるのよ！　ま、まさか、今の見た!?　わ、忘れなさい！　忘れないなら、その記憶を木こっ端ぱ微み塵じんに弾はじけ飛とばすわよ！」

　油断すると、すぐに野獣になっちゃうんだよね……。

「えっと、サザンカ。今って、待ち時間どのくらいだ？」

「え？　ま、待ち時間!?　えっと、あと二十分くらいかな……。あたしの休憩時間まで……」

　そっちじゃない。顔を赤らめてモジモジする姿は、可愛かわいいんだけどね。

「な、何？　もしかしてあんた、あたしと繚りよう乱らん祭さいを回りたいの？　だったら特別に、超特別に付き合ってあげてもいいわよ！　あ、あたしも、あんたと……はっ！　何言わせてんのよ！」

　相変わらず、一人で『はっ！』しちゃうサザンカさんであった。

「いや、喫茶店に入るまでの待ち時間を教えてほしいんだが……」

「そっち!?　ややこしい聞き方しないでよね！」

　ややこしくしてるのは、君じゃない？

「そうね、中の状況と列の長さからして……あと十五分くらいじゃない？　だ、だから……、ちょうどあたしの休憩時間とも……って、あれ？　つきみ！　それに、パンジーもいたの!?」

「いた」

「いたわ」

　さすが無感情コンビ。慌てふためくサザンカを見ても、至って冷静沈着である。

「わぁ～！　つきみ、よく来てくれたわね！　えっと……、少し混んでるけど、よかったら待っててよ！　パンジーの作ったお菓子もすごく評判なんだから」

「草くさ見みさん、サザンカのだし巻き玉子もとても美味おいしいから、是非食べてほしいわ」

「お菓子、だし巻き玉子、どっちも美味おいしそう。……神よ、ワタシの我わが侭ままを聞いてくれますか？」

　その許可の取り方はやめてという、俺の我わが侭ままを聞いてほしい。

「……あんた、つきみに何をしたのよ？」

　ほらぁ！　ツバキに続いて、今度はサザンカにドン引きした視線で見られたじゃねぇか！

「何もしてないのに、こうなった。……とりあえず、待たせてもらうよ」

「ふーん……。ま、いいわ！　じゃ、休憩時間になったらあたしも合流するから、その時、詳しく教えなさいよ！」

「ああ。分かったよ」




　というわけで、中々に混雑している列に並んで、ようやく順番が回ってきたのだが、

「カパー！　よく来てくれたカパ！　歓迎するカパ！」

　目の前に、何とも言えない生命体が現れたことに、戸惑いを隠せない俺だ。

　喫茶店で俺おれ達たちを歓迎するのは、可愛かわいらしいフリルのエプロンをつけた……死んだ目で舌を垂らしているネズミ──ゲコリーナちゃんのきぐるみに身を包んだ……多分、生徒会長のコスモスだ。顔が見えねぇから、多分な。

　どうでもいいけど、ゲコリーナちゃんって、語尾に『カパ』がつくんだね。

「カパパ！　つきみさんカパ！　久しぶりカパ！」

「誰？」

「多分、コスモス会長だ」

「さすがジョーロ。姿を見ずとも、誰か分かるなんて……。これぞ心眼……ううん。神しん眼がん」

　そんな都合のいい眼球は持ってません。

「パンジー、コスモス会長のこの格好は……」

「私とサザンカで必死に止めたのだけど、ダメだったわ」

　あ、そうですか。一応、挑戦はしたんだね……。

「ジョ、ジョーロ君！　そ、その……」

「はい……、どうしましたか？」

「ご飯にする？　お風ふ呂ろにする？　そ、それとも……、あの、その……カ、カパ？」

　カパで自分を示さないでもらえますかね？　そもそも、ここ風ふ呂ろねぇし。

「ご飯にします。あと、そのエプロンは、いつもの制服のほうがよく似合うと思いますよ」

「カ、カパパ!?　そ、そうなのカパ!?」

　そうなのカパ。

「うぅ……。分かったカパ。なら、普通の制服に戻るカパ……。ごめんよ、ゲコリーナちゃん」

　できる限り、ゲコリーナちゃんのきぐるみは否定せずに言ってみたが、ダメだったか。

　いったい、コスモスのゲコリーナちゃんへの愛は、どれだけ深いというのか……。

「さすが、ジョーロ。あの菫すみれ子ことサザンカの言うことを聞かないコスモスさんを従わせるなんて……。これぞ調教師……ううん、超ちよう強きよう師し」

　神しん眼がん持ちの超ちよう強きよう師しか。何もしてないのに、俺も成長したものだ……。
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「お待たせ！　こっちがパンジーの作ったクッキーで、こっちがだし巻き玉子よ！」

　それから四人席に案内されると、俺の隣にはパンジー、正面にはつきみ。そして、最後の空いた一席には、休憩時間になったサザンカが料理を運びつつ着席したのだが、

「サザンカ、これは何だ？」

　俺の目の前に、緑色のとある物がよく混ざった、変な料理が置かれている。

「コ、コスモスさんが、是非あんたに食べてほしいって。……ブロッコリーご飯を……」

　そんなこったろうと思ったよ！

　なにちゃっかり、随分と前の負の遺産を、生徒会で商品化してるんだ！

　まぁ、どこぞのアホが作ってる『トロピカァ～ルアホアホドリンク』と違って、美味うまいからいいんだけどよ。ビジュアルが、マジで森なのがな……。

「クッキー、だし巻き玉子、どっちもとても美味おいしい」

「ふふっ。ありがとう」

「ありがとっ！　喜んでくれて良かったわ！」

　俺が黙々と森林開拓に勤いそしむ中、仲なか睦むつまじく話す三人の少女。

　普段から無表情なことが多いからか、つきみの笑顔はやけに可愛かわいく見える。

　これで、ただ純粋にみんなで繚りよう乱らん祭さいを楽しもうってんなら、大歓迎なんだが……

「んじゃ、つきみ。そろそろ本題に入るとするか」

　そうは問屋が卸してくれねぇのが、悲しいところだよな。

「え？」

　俺に言われたことの意味が分からないのか、つきみは少し首を傾かしげている。

　このままノータッチで終わらせるって手もあったんだが、それで変に尾を引いても厄介だからな。変にトラブルが悪化する前に、未然に片付けられるならそうする。

　ちょうどこの前の、イルミネーション事件から学んだ教訓だ。

　ブロッコリーご飯も食べ終わったし、タイミング的にもそろそろだろう。

　ここなら、つきみも話しやすいだろうしな。

「何か頼みたいことがあるんだろ？」

「……っ！　まさか、それを見抜かれてるなんて……。これが、神しん眼がんの力……」

　違うね。君が突然現れて、俺と仲良くなりたい理由なんて他にないからだね。

「話して、いいの？」

　どこか弱気な視線で、俺をジッと見つめるつきみ。

　今日一日ずっとそうだが、やけに遠慮がちなんだよな、こいつ。

「話は聞くつもりだよ」

「ありがと。ジョーロ、優しい」

　一見すると無感情なように見えて、少しだけ口角を上げて微笑ほほえむつきみの仕草は、まるで小動物のようで可愛かわいらしい。

　ちなみに、なぜ俺がここでつきみに話を切り出したかというと、理由はいたって簡単。

　だって、ここなら、…………ヤツが絶対にないからだよぉ～ん！

　俺だってバカじゃない！　つきみが現れた、俺に何か話がある。

　この時点でいつもの流れなら、ヤツに座らされるのは自明の理！　だからこそ、その理から外れるためには、絶対にヤツがない環境下で話を切り出す以外ないってわけよ！

　そして、如月きさらぎの法則上、仮につきみの話が厄介な内容だったとしても、ヤツさえ絡からまなければ、そこまでやばい相談事にはならない！　これは、絶対である！

　ささ、というわけでつきみちゃんよ、早く相談とやらをしなさい。

　ちゃんと言ったからな？　『話は聞くつもり』って！

　俺の手に負えない事態だったら、あとは勝手に自分で──

「いんやぁ～、助かったよん生徒会長！　演劇部の子から、置き場所に困ってるって相談されたけど、わたしゃどうすればいいかサッパリだったからねぇ～！」

「このぐらい、構わないよプリムラさん。これを空いているスペースに置けば、座席の確保にも繫つながるしね。ただ、その代わりと言ってはなんだけど……」

「分かってる分かってる！　生徒会長に提供してもらったきぐるみは、うちらのコスプレお化ばけ屋や敷しきで、バッチリ活躍してもらっちゃうよぉ～ん！」

　……はて？　なぜか唐突に現れたプリムラと、制服に着替えたコスモスの会話。

　置き場所に困るほどのサイズで、生徒会の空いているスペースに置けば、座席の確保に繫つながるもの……とな？　それって、まさか……いや、まさかねぇ～！

　おや？　カリスマ群の皆様が、何かを担かついで現れたのだが、

「ん～！　重いけど、あとちょっとぉ～！」

「あ！　気をつけてよ！　まだちゃんと置けてないんだから！　……よいしょっと！」

「こんな重いものを運ぶなんて……、自分で自分をほめたい！」

「コスモスさーん、この辺で大丈夫ぅ～？」

「うん！　バッチリだよ！　こんな偶然あるものなんだね！　まさか、演劇部のミュージカル劇で使ったベンチが置き場所に困ってるなんて！」

　ぎぃやぁぁぁぁぁぁぁぁ!!　俺おれ達たちの席の真横に設置されたぁぁぁぁぁ!!

　いや、あ、慌てるな！　俺とつきみは、すでに着席している！

　パンジーとサザンカもそばにいる！

　つまり、移動する理由なんて、これっぽっちも──

「あ、えっと……。まずは、隣に座ってもらっていい？」

　ねぇ、どうして移動しちゃったの？　なんなの、この輪りん廻ね？

「…………はい」

　俺は全てを諦め、つきみの指示に従い、ベンチに腰を下ろす彼女の左側に座った。

　だが、指示に従ってもつきみの言葉が続くことはない。かなり緊張しているのか、視線を下に向けて手をモジモジとこねている。

　こっちのパターンということは……、去年じゃねぇやつだな……。

「なんだか緊張する。ふふふ」

　ごまかすように、笑うつきみ。

　言っとくけど、俺の緊張は君の比じゃないよ？

　肛こう門もんから心臓がはみ出しそうなくらい、緊張してるから。

「今からする話、ジョーロにだけ、聞いてほしい話」

　だったら、場所を考えてくれません？

　こんな不特定多数の人がいる場所で、ベンチに座って語り出すとか、君、頭大丈夫？

「そうか……」

「ずっと悩んでた。こんなこと言うべきじゃないって、頭では分かってる。でも、やっぱり心には逆らえなくて。だから、ワタシの心からの言葉を聞いて！」

　もう、これ、絶対やばいお願いされるやつじゃーん！

　とんでもないやつが来るパターンじゃーん！

「ジョーロ……」

　覚悟を決めたつきみの力強い眼光が、俺をとらえる。

　心まで鷲わしづかみにする魅力的で不可思議な力をもった瞳に、俺は釘くぎ付づけになった。

　徐々に近づくつきみの瞳。トンと俺の鼻先に、つきみの鼻先が当たる感触が走った。

　それでは絶望の未来に向けて……アクセス・フラーッシュ！




「ワタシ達たちで、ホースに素敵な思い出を作りたいの。……最後に」




　あれぇ!?　なんか予想外に、しんみりと普通のお願いがきたよぉ！

　ホースに思い出が作りたいってどゆこと？　しかも……

「さ、最後に？　なんだ、最後って……」

「きっかけは今年、野球部のみんなが挑んだ地区大会の決勝戦」

　オッケー！　説明パートだな！　耳の穴をかっぽじって聞いてやろうじゃねぇか！

「あの時、試合と勝負が終わった後、ホース、すごく落ち込んでた。励まそうと思ったけど、ワタシ、言葉が思い浮かばなくてできなかった。ホースにお願いされたのに、菫すみれ子この説得断っちゃったし……。もしやってれば、引き分けだったかもしれないのに」

　あ、この辺のくだり、ちょっと前のチェリーと似てるね。

　君きみ達たち、ほんと、どこで打ち合わせしてるの？　飯いい田だ橋ばしか市いちケが谷やかな？

「だからホースの決意、止められなかった。ほんとは、止めたかったのに……」

　俺の知らない間に、彼はいったい何を決意したのかな？

　大型トラックにでも轢ひかれて、異世界で都合よくレッツパーリィーでもする決意？

「ホース、海外に行っちゃうの……」

　グローバルなレッツパーリィーでしたぁ！

　あいつ、ついに日本だけじゃ飽き足らなくなったのか!?

「ホース、ずっと悩んでた。学校から『どうする？』って聞かれても、中々決められなくて。だけどあの日、ジョーロに負けた後、どこかボンヤリしながらホース、言った。『僕は、海外に行く』って。それで、そのまま学校にも伝えちゃって。もうすぐ、ホースは……」

「ホ、ホースが、海外に行っちまうのか……？　それは本当か!?」

「うん。本当……。オーストラリアに留学。……ぐす……」

　おいおい、マジかよ……。

　ホースが、ホースがいなくなっちまうなんて、そんなの…………やったぁぁぁぁぁぁ!!

　バンザーイ！　バンザーイ！

　何と素晴らしいことでしょうか！　まさか、こんな素敵なベンチが俺に訪れるなんて！

　ホースが海外！　最高です！　あんな俺に不都合な男、日本にはいらねぇぜ！

　よかったな、ホース！　日本はこれから冬が来るけど、オーストラリアは常とこ夏なつだぜ！

　シドニーのビーチで、パツキンチャンネーとラブコメを堪たん能のうしてこいよ！

　……っと、いかんいかん。つい、テンションが上がって、調子に乗ってしまった。

　俺に素敵な情報を届けてくれた、巨乳天使さんの話を最後まで聞かないとね。

「だから、お願い。ホースが日本にいる間に、最後に素敵な思い出を作りたいの。ジョーロにしかできない。ワタシにできること、なんでもするから……」

　自分の力が足りないから、誰かの力を頼る。それも、自分を犠牲にして！

　なんでもするとか……ん～！　超健けな気げぇ～！

「つきみは、ホースにどんな思い出を作らせてやりたいんだ？」

　っていうか、そもそもつきみ達たち唐とう菖しよう蒲ぶメンバーでホースに最後の思い出を作りたいなら、そっちで勝手にやればいいと思うんだが、なぜいちいち俺を頼る？

　ぶっちゃけ、役立たず極まりねぇだろ。

「今日の繚りよう乱らん祭さい、とっても楽しい。ホースにも、楽しんでもらいたい」

　ほうほう。要するに、ホースを繚りよう乱らん祭さいに招待したいってことね。

　……ん？　あのさ、それってもしかして……

「そしたら、ワタシ達たちで作れる。最後に素敵な……ホースと菫すみれ子ことの思い出を」

「やっぱり、それかぁぁぁぁぁ!!」

　この巨乳悪魔が!!　なんっつーことを言い出しやがる！

　ホースとパンジーに、最後の思い出を作らせるだぁ!?　んなもん、ぜってぇダメに決まってんだろが！　いったいどれだけ苦労して、俺があいつをパンジーと引き離したと思ってる!?

『ワタシ達たち』って、『つきみ達たち唐とう菖しよう蒲ぶメンバー』って意味じゃなくて、『俺とパンジーとつきみ』って意味かよ！　紛らわしい言い方しやがって！

「びっくり。突然、怒鳴られた」

「怒鳴りもするわ！　てめぇは、なんっつー話を持って来てんだよ！　絶対に断る！」

　こいつの頼みを聞いて、ホースとパンジーに素敵な思い出なんて作ってみろ！

　もしかしたら……、その、万が一、億が一、兆が一だが！

　あのラブコメ主人公のラブコメパワーで、そのまま恋人同士になるってことも……っ！

　あぁぁぁあ!!　想像しただけで吐き気がする！　はい！　断るの決定！

「ジョーロ神、お戯たわむれは程々に。ふふっ」

「戯たわむれてるのは、てめぇの頭だよ！　今すぐ俺の前から──」

「体育祭」

「はい？」

「体育祭で勝ったチーム。負けたチームの人に、どんな命令でもできる」

　はて？　体育祭？　体育祭とな？

　それはあの、勝ったほうが負けたほうに好きな命令ができる特権が手に入る、ツバキとヒイラギの聖戦のお話のことかい？　あの時、俺はパンジーの罠わなによってツバキチーム、つきみはヒイラギチームだった。……んで、ツバキチームが負けたね。

　で、なんで今更そんな話を……いや、待てよ……。

　聖戦が終わった後に、サンちゃんと話してた時の俺の台詞せりふだけどさ……

『ああ。フーちゃんとチェリーとリリス、それにサザンカは「今回はあくまでも手伝いだから、そんな特権はいらない」って断ってくれたんだけどよ、パンジーからは何かあるみてぇだ……』

　つきみが、入ってないよぉぉぉぉ!!

　そういえば、体育祭の後にヒイラギの店でやった打ち上げでも言ってたね！　『いいこと、あった』って！　あれは、こういうことかい！

「ワタシのお願いを見抜いてたジョーロ、最初からワタシのお願い聞いてくれるつもりだった。体育祭で負けたのも、もちろんわざと。中々素直になれないワタシにきっかけを作ってくれた慈愛の神。それでもここまで渋るのは、私の決意を試すため」

　ぜんぜん、違うんですけどぉ!!　なんだ、この超ちよう絶ぜつ怒ど濤とうの勘違い好解釈女は!?

　脅してるくせに、脅してる自覚が全然ねぇでやんの！

「ワタシじゃ、力不足だから……。ワタシじゃ、ホースに思い出が作れないから……。だから、お願い。……ジョーロ、助けて。……ぐす……」

　なに、ちょっと瞳を潤ませて、涙ながらに語ってんだよ！　全然、可愛かわいくねぇから！

　もーう、我慢の限界だね！　たとえ聖戦の特権を出されようが、知ったことか！

　ここはズバッと、このぶっとび女に真実を突きつけて、追い返してくれるわ！

「あのな、つきみ。てめぇがどう思ってるが知らねぇが、俺は……ん？」

　えーっと……、そういえば、ここってアレだね。

　すごく混雑している、生徒会が運営してる喫茶店だよね。

　そしてやけに神妙で、悲しげにお願いしてる女の子が目立たないなんてことはなくて……

「あの子、どうしたんだろう？　なんだか、すごく真剣にお願いしてるみたいだけど……」

「何の話をしてるか分からないけど、女の子を泣かすなんて最低っ！」

　痛い！　痛い痛い！　周りの視線がすっげぇ、刺さってる！

「……なんでもする。なんでもするから……お願い」

　お願い！　なんでもするなら、何にもしないで！

　俺の胸にコツンと頭を当てて懇願とか、ほんっとやめて！

「あんな健けな気げにお願いをして……うぅっ！　アレを断るような奴やつがいたら、そいつは人間じゃない！　人間の皮をかぶったゴミだ！　断った瞬間、全身を分別して捨ててやる！」

　全身を分別して捨てる人のほうが、人間の皮をかぶったゴミじゃないかな？

　どうする!?　このままじゃ、とんでもなく厄介なことに……そ、そうだ！

「いや、その、つきみ。俺はその頼みを引き受けたい気持ちでいっぱいではあるんだ！」
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　俺は、この状況でつきみの頼みを断ることはできない。

　だが、しかしだ！

「けどよ、その頼みを聞くのはもう一人、許可がいるだろ？」

「もう一人？」

「ああ。……どうする、パンジー？」

　それならば、この超唯我独尊女のパンジーが、断ればいい！

　なんせ、ホースが無自覚に作り出すラブコメワールドを最も嫌っているのは、パンジーに他ならないのだからな！

　さぁ、パンジーよ！　いつもの我わが侭ままを余すことなく発揮して、つきみの頼みを──




「引き受けたわ、草くさ見みさん」




　三さん色しよく院いんさん。貴女あなた、脳のネジが遥はるか彼方かなたに吹き飛んでしまったの？

「ジョーロ君、私は過去に葉は月づき君達たちにお世話になった分の恩返しをできないか、常日頃頭を悩ませていたの。だから、草くさ見みさんのお願い……喜んで引き受けさせてもらうわ」

　喜んで引き受けてんじゃねぇよ！　恩返しとかそういうの大丈夫だから！

　だってあいつ、ラブコメ主人公だもん！　基本、無償でいいんだって！

　大体、俺が嫌なの！　俺がパンジーとホースを関わらせたくないの！

「あの菫すみれ子こが、お願いを聞いてくれた。すごすぎる。これぞ、神眼の超強師の命令ゴツドボイス」

　そんなボイス持っとらんわ！　くそっ！　こうなったら！

「でもよ、ホースには俺との勝負で決められた約束があるだろ？」

　ホースは、以前に俺との勝負に負けて、『パンジーとパンジーの友達に近づけず、話しかけられない』という罰ゲームを執行されている。

　こいつの存在を思いっきりアピールして、パンジーを従わせてやる！

　これぞ、如月きさらぎ雨あま露つゆの神眼の超強師の命令ゴツドボイス！　つい、今しがた覚醒した能力だ。

「その問題なら、大丈夫よ」

「は？　パンジー、いや、てめぇは何を──」

「違うわ」

　俺の言葉を遮り、静かに立ち上がるパンジー。

　そして、なぜか芥あくた川がわ龍りゆう之の介すけのような決め顔＆ポーズをとると、

「今の私は、三さん色しよく院いん菫すみれ子こではないわ。私の名前は……」

「君の名は？」

「ミセスＰよ」

　とりあえず、なんでミセスかは追及しなくていいよね？
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　繚りよう乱らん祭さい一日目……唐突に巻き起こった、つきみからの『ホースに最後の素敵な思い出を作ってほしい』という俺にとって最悪な相談。

　本来であれば、どんな事情があろうが問答無用でお断りしたかったが、まさかまさかのパンジーが了承するという珍事態によって、断ることは不可能に。

　これでもし、パンジーとホースの仲が改善され、以前より圧倒的に素晴らしいものになったと想像してみよう。

　……ふむふむ。あれ？　これ、思ったよりも平気……じゃねぇぇぇぇぇ!!

　あぁぁぁぁ!!　もう！　めっちゃムカつく！　あいつ、なに俺に無断でパンジーと仲良くなってんの!?　大人しくそっちでラブコメを満喫してろよな！

　──とまぁこのように、俺が醜く自分勝手な欲望の炎を噴出すること間違い無しなので、考えなくてはならない。

　いったいどうやって、今回の危険すぎる相談事を乗り切るかを……。

　久方ぶりのミッション・シンキングってやつだ。

　その一：俺がサポートして、ホースにパンジーとの素敵な思い出を作る。

　ぜってぇ、ありえねぇ……。ただでさえ、俺の胃にダメージがでかすぎる案件だというのに、俺自身がホースとパンジーの恋仲を取り持つキューピッド役とか、毛根までも死滅する。

　よって、却下。

　その二：パンジーとサザンカに今回の案件を丸投げする。

　……ダメだ。俺が最も恐れている事態は、ホースのラブコメ力によってパンジー達たちがホースと限界値を越えて仲良くなること。ここで俺が、一切合財かかわるのをやめて、明日まるで姿を見せなかったとしたら、俺にとってよからぬ事態が発生する可能性が非常に高い。

　よって、却下。

　その三：ホースが明日の繚りよう乱らん祭さいに来られないように仕向ける。

　ぶっちゃけ、これがいい。今回の相談事を聞くためには、明日ホースが繚りよう乱らん祭さいに来るのが絶対条件。だからこそ、それを阻止するように行動する。……が、恐らく実現不可能だ。

　なんせ、今回の件にパンジーはやけに乗り気なのだ。あいつが、やると決めたことを俺が阻止するなんて、正直できる気がしない。加えて、失敗した時のデメリットがでかすぎる。

　それに一応……、一応ではあるが！　俺も、以前ホースに助けてもらった借りが大いにある。

　だから、海外に行っちまうってんなら……、最後に楽しい思い出くらい作ってやりたい。

　よって、却下。

　その四：ホースとつきみに、素敵で楽しい思い出を作る。

　明日、ホースが来るところまでは、もう仕方がないから認める。

　……が、既に十分分かっていることだが、ホースはラブコメの神様に愛されすぎているので、何もしなかったら、間違いなくパンジーとのラブコメイベントを発生させるだろう。

　そこで！　そのラブコメイベントの相手を、つきみに差し替えるという作戦だ！

　つきみにとって一番重要なのは、『ホースに素敵な思い出』を作ることであって、相手は何もパンジーである必要はない！　ホースを全力でサポートしつつも、パンジー……それに、他の西にし木き蔦づた図書室メンバーとの余計なラブコメイベントだけは、徹底的に阻止する！

　正直に言えば、死ぬほどやりたくないし、嫌で嫌で仕方がないが……、

　…………よって、採用。

　はぁ……。なんで俺、こんなことやってんだろ？

　しかも、こんだけ俺がアレコレと悩んでいるというのに……

「もう、安心。これで何もかもうまくいく。ジョーロ神の輝きは、未み来らい永えい劫ごう」

　諸悪の根源が、何も分かってない無む垢くな笑顔で俺を崇拝してるのが、腹が立ってしゃあない。

　ちなみに俺おれ達たちの現在位置は、先程までいた生徒会の喫茶店ではなく、図書室だ。

　コスモスやサザンカの料理、パンジーのお菓子が好評で、生徒会は今も大だい繁はん盛じよう。

　長居するのは迷惑だと判断して、繚りよう乱らん祭さい中は利用者が全くいない図書室へと移動した。

　メンバーは、俺、つきみ、パンジー、サザンカの四人だ。

「それで草くさ見みさん、私は何をすればいいのかしら？」

「ホース、喜ばしてほしい。いっぱい素敵な思い出」

「分かったわ。私なりに精一杯、頑張ってみるわね」

　精一杯、頑張らないのを頑張ってほしくてしゃあない。

　なぜ、この女はこんなにもやる気満々なのだ？　意味が分からん。

「はぁ……。んじゃ、どうするかを決めるとするか。まず、つきみに確認なんだが、明日繚りよう乱らん祭さいに来るのは、てめぇとホースだけか」

「違う。ホース、ワタシ、フーちゃん、チェリーさんの四人の予定」

　なら、作戦を立てた後に、つきみがホースとチェリーを誘いに行くってことか。

　スマホを使って、電話かメッセージで誘うって可能性もあるが、つきみの性格からして直接会いに行って誘いそうだし、あんまり遅くならないうちに西にし木き蔦づたから出発させたほうが──

「ジョーロ、ワタシ、閃ひらめいた」

「お、どうした、つきみ？」

「繚りよう乱らん祭さい。菫すみれ子こ、ホース誘う。ホース、喜ぶ。とても素敵な思い出」

　もはや、今すぐ西にし木き蔦づたから追い出してやりたい気持ちでいっぱいになった。

「なら、作戦が決まったら、葉は月づき君に声をかけにいかないといけないわね。……となると、あまり遅くならないほうがいいでしょうし、急いで思い出作りのプランを練らないと」

　だーかーらー！　なんでてめぇは、そんなにノリノリなんだよ！

　パンジーがホースを誘うとか、アホか！　アホだ！　断固として阻止してくれるわ！

「つ、つきみが誘おうぜ！　ほら、幼おさな馴な染じみなんだしよ！　そっちのほうがいいって！」

「でも、ワタシじゃ、来てくれないかもしれない。……ぐす……」

　しょんぼり涙ぐんでも、やってることは極悪だからな！

「大丈夫よ、つきみ！　心配なら、あたしが一緒についていって──」

「フーちゃんを付き添いにおけぇぇぇぇぇ!!」

「きゃっ！　なんでいきなり怒鳴るのよ……」

　サザンカもダメ！　あのラブコメ主人公に、こんな清純な女の子は相応ふさわしくありません！

「とにかく！　ホースを誘うのは、つきみとフーちゃん！　俺おれ達たちが動くのは、ホース達たちが繚りよう乱らん祭さいに来てから！　大丈夫だ、つきみ！　てめぇの誘いをホースは断らねぇよ」

「ワタシを信じて、ワタシにもちゃんと役割を……っ！　ありがたき幸せ」

　この信者、どうやったらホース教に改宗してくれるのかな？

「もう、ジョーロ君ったら……。そんなに一生懸命になっちゃって。これはいよいよ、結ゆい納のうの日取りを決めたほうが良さそうね……」

「決めんでいいわ！　それより、明日の繚りよう乱らん祭さいのルートを考えるぞ！　つきみは、どこか行きたいところとかあるか？」

「どこでもいい。みんな一緒なら、どこでも楽しい」

　欲が少ないことでして。つまり、繚りよう乱らん祭さいでのナビゲートは完全にこっち任せってことか。

　だったら……、

「そっか。んじゃ、俺おれ達たちに付き合ってくれよ。まだ他にも紹介してねぇ繚りよう乱らん祭さいの面白い場所をこのまま案内するから、つきみが気に入った場所があったら教えてくれ」

「ワタシの力なんて、ほとんど役に立たないのに……慈悲深し」

　これ、ほんとしんどいわ……。





※






　図書室を出発した俺おれ達たちが、最初に向かったのは自分のクラス。

　俺とパンジー達たちのクラスは、合同でコスプレお化ばけ屋や敷しきという出し物をやっている。

　内容は、まぁシンプルだ。パッと見はただのお化ばけ屋や敷しきなのだが、少しばかし中を進むと、途中で立て看板が現れて、左は『地獄の道』、右は『天国の道』と分かれている。

　左に進むと、本格的なお化ばけ屋や敷しきになり、右に進むと、コスプレをした女子や男子が、笑顔で歓迎してくれるって仕組み。だから、コスプレお化ばけ屋や敷しきってわけだな。

　ただし、一点だけ注意点があって……

「おりょりょ？　ジョーロじゃぁ～ん！　それに、サザンカと三さん色しよく院いんも！　えーっと、そっちのちっこいナイスバディの子は誰か知らないから、初めましてということでぇ～！」

　到着と同時に、いつもの軽いノリで俺おれ達たちを歓迎してくれたのは、受付に座るパンジーと同じクラスのプリムラ。隣には、ショートカットで鼻に絆ばん創そう膏こうをつけた眼鏡の少女が座っている。

「よう、プリムラ。今は、てめぇの担当か？」

「まねぇ～！　ほら、わたしゃ繚りよう乱らん祭さい開催で色々と迷惑をかけただろい？　だから、その分こうして今日の午後と明日の午前は、受付を担当してみんなの負担を減らそうって寸法でい！」

　相変わらず、口調が自由奔放な奴やつだ。

「プリムラ、教えてほしいんだが、明日の午前のスペシャルタイムって、どうなってる？」

「ほいさっさ！　ちと、調べっから待ってちょうだいなぁ～！」

　パラパラとＡ４用紙をめくって、詳細を確認するプリムラ。

　そう、俺が警戒しているのはここだ。

　うちのコスプレお化ばけ屋や敷しきには、スペシャルタイムなるものが設定されていて、その時間帯だけは、地獄の道に可愛かわいらしいコスプレが現れ、天国の道に恐ろしいお化けが現れる。

　明日、ホース達たちをこのお化ばけ屋や敷しきに連れてくるつもりだが、どうせなら本格的なお化けを味あわせたほうがホースは楽しめるだろう。可愛かわいいコスプレとか、あいつ慣れてそうだし……。

「明日の午前だとぉ～……おっ！　十一時から十二時が、超・スペシャルタイムだぜぃ！」

「へ？　超・スペシャルタイム？」

　なんだそれ？　俺も聞いたことがねぇ内容なんだが……。

「そっ！　実は今日思いついたやつでね！　地獄の道には、生徒会長ご自慢の一品が！　天国の道には、うちらご自慢の一品をパインちゃんにコスプレしてもらう、スペシャルタイムを越えたスペシャルタイムさね！」

「パイン？　誰だそれ？」

「おりょ？　ジョーロは知らないんか！　ほれ、うちのクラスの鳳おおとり梨り々りさぁ！　略して『鳳梨パイナツプル』だからパイン！　あの子が、露出多めのすんごい格好をしてくれるってわけよん！」

　なんだ、その素敵極まりない時間帯は！

　パインちゃん……、どんな子だったかはまるで覚えていないが、ぱいんぱいんな予感を漂わせるあだ名であることに、間違いなし！　そんな子が露出多めのすんごい格好……だと？

　つまり、見れてしまうということなのか？

　奇数巻であるにもかかわらず、我らが世界の支配者イラストレーターの本気が！

「プ、プリムラ……、あのパインが本気を出すの？　しかも露出多めって……」

「んだよぉ、サザンカ！　ちなみに、コスプレのテーマはチョコレート！　やばいっしょ？」

「そ、そうね……。確かに、やばそうね……」

　なにそのコスプレェ～！　え？　もしかして、大事なところだけチョコレートで隠しちゃったりしてる……えー！　そんな破廉恥なの、ジョーロ許せなぁ～い！　大好き！

　しかも地獄の道には、コスモス自慢の一品が用意されているということは、相当やばいお化けがスタンバイしているってことだよな！

　だったら、その時間帯にここを訪れて、つきみとホースに『地獄の道』へ行ってもらえば、そこでイチャイチャできること間違いなし！

　これぞ、コスプレお化ばけ屋や敷しきでの『ホースつきみお化けこわぁ～い作戦』だ！

「ジョーロ、ワタシ、閃ひらめいた」

「お、どうした、つきみ？」

　もしかして、つきみも同じ発想に至ったか？　まぁ、ありがちっちゃありがちな──

「明日、ここ来る。菫すみれ子ことホース、地獄の道進む。菫すみれ子こ、ホース守るガーデイアン。とても素敵な思い出」

　ラブコメ主人公ってのは、やれやれ言いながらヒロインをガディる成分で、できてるの！

　なんで、ホースがガディられる側になってんだよ！

「果たして、私がガディれるかしら。……でも、やってみる価値はあるわね」

　そんな価値、微み塵じんもねぇよ！

　いつもいつも、俺には厳しいくせに、ホースには優しくしないでもらえますぅ!?

「いや、つきみがホースと一緒に行こうぜ！　そっちのほうが、ホースも安心するって！」

「でも、ワタシじゃホース、ガディれない……ぐす……」

　涙ながらにガディれないとか言われても、ぜんっぜんときめかねぇから！

　ホースが、つきみをガディればいいの！

「仕方ないわね、つきみ！　なら、あたしが一緒に──」

「フーちゃんを付き添いにおけぇぇぇぇぇ!!」

「だからさっきから、なんでいきなり怒鳴ってんのよ！」

　てめぇが、ホースに近寄ろうとするからだろうがぁぁぁぁ!!

　サザンカは可愛かわいいの！　もうめっちゃ俺好みの子なの！　少しは自覚しろやぁぁぁ!!

「俺、パンジー、サザンカ、チェリーさんが天国の道！　ホース、つきみ、フーちゃんが地獄の道！　んで、つきみはホースを守るために、常にホースの腕に抱きつく！　これで完璧だ！」

　チェリーは、ホースと一緒に地獄の道に行かせると何かやらかす予感しかしないし、俺おれ達たちと一緒に天国の道だ！　人数的に天国の道が多くなるが、元々七人で奇数なんだ。問題ない。

　これで余計なハプニングが起きて、フーちゃんが離脱する事態が起きなければいいってわけよ！　ま、んなもん起きるわけねぇけどな！

「……っ！　言われてみればっ。身を挺ていして、ホースの盾になる。それなら、ワタシでも……。さすが、ジョーロ。……まさに、極め終えたジ・エンド・オブ・守護神ガーデイアン」

　極める以前に、始まってもいません。

「ふふっ。ジョーロ君は私とサザンカをガディりたいのね。もう、仕方のない人なんだから」

「し、しんぱっ！　あ、あたしを！　……ま、まぁ、あんたがそう言うなら、いいけど！　特別にガディらせてあげるわよ！　～～～っ！　やったぁぁぁぁぁ……」

　君きみ達たちは楽しそうで羨ましいなぁ……。





※






　コスプレお化ばけ屋や敷しきをあとにした俺おれ達たちが、次に向かったのはツバキとヒイラギの店。

　今回の作戦を実行するにあたり、非常に重要な役割を担になう、フーちゃんと合流するためだ。

　多分、まだたんぽぽとヒイラギの怪しげな飲み物開発の毒味役をやってるよな？

「あ、ジョーロ。どうしたのかな？」

「ちと、フーちゃんに用があってな。そろそろ俺おれ達たちと合流して──」

「完成です！　今度こそ、今度こそ、間違いありません!!」

「やったのぉ～！　ちゃんと出来て、嬉うれしいのぉ～!!」

「本当に……、本当に大変でしたね、ヒイラギさん！　ですが、その苦労もついに報われましたよ！　はぁ～！　やっぱり天使の私の努力を、神様は見てくれているのですね！」

「アホの師匠はすごいのぉ～！　これなら、大だい繁はん盛じよう間違いなしなの！」

　何やら、たんぽぽとヒイラギが、やけに嬉うれしそうにお互いの手を握り締めている。

　そしてその横には、今までずっと苦労して作っていたであろう、怪しげな黄色い液体スム─ジ─と……、ビクンビクンと体を痙けい攣れんさせてぶっ倒れている、フーちゃんらしき存在。

　それに加えて……

「フーちゃん、立つんだな！　ここで諦めちゃダメなんだな！」

「特とく正しようさん、まだ諦める時間ではなくってよ！　スタンド・アップですわぁ～！」

　なぜか、綾あやの小路こうじ颯はや斗ととボンヤリ子先輩がいらっしゃる。

「……綾あやの小路こうじ颯はや斗ととボンヤリ子先輩はなぜここに？」

「フーちゃんが、『味を良くするアドバイスが自分にはできないから、誰か協力者を探してくる』って言って、色んな屋台を回って声をかけて来てもらったみたいかな」

「ツバキの言う通りなんだな！　大切な子のために、知らない人に一生懸命話しかけるフーちゃんの姿に綾あやの小路こうじ颯はや斗とは感動して、あっという間に仲良くなれたんだな！」

「おほほほほ！　応援するならば、私わたくし以外有り得なくってよ！」

　すげぇきっかけで、綾あやの小路こうじ颯はや斗ととボンヤリ子先輩と仲良くなってるな。

　フーちゃんって、自分を口下手だって言ってるけど、実は友達作るの上手うまいよな……。

「ツバキ様！　ついに！　ついに完成しましたよ！　『トロピカァ～ルむふむふドリンク』が！　是非、飲んでみて下さい！　あっ！　如月きさらぎ先輩達たちもいます！　なら、皆さんで是非！」

「みんな、私わたし達たちが作ったスムージーを飲んでほしいの！　とってもとっても美味おいしいのぉ～！」

　そんなフーちゃんの残骸を気にする様子もなく、たんぽぽとヒイラギは無む垢くな笑顔で、怪しげな黄色い液体を勧めてきている。しかも、俺だけじゃなくて全員に。

　……え？　これ、飲む流れなの？

　そこにあるフーちゃんの残骸を見る限り、不安しか募らないんだけど……。

「いや、ヒイラギ。ちょっとっていうか、かなり心配なのだが……」

「大丈夫なの！　私も飲んだけど、とってもとっても美味おいしかったの！」

「けどよ、そこでフーちゃんが……」

「フーちゃんが倒れた理由は、よく分からないの！　でも最後に、『間接キッハ！　リミテッド！』って叫んで、顔を真っ赤にしながら倒れていったの！」

　あ、そっちの理由なのね。恐らくだが、フーちゃんが飲んで感想を言うたびに、たんぽぽ自身もそれを飲んで、間接キッハが続いたことで脳と心臓に限界がきたのだろう。

　まぁ、それとこの液体を飲むかは、別の話なのだが……

「ん。すごく美味おいしいかな。これなら、商品としてバッチリ活躍しそうかな」

　って、ツバキ飲んでるし！　いや、よく躊ちゆう躇ちよなく飲めるな！

「わっ！　ほんとだ！　これ、すごく美味おいしいじゃない！」

「そうね。とても美味おいしいわ」

「甘くて後味すっきり。感動」

　え？　マジで？

　つか、なんでみんな、平然と飲めるわけ？　ビビッてた俺がバカみたいじゃねぇか……。

「むふふふ！　そうでしょう、そうでしょう！　……さ！　如月きさらぎ先輩も飲んでみて下さい！　私とヒイラギさんの渾こん身しんの一作ですから！」

「まぁ、そこまで言うなら……んぐっ！」

　なっ！　こ、これは……っ！

「美味うまいな！　いや、これはめちゃくちゃ美味うまい！」

「やったのぉ～！　ジョーロも喜んでくれたの、アホの師匠！」

「これも、野菜の提供と試飲に協力してくれた、撫なでし子こさんと特とく正しよう先輩……それに、応援をしてくれた綾あやの小路こうじ颯はや斗と先輩とボンヤリ子先輩のおかげですね！」

　誇らしげに話すたんぽぽとヒイラギ。普段なら調子に乗るなと思うところだが、これだけ美味うまいもんを作ったのなら、この自信も納得だ。今回ばかしは認めてやろう。

「むふふ！　この『トロピカァ～ルむふむふドリンク』があれば、明日のお店は大だい繁はん盛じよう間違いなし！　きっと午前中には全て完売して、すんばらすぃ利益を生み出すでしょう！」

　それは言い過ぎだね。確かにすげぇ美味うまかったけど、午前中で完売は無理があるね。

　……しかしだ、この飲み物の誕生は俺にとっても好都合ではないか？

　明日、ここにホース達たちをつれてきて、このスムージーを買ってもらう。

　その際につきみだけがあえて買わず、ホースから分けてもらえば……まさに間接キッハ！

　これぞ、ヨーキでゲンキな串屋での『ホースつきみ間接キッハ作戦』だ！

　クックック……。美味うまい飲み物と可愛かわいい女の子との間接キスとは、まさに一石二鳥の素敵極まりない作戦に──

「ジョーロ、ワタシ、閃ひらめいた」

「……どうした、つきみ？」

　もうさ、この発言にロクでもない予感しかしないよね。

「明日、ここ来る。菫すみれ子こ、ホースの口に串カツと焼鳥、ねじ込むスパイラル。とても素敵な思い出」

　それを素敵と思えるてめぇの脳が、俺は心配でならない。

「串カツ焼鳥の順か、焼鳥串カツの順か……。どちらでスパればいいかしら？」

　スパらんでいいんだよ！　悩みどころが、おかしいだろ！

　パンジーがホースに『あーん』をするとか有り得ねぇから！

　そんな光景を見た瞬間、俺が『あぁぁぁん！』するから！

「いや、それより、もっといい方法があるから、そっちにしようぜ！」

「もっと？　……まさかっ！　串カツと焼鳥に加えて、……焼きそばもねじ込むスパイラル」

　ホース、お互い幼おさな馴な染じみには色々と苦労させられるな……。

「唐とう菖しよう蒲ぶのみんなで、一緒に食うんだ。焼鳥と串カツ、それにこの飲み物も飲んでもらおうぜ。美味うまいものを食った後は、その感想を話すのが最高に楽しいだろ？」

「でも、ワタシ、上手にスパれない。……ぐす……」

　すぐに泣くなぁぁぁぁ！　前提条件から、『ねじ込むスパイラル』を削除しろや！

「大丈夫よ、つきみ！　もしもの時は、あたしも──」

「フーちゃんとチェリーさんがいるから大丈夫だ！　四人で一緒！　イエイ！　ハッピー！」

「理解。チェリーさん、よく喋しやべるから安心。みんなで会話、とても楽しい。イエイ、ハッピー」

　本当に分かってくれている気が、まるでしないのが困ったところである。

「それとよ、みんなで飲み物を買う時だが、……つきみはこの飲み物は買わないでくれ」

「どうして？　みんなも買うなら、ワタシも一緒に……」

「簡単だよ。てめぇは、自分で買うんじゃなくて、ホースに分けてもらうんだ。ホースが飲んでいた飲み物をな。すると……、どうなる？」

「……っ！　か、間接キッハ……」

　なぜ、それが定着しているかはさておき、正解だ。

　むしろ、ここでつきみにやってもらわないと、マジでパンジーとそうなりそうで恐ろしい。

　あの男のことだ。

　うっかり飲み物を間違えるなんて、呼吸をするかのごとくやりかねんからな……。

「ホースに美味おいしいご飯と飲み物。そこに加えて、ワタシの思い出まで……。さすが、ジョーロ。……まさに、愛のねじ込み師スパイラルハート」

　あと何個、俺には不名誉な二つ名が作られていくのだろう……。

「ちょ、ちょっと！　い、今の話を聞いてて思ったんだけど……」

「どうした、サザンカ？」

　何をそんなソワソワし始めているのだ？　何かいい案でも思いついたのか？

「ま、まぁ、その……あんたがどうしてもって言うならだけど、……あんたにはあたしが、串カツと焼鳥をスパってあげてもいいけど？　特別に！」

「サザンカ、私もそれを手伝わせてもらうわ。私が串カツ、貴女あなたが焼鳥をスパりましょ」

　黙れ、ねじ込みスパイラル姉妹シスターズ。





※






　ツバキの店で残骸と化していたフーちゃんが復活したところで合流して、次は野球部のグラウンドへ。サンちゃんから、よかったら遊びに来てくれって言われてたしな。

　ちなみにだが、

「むふふふ！　特とく正しよう先輩、ありがとうございました！　おかげで、すごく美味おいしい飲み物を生み出すことができて、私は大満足です！」

「ふん。あの程度のこと、造作もない」

　無事に、『トロピカァ～ルむふむふドリンク』を作り出したたんぽぽも、そろそろ野球部のほうの手伝いをしたいということで一緒についてきた。その片手には、よほど気に入っているのか、先程自分で作ったスムージーが握り締められている。

「あら？　如月きさらぎ先輩ではないですか。それに、たんぽぽさんも！　ふふっ。ご機嫌麗うるわしゅう」

「おっ。ジョーロ達たちじゃないか！　よく来たな！」

　到着した俺おれ達たちを歓迎してくれたのは、撫なでし子こと芝しば。そういや、撫なでし子こはソフトボール部だけど、たんぽぽが根回しをして、野球部を手伝うことになったんだったな。

　ただ、今は二人とも休憩中なようで、これといって作業をしている様子はない。

「たんぽぽさん、ありがとうございます！　貴女あなたのおかげで、芝しば先輩と素敵なひと時を過ごすことができていますわ！」

「むふふ！　それはよかったです！　撫なでし子こさんが喜んでくれたなら、私も嬉うれしいです！」

「まぁ！　本当に、……貴女あなたには感謝してもしきれませんわ！　たんぽぽさんは私にとって、とても素敵で大切なお友達です！　以前は、無礼な態度を取ってしまい、すみませんでした！」

「もちろん、私にとっても撫なでし子こさんは素敵で大切なお友達ですよ！　だから、昔のことなんて気にしないで下さい！　むふふふ！」

　以前までの関係が信じられない程に、仲なか睦むつまじく話すたんぽぽと撫なでし子こ。

　だが、なぜだろう？　この二人を見ているだけで、妙な悪お寒かんを覚えるのは……。

「あっ！　特とく正しようじゃないか！　体育祭以来だな！」

「うむ。最近はやけに縁があるな、芝しば」

「ははっ！　確かに俺おれ達たち、夏休みからちょいちょい会ってるよな！　……あ。よかったら特とく正しようも挑戦していくか？　ホームランチャレンジ」

「ホームランチャレンジ？　どのような内容になっているのだ？」

「簡単さ！　野球と同じルールで、バッターボックスに立ってホームランを狙うだけ！　ただ、野球と違うのは、投げる球がテニスボールでバットの代わりにラケットってところだな！」

「ふむ……。誰がピッチャーとキャッチャーを務めているのだ？」

「ピッチャーは日向ひなた、穴あな江えが交代で。キャッチャーは、他の野球部員で順番にやってるぞ」

　なるほどな。ひまわりだったら、運動神経は抜群だが、野球は未経験者。

　穴あな江えは空気を読むのが上手うまいからそれなりに手を抜いてくれるだろうし、順当な役割か。

　で、今はひまわりが投げているようだが……

「……クリーム、パン！」

「うわっ！」

「やったぁ！　また三振だよ！」

「ナイスピーだぜ！　ひまわり！」

　盛大に空振っていますね……。サンちゃんと比べると随分と劣るが、それでも十分に速い。

　ぶっちゃけ、俺は打てる気がまるでしない。

「ふっ。貴様と大おお賀がが相手だったら、やってもよかったかもしれんな」

「ははっ！　それはまぁ、今後のお楽しみってことで！」

　さすが、フーちゃん。不敵な笑みを浮かべて、自信満々の様子だ。

　ま、そりゃそうか。地区大会の決勝で、あのサンちゃんからヒットを量産した男だもんな。

　ひまわりの球だったら、打てて当然だからやらないってことか。

「なぁ、芝しば。俺には、ひまわりの球も十分厳しいと思うんだが……」

　これだと折角来てくれたお客さんが、ほとんど打てなくてつまらないんじゃ……。

「それなら大丈夫だよ、ジョーロ。多分だけど、そろそろ……」

「クリーム、パン！」

「……くっ！」

　次の挑戦者も、ひまわりの球にかすらせることもできずに空振り。

　しかし、芝しばの余裕は崩れない。なんで、こいつは……あ、そういやひまわりって……

「確かに、大丈夫そうだな」

「なんだよ、説明する前に気づくなよな！　……まぁ、ジョーロが知らないわけないか！　俺が知ってるぐらいだしな！」

「ジョーロ君、どういうことかしら？」

　納得する俺の様子を疑問に思ったようで、パンジーが首を傾かしげている。

　ま、あのひまわりのちょっと妙な特性については、中学時代から付き合いのある俺や芝しば……それにサンちゃんぐらいしか知らねぇよな。

「ま、もう少し見てりゃ分かるよ」

「……クリ～ム、ぱん！」

「……くっ！」

　二球目も空振り。しかし、先程と比べると、球速がやや落ちている。

　ってことは……恐らく、次あたりだろうな。

「くりぃ～む、……ぱぁ～ん」

「……っ！　よし！　打てたぞ！」

　三球目。先程までのひまわりからは想像もつかないようなヘロヘロのボールが放たれ、挑戦者は見事にヒットを打つことに成功。嬉うれしそうに笑顔で、二塁を踏みしめている。

「ああいうことだぜ、パンジー」

「もしかして、ひまわりって……」

　さすが、パンジー。もう、ひまわりの特性に気がついたか。

　そう。今のは決して、ひまわりがわざと手を抜いて打たせたわけではない。

　実を言うとひまわりは、

「パンジーの思ってる通りだよ。ひまわりって定期的にクリームパンを食ってねぇと、段々力が抜けていくんだ。あいつの掛け声が『クリーム、パン』から『クリ～ム、ぱん』になったら不足間近で、『くりぃ～む、……ぱぁ～ん』になったら、完全なクリームパン切れだ」

「……随分、変わった体質なのね」

　俺もそう思うけど、事実なんだから仕方がない。だからひまわりは、試合と勉強の時は絶対にクリームパンを持参してるし、練習に行く前にも必ず一つは食べている。

「ひまわり、ここからは俺と交代だ！　ほら、向こうに用意してあるから、食ってこい！」

「はぁ～い。くりぃ～むぱぁ～ん……」

　目が虚うつろになったひまわりに穴あな江えが声をかけて、ピッチャーを交代。

　先程のひまわりと比べると、やや遅めの球速なので、挑戦者もそれなりに当てられている。

　穴あな江えの奴やつ……、手を抜いてるな。あれなら、俺でもどうにか打てそうだ。

　つまりこのホームランチャレンジは、元気なひまわり、手を抜く穴あな江え、弱ったひまわりと、難易度が三段階に分けられてるってわけか。

「よぉ～し！　これで元気もりもりだよぉ！　……あっ！　つきみちゃんだ！」

「ひまわり」

　そこで、クリームパンを食べ終えて元気になったひまわりが、テニスウェアに身を包んだまま、嬉うれしそうにこちらへと駆け寄ってきた。

「つきみちゃん、お久しぶりだね！　ねね、元気だった？」

「うん、元気。ひまわりも元気そう」

「そだよ！　わたし、すっごく元気だよ！」

　仲なか睦むつまじく会話をする、ひまわりとつきみ。チェリーとコスモスもそうだったが、ひまわりとつきみもお互い幼おさな馴な染じみ同士ということでシンパシーでもあるのか、結構仲がいい。

　前の体育祭の後も、ヒイラギの店でずっと一緒に話してたしな。

　とまぁ、それはさておきだ。

　ここでの作戦は、ホースにホームランチャレンジに挑んでもらうのが一番だよな。

　で、その際にはホースに失敗してもらえるとありがたい。

　うっかり、成功なんてされてみろ。あの男のことだ。手に入れたわたあめを一緒にいる女の子達たちに配って、甘い甘い好感度を稼ぎまくるに決まっている。

　つきみとチェリーだけなら構わないが、そこにパンジーとサザンカも含まれたら最悪。

　だが、失敗してもらえれば、その後につきみが慰めることでいい雰囲気が生み出せる！

　これこそ、野球部のグラウンドでの『ホースつきみよしよし作戦』だ！

　よし、まずはフーちゃんにホースの運動神経の確認を──

「ジョーロ、ワタシ、閃ひらめいた」

「……なんでしょうか、つきみさん？」

　またへんちくりんなことを言うんですね。分かります。

「明日、ここ来る。菫すみれ子こ、元気なひまわりに勝利ビクトリー。ホース、わたあめいっぱい。素敵な思い出」

　君は、パンジーを化物か何かと思ってるのかな？

「……やるしかないわね。葉は月づき君のために、必ずビクってみせるわ……」

　なんで、最終決戦前の決意のこもった口調なんだよ、てめぇは！

　夏休みに、運動系の勝負でひまわりに惨ざん敗ぱいしてただろうが！

「つきみ、普通にホースに挑戦してもらおうぜ……」

「……っ！　言われてみればっ！　ホース、ホームランチャレンジ勝利ビクトリー。わたあめも食べれる。一石二鳥。圧倒的勝利。さすが、ジョーロ。……まさに、勝利のビクトリー演出家パラダイス」

　君の頭、もっとパラダイス。

　まぁ、素直に納得してくれたみたいだし、あとは俺の懸け念ねん点てんを確認しねぇとな。

「なぁ、フーちゃん。ホースの運動神経ってどんなもんだ？」

「ホースの運動神経？　そうだな、奴やつは……」

　一応、俺の見立てでは、ホースは俺よりも運動神経がちょっと上くらいなのだが……

「ジョーロとさほど変わらんだろうな。一般的観点でいえば、少しできる程度だ」

　セーフ！　フーちゃんは、（アホに対してを除き）素直にハッキリ答えてくれるからな！

　なんだか少し悲しいけど、今だけはかなり有力な情報だ！

　だったら、元気なひまわりが投手をやっていれば、ホースは絶対に打てない！

　なんせ、俺が打つことができないんだからな！

「教えてくれて、ありがとな。フーちゃん」

「この程度、造作もない」

　つまり、明日注意したほうがいいのは、ひまわりのクリームパン切れだな。

　ま、午前中にひまわりの体力が大幅に減少するようなことが起きなきゃ、大丈夫だろ。

「あら？　たんぽぽさん、そちらの飲み物はなんですの？　何やら、大切そうに持っていらっしゃいますが？」

「むふふ！　よくぞ聞いてくれました！　実はこれ、撫なでし子こさんからいただいたお野菜で作った、とっても美味おいしいスムージーなんです！　ですから、お礼も兼ねてお友達の撫なでし子こさんにも飲んでもらおうと思って、持って来ました！」

「まぁ！　わざわざ私のために！　ありがとうございます、たんぽぽさん！」

　あ～、それでたんぽぽは、やけに大事そうに飲み物を持ってたのか。

　友達の撫なでし子こに、自分の作ったスムージーを飲んでもらいたくて……。

「では、早速いただきますね！　ふふっ。とても楽しみですわ」

「はい！　是非、飲んでみて下さい！　むふ！」

　笑顔でたんぽぽから受け取った飲み物を、上品な仕草で飲む撫なでし子こ。

　ま、これに関しては心配いらねぇな。めちゃくちゃ美味うまかっ──

「ぶろろろろろ!!　まずいんじゃぁぁぁ!!」

　とても下品な撫なでし子こさんの叫び声が、グラウンドに響き渡りました。

　思わず口調が素のほうに戻っちゃうほど、まずかったらしい。

　というか……、

「ひょぉぉぉぉぉ!!　撫なでし子こさんの鼻から、噴水の如ごとく紫色の液体が！」

　もはや、そういう次元を遥はるかに突破する大惨事である。

「うわっ！　あ、赤あか井い、大丈夫か!?　く、くさっ！　なんだ、この臭い!!」

「く、臭いんじゃ！　鼻の穴が臭いんじゃ！　な、な、なんじゃこりゃぁぁぁぁぁ!!」

　落ち着け、ジーパン撫なでし子こ。

「な、なぜですか!?　私の作った『トロピカァ～ルむふむふドリンク』の色は黄色！　美味おいしすぎて、鼻から噴射したとしてもその色は黄色のはず！　……はっ！　まさか、美味おいしすぎて撫なでし子こさんの体液のほうが噴射されて……っ！」

　違うね。それだと、撫なでし子この体液が紫色になっちゃうね。

　彼女は、ナメック星人か何かなのかな？

「たんぽぽ……。撫なでし子こに何を飲ませた？」

「ですから、私が作った渾こん身しんの…………はっ！　あれは、成功する少し前にやってしまった大失敗作！　紫キャベツをベースに、隠し味にドリアンを大量に入れた一品です！」

　紫キャベツとドリアンを混ぜるような女が、あんだけ美味うまいスムージーを生み出したことに驚きよう愕がくすべきか、根本的な発想力に戦慄すべきか、非常に悩ましい瞬間である。

「お、おんどれぇ～！　まさか、わしを油断させてこんな……。許さん、許さんのじゃ……。当代まで呪ってくれるわぁぁぁぁ!!」

　あ、当代で済ましてくれるんだね。

　微妙に優しさを感じる一言である。とても怒ってるけど。

「赤あか井い、だ、大丈夫だよ！　ちょっと顔面の作画が、崩れまくってるだけじゃないか！」

　芝しば、それフォローになってない。

「よりにもよって、芝しば先輩の前で、芝しば先輩の前でこんな醜態をぉぉぉ!!　おろろぉぉぉん!!」

　撫なでし子こ、女の子が天に向かって嘆く時に『おろろぉぉぉん!!』は、以後控えたまえ。

「撫なでし子こさん、大親友の私からのプレゼントに喜びすぎて、天に向かって喜びを叫ぶ気持ちはよぉ～く分かります！　ですから、一度落ち着いて下さい！　むふー！」

　たんぽぽってほんと、火に油を注ぐ天才だよね。

「おんどれなんざ、大親友なわけあるかぁぁぁ!!　わしの苦しみを、おんどれにも味あわせてやるんじゃぁぁぁ!!」

「ひょぉぉぉ!!　如月きさらぎ先輩、助け……むびょろろろ!!　まず臭いですぅ～!!」

　君きみ達たちさ、少しぐらいは女の子の自覚を持ったほうがいいと思うよ。

「うわっ！　打たれちまった！　……ナイスヒットで～す！」

「ははっ！　穴あな江え、キャプテンなのに情けないじゃないか！　……ナイスヒットっす！」

　サンちゃんと穴あな江えは、楽しそうだなぁ～。





※






　明日の午前中の予定が大まかに立ったところで、俺、パンジー、サザンカ、つきみ、フーちゃんは一度図書室へと帰還。

　色々と大変だったが、とりあえず現状はどうにか……ギリギリでパンジーや他のみんなを、ホースの毒どく牙がにかけず過ごせるはずだ……。いや、ほんと疲れた……。

　これでまだ準備段階とか、マジで明日、俺死ぬんじゃねぇの？

「んじゃ、一度ここまでに決まったことを整理しようぜ」

「そうね……。目的は『葉は月づき君に最後の素敵な思い出作り』。そのための午前中のルートは、最初にツバキとヒイラギのお店で、私とジョーロ君が食べさせあいっこ。次に、野球部とテニス部のホームランチャレンジで、私とジョーロ君が常に手を繫つないで行動。それから私わたし達たちのクラスのコスプレお化ばけ屋や敷しきに入って、ジョーロ君が私を抱きしめ続ける。……で、問題ないかしら？」

「問題しかねぇよ！　てめぇは、なに変な予定を紛れ込ませてんだよ！」

「隙あらば、自らの欲望をスパってみたのだけど、ダメかしら？」

「ダ、ダメよ、パンジー！　お化ばけ屋や敷しきでは、こいつがあたしをガディる予定なんだから！」

　そんな予定もないんですけど!?

「あのな、てめぇら……。本気でホースを歓迎する気あんのか？　なんで、自分の──」

「あら？　私わたし達たちの案を邪魔してきたのは誰かしら？」

「そうよ！　あたしが何か意見しようとしたら、邪魔してきたのはあんたでしょ！」

　はい！　痛いところ、つかれましたー！

　そうです！　私が、全力で邪魔をしていました！

　仕方ないじゃん！　パンジーとサザンカが、ホースと仲良くするの嫌なんだもん！

「明日、とても楽しみ。ホース、きっと喜んでくれる」

　この女……、俺の苦労も知らずに、能天気に微ほほ笑えみやがって……。あぁ、忌いま々いましい。

「よかったな、つきみ。ジョーロの協力を得られて」

「うん。ありがと。フーちゃんとサンちゃんが、ジョーロ紹介してくれなかったら大変だった」

　代わりに、俺が大変なことになったけどね。

「あー、フーちゃん。とりあえず、明日の予定の大まかはパンジーが言った通りだ。……で、その際にフーちゃんにも、ホースが楽しめるようにサポートしてもらいたい」

「俺はどういったことをすれば、ホースが楽しめるかなどはあまり分からんのだが……」

「ま、いつも通りにしてくれれば大丈夫だよ」

　っていうか、変に構えたらホースに勘付かれそうだし……。

　昔の鈍感純情ＢＯＹのホースならよかったんだが、今のあいつはやけに察しがいいからな。

　ぶっちゃけ、明日俺やパンジーが現れた時点で、何かあると警戒してくるだろう。

　……が、そこは織り込み済。一番重要なのは、ホースにこっちの……いや、俺の目的を悟られないことだな。それさえバレなきゃ、あいつはなんやかんやで付き合ってくれるはずだ。

　何でそれが分かるかって？　……俺があいつの立場だったら、そうするからだよ。

「んじゃ、次は昼飯だが……」

「あっ！　あのさ！　お昼ご飯なんだけど、あたしから一つお願いがあって……」

「どうした、サザンカ？」

「お昼ご飯の場所だけど、生徒会の喫茶店にしてほしいの。コスモスさんから、『そこまで手伝わなくてもいい』って言われてるけど、一番忙しいお昼だけは、手伝いたいから……」

「私もサザンカと同じ意見よ。コスモス先輩、一人で頑張りすぎるんですもの」

「分かった。なら、昼飯は生徒会で食うか」

　っていうか、ちょうどよかったな。

　ホースには、図書室メンバーが絡からんでる場所には全部来てもらいたかったしな。

「うん！　ありがとっ！」

「ふふっ。ありがとう、ジョーロ君。とても嬉うれしいわ」

　ぐっ！　こいつら……、笑うとほんとに可愛かわいいよな……。

「それで、ジョーロ君。今のところ、午前中の思い出作りの予定は立っているけど、午後はどうするつもりなのかしら？　まさかお昼ご飯で終わり、なんてことはないわよね？」

「大丈夫だ、んなつもりはねぇよ。だから、午後の予定を今から──」

「なら、私から一つ提案させてもらってもいいかしら？」

「……なんだよ？」

「午後は、葉は月づき君にベストカップル決定戦に出てもらうのはどうかしら？」

「……は？　はぁぁぁぁぁぁぁ!?」

　こいつは、なんっつーことを言い出してんだ！

　繚りよう乱らん祭さい二日目、午後三時から行われるベストカップル決定戦。

　百ひやつ花か祭さいの花か舞ぶ展てんと双璧を為なす、繚りよう乱らん祭さい最大のイベント。

　ただし、男子抽選、女子推薦という限られた人数しか参加できない花か舞ぶ展てんとは異なり、ベストカップル決定戦は、誰でも自由に参加可能。

　二人一組で、様々なチャレンジに挑戦して、優勝者には遊園地のペアチケットが贈られる。

　が、んな詳細はどうでもいい！　問題は、……二人一組ってことだ！

「ち、ちなみに、誰がホースの相手を務めるんだ？」

「葉は月づき君を楽しませるのなら、彼が望む人がいいでしょうね。だから、明日……葉は月づき君自身に選んでもらいましょ」

　ふざけんな！　ここまで俺が、必死にホースのラブコメイベントを阻止してきたってのに、ここにきて、それを全部ぶち壊すような提案をしてきやがった！

「菫すみれ子こ、とてもいい案。ホース、きっと喜ぶ」

「待て！　ベストカップル決定戦はダメだ！　もっと他の──」

「ジョーロ君、私は葉は月づき君をしっかりと歓迎するつもりよ？　午後の繚りよう乱らん祭さい、一番面白いイベントは間違いなくベストカップル決定戦。なのに、貴方あなたはそこに彼をつれていかないの？」

「ぐっ！」

　悔しいが、パンジーの言う通りだ。

　繚りよう乱らん祭さい……、色々と面白い出し物はあるが、毎年一番盛り上がるのは、……二日目に行われるベストカップル決定戦。本気であいつを楽しませるのなら、外せないイベントだ。

　だけど、ホースに選択権を与えるなんてのは……くそっ！　こうなったら……

「それと、ジョーロ君が私と参加するというのは、なしにさせてもらうわ。まだ貴方あなたから正式に答えの出ていない状況で、私だけが貴方あなたとそんなイベントに出るのは不平等だもの」

　俺が導き出したたった一つの答えが、問答無用でつぶされた。

　ここまでどうにかギリギリ順調だったのに、なんで最後の最後でんなことに……

「……てめぇ、何を考えてやがる？」

　そもそも、パンジーの今回の行動は、奇妙なことだらけだ。

　ベストカップル決定戦のこともそうだが、根本的にホースを歓迎するなんて考え、前までのパンジーだったら絶対になかったはずだ。

「最初に言ったじゃない？　私は、過去に葉は月づき君にお世話になった分のお礼をしたいだけよ」

　その詳細を言うつもりはないってことか……。

「分かったよ……。だったら、午後はてめぇの提案通り、ホースにベストカップル決定戦に出てもらおうじゃねぇか！」

「そう言ってくれて、嬉うれしいわ。なら、決まりね。……あと、ベストカップル決定戦は午後三時から始まるから、それまでは校舎の中を色々と見て回りましょ。特に予定を立てなくても、きっと楽しい場所はあるでしょうし」

「分かったよ」

　パンジーが何を考えてるか……、それは分からねぇ。

　だが、なんとしても……、なんとしてもベストカップル決定戦にホースとパンジーのペアで出ることを阻止してやろうじゃねぇか！

「んじゃ、当面の作戦はこれで終わりだ。ベストカップル決定戦が終わったら、繚りよう乱らん祭さいも終わりの時間に近づくしな。そこから先は、その時の状況次第ってやつだ」

　明日の俺の目的は、『ホースに最後の素敵な思い出作り』、そして『ホースとパンジーのベストカップル決定戦の出場阻止』。そして、あわよくば……って、そいつは贅ぜい沢たくが過ぎるか……。

　ただでさえ、でかすぎる目的が二つあるんだ。これ以上、欲張らないほうがいい。

「……つきみ、こんな感じで明日の繚りよう乱らん祭さいはいこうと思うが、大丈夫か？」

「大丈夫。みんな、一緒。楽しそう」

　こっちは最後の最後で、どえらいものをぶち込まれてそれどころじゃねぇってのに、嬉うれしそうに笑ってんなぁ。

　ほんと、どうしたもんかね……。





※






「では、失礼する。今日は非常に有意義な時間だった。感謝する」

「色々ありがと。明日もよろしくお願いします」

「ああ、また明日、な」

「つきみ、フーちゃん！　ホースを誘うのは任せたわよ！　頑張ってね！」

　一通りの話し合いを終えた俺おれ達たちは、フーちゃんとつきみを繚りよう乱らん祭さいのゲート……校門まで送っていった。これから二人は、明日の繚りよう乱らん祭さい二日目にホースを誘う。

　さすがにそこで変なトラブルは起こらないと思うが……一応、成功を祈っておこう。

　ちなみに、今この場にパンジーはいない。

　何を企たくらんでいるかは知らねぇが、『明日のための準備をする』と一人どこかへ姿を眩くらました。

　だから、ここに残っているのは、俺とサザンカだけだ。

「んじゃ、俺おれ達たちも戻るか。……サザンカは、この後どうするんだ？」

「あたしは生徒会の片付けを手伝う予定よ。あんたは？」

「俺は、クラスの片付けのほうだな。明日の予定を丸々空けてもらう分、残りの時間はできるかぎり手伝っておこうと思ってな」

「……そっか」

　とりあえず、俺の目的を確実に達成させる方法を大急ぎで考えねぇとな……。

　そのためにも早く戻って──

「ね、ねぇ……、ジョーロ！」

「ん？」

　どうしたんだ、サザンカの奴やつ？　いきなり、でかい声を出して……って、あれ？

　なんか、サザンカの頰が、やけに赤く染まっているのだが……

「あのさ！　明日だけど……、ホースを歓迎するのはもちろんなんだけど！　あ、あたし達たちも楽しもうね！　折角の繚りよう乱らん祭さいだしさ！　その……、その……」

　小指でぽりぽりと頰をかきながら、言葉を濁すサザンカ。

　どこか遠慮がちで、言うべきか迷っている様子だが、少しすると力強い瞳で俺を見つめ、

「あたしも、ジョーロと素敵な思い出が作りたいから！」

「んなっ！」

「それだけ！　じゃあ、あたし、先に行くね！」

　真っ赤にした顔を振り向かせ、校舎へと走り去っていくサザンカ。

　その後ろ姿を眺めているだけで、自分の心臓の音がやけに頭の中で鳴り響く。

　こういう不意打ちは、勘弁してくれよ……。
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　──繚りよう乱らん祭さい二日目。

　俺の名前は如月きさらぎ雨あま露つゆ。通称『ジョーロ』。

　俺の名前の読みを変えると『如じよ雨う露ろ』になる。だからジョーロ。単純な話だろ？

　容姿並。成績並よりちょっと上（自称）。運動並よりちょっと上（自称）。何をやっても、中ちゆう途と半はん端ぱな結果しか出さない高校二年生の男子だ。

　部活動はやっていないが、学校では図書室の手伝い、それにアルバイトをやっている。

　だから、放課後は図書室業務を手伝ったりとか、アルバイトに勤いそしんだりとか、そんな代わり映えしない毎日を過ごしているわけだ。

　──という、どこにでもいる平凡な俺なのだが……、

「はぁ……。本当に、来やがったよ……」

　今日はとてつもなく平凡じゃない一日になりそうで、果てしなく憂鬱な気分だ。

「ジョーロ君。折角来てくれたのに、溜ため息いきをつくのはよくないと思うの」

　右隣で、憂鬱な俺とは正反対のどこか浮かれた声を淡々と出すのは、西にし木き蔦づた高校の図書委員……三さん色しよく院いん菫すみれ子こ。通称『パンジー』と呼ばれる、少し……いや、大分やべぇ奴やつだ。

　今日はちょっとした事情で、いつもの三つ編み眼鏡状態ではなく、巨乳美人状態。

　はっきり言って可愛かわいくてしゃあないのだが、それを悟られるとこいつが調子に乗ること間違い無しなので、できる限り表情に出さないように気をつけている。

「パンジーの言う通りよ！　そんなに不安そうな顔をしなくても、大丈夫よ！　あたしも一緒に……はっ！　なに言わせてんのよ！」

　次の声は左隣から。話しかけてきたのは、クラスメートの真ま山やま亜あ茶さ花か。通称『サザンカ』と呼ばれる、俺の好みドストライクの清せい楚そな外見をした、ちょっと素直ではない女の子だ。

　真っ赤な顔に、やや上目遣いで俺を恨めしそうに見つめる仕草が、やけに色っぽい。

「へへっ！　いい緊張感だな！　まさに、試合前って感じだぜ！」

　俺へ熱血な声を送るのは大おお賀が太たい陽よう。通称『サンちゃん』。

　スポーツ万能。成績微妙。加えて、すさまじく鍛えられた体を持つ野球部のエースだ。

「よぉ～し！　わたし、いっしょーけんめー、お助けしちゃうよ！」

　最後に元気な声を出すのは、俺の幼おさな馴な染じみの日向ひなた葵あおい。通称『ひまわり』。

　女子テニス部のエースで、運動神経抜群。成績は下の中くらい。落第をするほどではない。

　天てん真しん爛らん漫まんな笑顔でクリームパンを頰張りながら、可愛かわいらしいガッツポーズをとっている。

　なぜ、サンちゃんとひまわりも一緒にいるかという理由は、簡単。

　今日行われる、『ホースの最後の思い出作り』に協力してもらうためだ。

　もちろん、協力者はサンちゃんとひまわりだけではない。

　他の図書室メンバーも全員協力者だ。ただ、ツバキとヒイラギは屋台が、コスモスは生徒会の喫茶店が、あすなろは……、ひまわりから聞いた話なのだが、クラスと新聞部の手伝いがあるから常に一緒にというわけにはいかない。

　そんな中、午前中に少しだけ自由時間が確保できたのが、サンちゃんとひまわり。

　なので二人には、その間の陰ながらのサポートを依頼したというわけだ。

　今回の相手はホースという、ラブコメ主人公の権ごん化げにして俺にとって最も厄介な男。

　念には念を入れるに越したことはないだろうからな。

「それじゃあサンちゃんとひまわりは、ツバキとヒイラギの店に向かってくれ。それで、もしすげぇ混んでたら……」

「店を手伝って、できる限り早くお客さんをさばけばいいんだろ？　ホース達たちを案内した時に、すぐ串カツと焼鳥が買えるようにさ！」

「ああ、その通りだ。ありがとな」

「いいってことよ！　そもそも、俺もつきみに頼まれた一人だしな！」

「つきみちゃん、大事なお友達だもん！　わたし、頑張るよぉ～」

　今日、最初にホース達たちを案内するツバキとヒイラギの店は、繚りよう乱らん祭さいで出店している屋台の中でも特に人気の屋台。校舎の奥にある目立たないプール近くに出店しているにもかかわらず、昨日は繁はん盛じようしていたので、今日も同様だろう。

　俺おれ達たちが向かった時にすさまじい長蛇の列が出来ていて、『混んでいるから他の店にしよう』なんてことにならないようにするために、二人には屋台の様子を確認してもらう。

　ただ、少々不安なのは……

「おっもいでぇ♪　おっもいでぇ♪　たのしいたのしい、おっもいでぇ♪」

　能天気に鼻唄を口ずさむ、うちの幼おさな馴な染じみだ。

　ひまわりは、陰ながらのサポート以外にもう一つ……、屋台の後に向かうホームランチャレンジで非常に重要な役割を担になう存在だ。一応、昨日のうちに懇切丁寧に説明はしたのだが、

「ひまわり。昨日説明したこと、ちゃんと覚えてるよな？　ホームランチャレンジでは……」

「むー！　ジョーロ！　わたしのこと、ちょっとおバカだと思ってるでしょ!?」

　いいえ、大分おバカだと思っています。

「ちゃんと覚えてるもん！　わたしは、[image: まいなす]マイナスを聞いて＋プラスを知るんだから！」

　一いちを聞いて十じゆうを知って下さい。

　もはや『おバカ』という表現では足りないレベルにまで、辿たどり着ついている気しかしない。

「よし！　もしもの時は、体育祭で鍛えた腕を見せてやるぜ！　……行くか、ひまわり！」

「うん！　レッツ・ダッシュだね、サンちゃん！」

　そう言うと、サンちゃんとひまわりはツバキとヒイラギの店へと向かっていった。

「さて、こっちも始めるか……」

　入り口のゲートを確認すると、昨日とは異なり、二つの花の装飾がされている。

　それは、今日が西にし木き蔦づた高校文化祭『繚りよう乱らん祭さい』の二日目であることの証明。

　そして、そのゲートのそばには…………いた。バッチリ確認できちまったよ。

　俺にとって最大の宿敵であり、今日の目的の人物である……ホースの姿が。

　一緒にいるのは、昨日も繚りよう乱らん祭さいを一緒に回ったフーちゃん、つきみ。それに加えて、唐とう菖しよう蒲ぶ高校が誇るドジ生徒会長のチェリーだ。

　つまり、いよいよ始まるのだ。俺による『ホースの最後の思い出作り』が。

　それだけならまだよかったんだが、裏目的でパンジーやサザンカ……西にし木き蔦づた高校の図書室メンバーとホースに余計なラブコメを起こさせないってのがあるからなぁ～。

　正直、やりたくなくて仕方がないし、できることなら今すぐあの男を追い返したいが……

「とても楽しみだわ。頑張って、素敵な思い出を作らないと」

　パンジーがノリノリすぎて、そんな俺の希望はまるで叶かないそうにない。

　はぁ……、とりあえず合流するか。えーっと、まずは俺が軽く挨拶をして──

「ジョーロ君。それじゃあ私わたし達たちが、葉は月づき君達たちをお迎えに行ってくるわね」

「そうね！　あたしはほとんど初対面だけど、話を聞いてるかぎりだといい奴やつそうだし、多分仲良くなれるわよね！　ふふっ！」

　油断するとすぐこれですよ！　俺は、てめぇらをできる限りホースと近づけたくねぇんだ！

　なのに、二人が意気揚々と最初に歓迎するとか、バカか!?　バカだ！

「ま、待て！　最初の迎えは俺がするよ！　ほ、ほら！　俺がつきみに頼まれてるわけだしさ！　そっちのほうがいいだろ？　な？　な？」

「そうとも言えないわね」

「は？　なんでだよ？」

　やけにつまらなそうな表情で、淡々と俺を見つめるパンジー。

　普段の三つ編み眼鏡ではなく、真の姿のこいつに見つめられると、心の奥底まで覗のぞき込こまれているような気分になって少しだけ恐ろしい。

「だってジョーロ君、元気がないんですもの。そんな態度のままで歓迎したら、葉は月づき君が気分を害してしまうかもしれないわ。だから、ここは任せてちょうだい」

「うん！　あたしもパンジーに賛成！　大丈夫よ！　あたしだって、ちゃんと──」

「いやぁ～！　ホース達たちが来てくれて、超ちよう嬉うれしいなぁ！　もうめっちゃ歓迎したい！　歓迎がしたくてしたくて仕方ねぇぜ！」

　んもぉぉぉぉ!!

　なんで、俺が一番頑張ってほしくない時だけ、この子達たちはやる気満々なんだよ！

「そう？　だったら、一番ホースと仲が良さそうなあんたが行ったほうがいいと思うけど……」

　サザンカ、ほんとやめて。俺とホース、一番仲が悪いから。

「ふふ……。なら、見せてもらおうかしら？　ジョーロ君にできる元気いっぱい最高の歓迎を」

　この女は、絶対に分かっていて言ってる。その綺き麗れいな笑顔が、今は憎くて憎くてしゃあない。

　だが、ここでこれ以上文句を言ったら、間違いなく俺にとって最悪の事態が発生するので、

「おう！　ここはホースと……、い、い、一番仲がいい、俺に任ぜでぐれよ……」

　こうなったら、ヤケだ！　いいよ！　やってやろうじゃねぇか！

　俺ができる、最高にハッピーで楽しい歓迎を見せてやるよ！

　そう決意して、俺は大股で入り口のほうへと向かい……

「いよぉ～う、ホース君！　今日は、よく来てくれたねぇ！　本日のナビゲーターを務める如月きさらぎ雨あま露つゆだぞぉ～！　君が来てくれたことが嬉うれしくて嬉うれしくて、ハッスルが溢あふれ出だしてくるぜ！　いぃぃやっほぅぅぅ!!」

　いっそ、ぶん殴られたい……。

　自分でも気持ち悪くなってくるほどにハイテンションとか……、ほんと何やってんだろ？

　ホースの反応は……うげっ！　なんかすっげぇ訝いぶかしげな顔をしてやがる！

「ジョーロ、今日はよろしく」

「あ！　ジョーロっちっしょ！　やっほぉ～！」

「ジョーロ、わざわざ迎えてくれて助かる」

　ええい！　ここまでやって引き下がれるか！　このまま押し通してくれるわ！

「ひゅぅぅぅ!!　いいってことよ！　君きみ達たちが来てくれて、今日の俺はワクワク五ご割わり増まし！　時代を先取るニューパワーが溢あふれてきてるぜぇぇぇ!!」

　ハイテンションなまま、チェリー、つきみ、フーちゃんへの挨拶をやりきってやったわ！

　が、ホースのほうは一切見ておりません！　なぜなら、怖いから！

「……ジョーロ、僕も来てるんだけど？」

　ぎゃぁぁぁぁ!!　話しかけられたぁぁぁぁ!!

「わ、分かっているとも、ホース君！　もちろん！　君のことも歓げ……、歓げ……、歓げげげげ……っ！　カンゲルバッチョ三世！」

　はぅ！　恐怖と嫌けん悪お感かんに支配されて、何か意味不明な言葉が出たよ！

　落ち着け、俺の本能！　『歓迎』だろ！　『歓迎』！

「ジョーロ、そろそろ冷静になってくれると助かる」

「さすが、ジョーロ。まずは無駄なハイテンションと寒いギャグで話しやすい空間を作りつつ、場を和ませている。……まさに、氷結の道化師アイシクルピエロ。とても頼もしい。これからも安心」

　また、変な二つ名が増えた……。

「お、おう……。俺に任せておけば、万事解決だぞ。……つきみ、フーちゃん」

「あははは！　ジョーロっちが『任せろ』とか言うと、何かロクでもないことを企たくらんでる気しかしないっしょ！　ま、楽しければ何でもいいけどね！　うししし！」

「ま、まっさかぁ～！　そ、そそそそそんなわけないじゃないですか、チェリーさん！」

　そうです！　私は、ロクでもないことを企たくらんでおります！

　お、落ち着くのだ、俺！　まずは、深呼吸をしてちゃんとホースにも挨拶を……

「ふぅ～……。んじゃ、今日はよろしくな、ホース！」

「できれば、君のロクでもない企たくらみを教えてもらってから、よろしくしたいんだけど？」

　ぴぃぃぃぃ!!　やっぱり、めっちゃ怪しまれたよぉぉぉぉ！

「なに言ってるんだよ？　俺は、てめぇに繚りよう乱らん祭さいを楽しんでもらいたいと、上辺の底から思っているだけで、余計なことなんてさほど企たくらんでねぇぜ！」

　本音を噓うそで包み込もうとしたら、はみ出しちゃった！

「はぁ……、分かったよ。なら、今は大人しく君に案内されてあげるよ、ジョーロ」

　セーフ！　とりあえず、これ以上の追及はしないでくれるらしい。……今は。

「あー、それでだな……」

　けど、最大の問題はこの後に控えてるんだよなぁ。

　そりゃ、俺が最初に挨拶をしたが、歓迎するのは俺だけじゃない。

　チラリと背後を確認したら、二人そろってバッチリこっちに向かってきてるし……。

「実は今日、てめぇを案内するのは俺だけじゃねぇんだよ」

「え？　そうなの？　なら、誰が……」

「あんたがホース？　あたしも、今日はこいつと一緒に繚りよう乱らん祭さいを案内する予定だから！　えーっと、よろしくね！」

　最初に話しかけたのは、サザンカだ。

　笑顔で明るく、サザンカらしい可愛かわいい挨拶ではあるのだが……

「うん……。お、お世話になります……。あ、あははは……」

　ホォォォォォス!!　てめぇ、サザンカにデレデレしてんじゃねぇよ！　あれか!?

　俺の好みドストライクってことは、てめぇの好みドストライクってことか！　俺なんて、滅多に笑いかけてもらえないのに、あっさり笑いかけてもらいやがって！　きぃぃぃぃぃぃ!!

　こ、堪えろ俺！　まだこの後には、俺にとってドえぐい第一の山場が……

「おはよう、葉は月づき君。今日は、よく来てくれたわね」

「は？　はぁぁぁぁ!?」

　ぎゃぁぁぁぁぁ!!　俺の胃が！　俺の胃がギュルンギュルンいってる！

　ついに会わせちまったよ……、ホースとパンジーを……。

「え？　ちょ！　え？　えぇぇ？　ジョ、ジョーロ！　なにがどうしてこうなったの!?　どういうこと!?　これ、夢!?　え？　僕、死ぬの!?」

「だぁぁぁ！　いきなり、しがみついてくんじゃねぇよ！　夢じゃねぇし、死にもしねぇよ！」

　俺にしがみつくなぁぁぁぁぁ!!　俺だって夢であってほしかったけど、現実なんだよ！

「で、でも、す、菫すみれ子こが僕に……」

「違うわ」

「はい？」

「今日の繚りよう乱らん祭さい。ジョーロ君と一緒に案内を担当する…………ミセスＰよ」

　出た！　謎の龍りゆう之の介すけポーズ！　しかも本当に、あの変な名前を名乗っちゃったよ！

「今日はよろしく、ミセスＰ」

「世話になる、ミセスＰ」

「うしし！　そういうことかぁ！　じゃ、今日はよろしくっしょ、ミセスＰ！」

「ええ、任せてちょうだい。草くさ見みさん、特とく正しよう君、桜さくら原ばら先輩」

　てめぇら、受け入れるのはえぇなぁ～。

「あー、そういうことだ、ホース。その……、ここにいるのはてめぇの知ってるあの女じゃなくて、ミスＰなんだ。だから、てめぇが近づいても話しかけても、問題ねぇよ」

「そ、そうなんだ……」

　ん？　なんだ、パンジーの奴やつ？　やけに不満そうに俺を見やがって。

「ジョーロ君、ミスではないわ。ミセスよ」

「やかましいわ！　誰と結婚してんだよ、誰と!?」

「言わせないでほしいわ。いやん、恥ずかしい」

「クネクネすんな、クネクネ！」

　はっ！　いかん！　ホースが、なんだか複雑そうな表情でこっちを見ている！

　今日はこいつを楽しませるのが、最大の目的！　だってのに、暗い表情は……

「ま、そういうわけだから、今日は楽しんでちょうだい！」

　ナイスだ、サザンカ！　そのフォローは素晴らしい！

「あたしは……、みんなからミ、ミセスＳって呼ばれてるわ！」

「誰からも呼ばれてないと思うんですけどぉ!?　なんで、てめぇまで──」

「う、うっさいわね！　別にいいでしょ！　あくまで、ついでよ！　ついで！」

　いや、サザンカはパンジーの友達だから、約束の都合上別名を名乗るのはいいんだけど、なんでよりにもよってそれをチョイスしちゃったわけ!?

「うしし！　なんか二学期になってから、うちとサザンカっちって変な縁があるよね！」

「そ、そうですね、チェリーさん。あ、えと、今のあたしは……」

「分かってるっしょ！　ミセスＳなんだよね！　今日は色々お願いね！」

「は、はい！　任せて下さい！」

　確かに、チェリーとサザンカって二学期になってから、色々接点があるよね。

　ストーカー事件といい、体育祭といい……ん？

　ホースが、また疎外感を感じた寂しそうな顔をしているな。仕方ねぇ、ここは俺が……

「ところで、葉は月づき君。一つ聞いてもいいかしら？」

「は、はい！　なんでしょう！」

　パンジーが話しかけちゃったぁぁぁぁぁ!!

　ぐぬぬ！　なんとかタイミングを見て邪魔を……って、あれ？

　なんかスマートフォンが振動しているのだが……電話だと？

　それも、ついさっきツバキの店へ向かったサンちゃんからじゃねぇか。

「どうした、サンちゃん？」

『ジョーロ、緊急事態だ！』

　はて？　緊急事態とな？　サンちゃんが、こんなに慌てるなんて、一体何が……

『ツバキ達たちの店が、昨日とは比べ物にならない程繁はん盛じようしてる！　軽く五十人は越える列で、このままだとジョーロ達たちが来ても、混んでるから別の店に行こうって話になるかも……』

　なんですとぉぉぉ!?　それ、軽く昨日の五倍以上のお客さんが来てるじゃねぇか！

　どんな超常現象が起きたら、今日になって、そこまで膨れ上がるんだよ!?

「い、いったいどうして、そんなことに……」

『トロピカァ～ルむふむふドリンクだ！』

「なんじゃそりゃぁぁぁぁぁぁ!!」

「うわっ！　なんだよ、ジョーロ。いきなり大きい声を出すなよな……」

「お、おう！　悪いな！　ちょっと不都合すぎる事態が発生して、荒れ狂った！」

　まさかの事態だ！　あのスムージーがそこまで恐ろしい程の評判になるとは……。

『俺とひまわりが手伝って、なんとかお客さんをさばいてみせる！　だけど、今すぐに来るのはまずい！　だから、何とか一時間……いや、三十分だけ時間を稼いでくれ！』

　最後にその言葉を残し、プツッと切れる電話。

　さ、三十分……だと？　ここでいきなり、立ち話なんて明らかにおかしい。

　どうやって、その時間を稼げば……そ、そうだ！

「フ、フーちゃん！　頼みがある！」

「どうした、ジョーロ？」

「俺の代わりに、校舎の屋台ゾーンを色々案内してくれ！　ツバキ達たちの店が大だい繁はん盛じようで、このままだと行っても何も買えねぇ可能性がある！　だから、客をさばく時間を稼ぎたいんだ！」

「お、俺がか？　しかし、俺に案内などは……」

「大丈夫だ！　ほら、昨日フーちゃんは飲み物作りのアドバイザー探しで、色々な屋台を巡ってただろ？　それと同じことをやればいいだけだから！　フーちゃんが案内している間に、俺はサンちゃん達たちの状況を逐一確認したいんだ！」

「う、うむ……。分かった、ならばやってみよう……」

「助かるよ！　あと、案内の時だが、くれぐれもツバキ達たちの店がある、プール近くには、まだ行かないでくれ！　案内するのは校舎前、もしくはメインステージ付近からで頼む！」

「なるほど。ならば、綾あやの小路こうじ颯はや斗との店などが案内に適しているかもしれんな……」

　何やらやる気スイッチが入ったのか、あごに手を添えてブツブツと言葉を漏らすフーちゃん。

　恐ろしく絵になるポーズだ。さすが、中身も外見もイケメンなだけある。

　ふぅ。これで安心して──

「ジョーロっちが案内してくれる繚りよう乱らん祭さい、楽しみっしょ！　ねぇねぇ、最初はどこに連れてってくれるの？　うちね、ツバキっちとヒイラギっちのお店に行きたい！」

　チェリィィィィ！　そんなウキウキした顔で、余計なことを言うなぁぁぁぁ!!

「はっはっは！　何を言ってるんですか、チェリーさん！　もちろん、そこには行く予定ですけど……、その前に校舎の前とメインステージの周辺を見て下さいよ！　沢山の屋台があるでしょう？　そこで！　まずはゆっくりと！　できるかぎり時間をかけて！」

「う、うん……」

　よし！　かなり無理矢理ではあるが、チェリーやホースの注意を校舎奥のプールからそらすことはできたぞ！　なら、あとは……

「フーちゃんによる、屋台紹介ツアーを開催します！」

　頼んだぞ、フーちゃん！




　それから、ホースとつきみ、それにフーちゃんとチェリーを加えた七人で、校舎の前に立ち並ぶ屋台ゾーンへ。

　先頭には、ホース、つきみ、それに様々な屋台を紹介するフーちゃん。

　その後ろでは、パンジーとサザンカとチェリーが仲なか睦むつまじく話し、俺は最後尾でハラハラとホースが俺に不都合なラブコメしないかを注視しながら、サンちゃんと連絡を取っている。

「ど、どうだ、サンちゃん!?　客は引きそうか!?」

『ダメだ！　今、俺とひまわりも手伝いに入ったけど、「トロピカァ～ルむふむふドリンク」目当てでむしろ客が増えている！　多分だけど、売り切れるまでは客は引きそうにない！』

『やば～い！　この飲み物超ちよう美味おいしい！　みんなにも教えてあげないと！』

『こんなの初めて飲んだよ！　まさか繚りよう乱らん祭さいでこんな出会いがあるなんて！』

『はぁ～い！　串カツ焼鳥セットとトロピカァ～ルむふむふドリンク、おまたせだよ！』

『やったのだ！　やっぱり、我とアホの師匠の頑張りは無駄ではなかったのだ！』

　電話の向こうから聞こえる、お客さん達たちの嬉うれしそうな声、ひまわりの弾んだ声、ヒイラギの達成感溢あふれる声。それが、俺に絶望を積み重ねていく。

『ふふふっ。もうすぐトロピカァ～ルむふむふドリンクは完売しそうだね。ここまで売れるなんて、嬉うれしい誤算かな』

　嬉うれしくないよぉ！　俺、全然嬉うれしくないよぉ！

　まさか、たんぽぽが昨日言っていた『きっと午前中には全て完売して、すんばらすぃ利益を生み出すでしょう！』が実際に起きるとは！

　本当にあのアホは、余計な時だけ的確に有言実行しやがる！

　まずいぞ……。このまま、もし『トロピカァ～ルむふむふドリンク』が売り切れちまったら、俺が考えている『ホースつきみ間接キッハ作戦』が実行不可能になってしまう！

　それをふせぐには……

「サンちゃん！　ツバキに、あとで料金を払うからトロピカァ～ルむふむふドリンクを三本、とっておくように頼んでくれ！」

『分かった！　任せとけ！　ツバキ！　トロピカァ～ルむふむふドリンクを──』

　くそぅ……。なぜ俺が、ホース達たちのために余計な出費を……

『トロピカァ～ルむふむふドリンク完売なのぉ～！　とってもとっても嬉うれしいのぉ～！』

　そのせいで、俺は余計な出費がかさんで、とってもとっても悲しいのぉ～！

「ジョーロ、そろそろ案内を交代してもらえると、ありがたいのだが……」

「ジョーロ、来てほしい」

　と、そこで、フーちゃんとつきみが俺に声をかけてきた。

　恐らく、時間稼ぎの限界がきたのだろう。ただ、タイミング的にバッチリだ。

　ちょうど今、サンちゃんからも『大おお賀が、ひまわり、野球部のグラウンドへ』ってメッセージが届いたしな。つまり、どうにか大量のお客さんをさばけたということだろう。

「お、おう！　そうだな！　……よし、任せてくれ！」

　なので俺は、意気揚々とフーちゃん達たちと合流。

　ほんと、今の間にパンジーとサザンカと変なイベントが起きなくてよかった……。

「待たせたな、つきみ！　これから、ツバキ達たちの屋台に向かうぜ！　楽しみだろ？」

「うん。とっても楽しみ。イエイ、ハッピー」

　やめて。そんなキラキラした目で、俺を信仰しないで。

「ねぇ、ジョーロ。一つ聞きたいことがあるんだけどいい？」

「ん？　ど、どうした？」

　ひいぃぃ！　歩いてたら、ホースが隣に来たよぅ！

　ま、まさかこいつ、俺の企たくらみに気がついたか？　ホースイヤーは地獄耳だったのか!?

「なんというか、全体的にお店のコンセプトが荒れ狂ってない？　『お好み焼き輪投げ』とか、『じゃがバターダーツ』とか、さっきの『応援クリームパン』とか……。スペースに余裕はあるみたいだし、それぞれ別の屋台にしてもいいと思うんだけど？」

　ちがったぁぁぁ！　ほんと、焦あせらせるなよな！　ただ、その質問は……

「お、おう。それか……。まぁ、ちょっと繚りよう乱らん祭さい開催前に、色々あってな……」

　思い出すだけで、色々と複雑な気持ちになるから、中々勘弁してほしい。

「ふーん……。何か困り事があるなら、少しくらいなら僕が──」

「結構ですぅ～！　ちゃんと自分で解決しますぅ～！」

　てめぇの力なんざ……ちょっと借りたくなったけど、ぜってぇ借りねぇからな！

　俺だって、頑張れるんだ！

「ついに、ツバキ達たちの屋台。……時はきたれり」

　ほんとお願いね、つきみさん。俺のバイト代を無駄にしないであげて。

「着いたぜ！　ここが俺のイチ推しの屋台だ！」

　というわけで、ようやくホースを『ヨーキでゲンキな串屋』まで案内完了。

「いらっしゃいませかな。……あ、みんな」

「あ！　つきみちゃんとチェリーちゃんとフーちゃんなのだ！　来てくれて嬉うれしいのだ！」

　俺おれ達たちが屋台に到着すると、笑顔で歓迎してくれるツバキとヒイラギ。

　お客さんはピークを越えたからか、ほとんどいない。

　もちろん、さっきまで手伝っていたであろうサンちゃんとひまわりの姿もない。

　メッセージの通り、もう野球部のグラウンドへと向かったのだろう。

　ではこちらは……、いよいよ『ホースつきみ間接キッハ作戦』の開始だ。

　まず、俺がパンジーとサザンカの分を含めた焼鳥串カツの混ぜ合わせセットを購入して、ホース達たちにも同じ物を買ってもらう。ただし、ホース達たちにはおまけのスムージーを三本つけて、つきみの分をなくし、ホースから分けてもらうって寸法だ。

　そうすれば巻き起こるからな。……間接キッハが。

　恐らく上手うまくいくとは思うのだが……

「やっほー、ツバキっち、ヒイラギっち！」

「ツバキの串カツ、ヒイラギの焼鳥、どっちも楽しみ」

「洋よう木きも元もと木きも、元気そうだな。何よりだ」

「…………」

　まずい！　またもや、ホースが疎外感を感じた表情をしている！

　くっ！　ここでまたパンジーに気を遣わせないためにも……

「ほら、ホース。早く買ってくれよ！　メチャクチャ美味うまいからさ！」

「うるさいな。最初からそのつもりだから、急せかさないでよね」

　八つ当たりか、この野郎。俺の気遣いを返せ。

　が、予定通り商品に興味を持ってくれたからよしとしよう。

　すっげぇ怪しそうな表情でメニューを見ているのは、トロピカァ～ルむふむふドリンクが原因だろう。その気持ちはよく分かる。ぶっちゃけ、俺も最初はそんな顔をしていた。

「あのさ、このメニューはいったい……」

「よく聞いてくれたのだ！　これは我とアホの師匠が、八百屋さんの娘さんから提供してもらったお野菜で作り出した、とってもとっても美味おいしいジュースなのだ！」

　ヒイラギ、今日の成果が本当に嬉うれしかったんだろうな。すっげぇ誇らしげに話してるよ。

「ようするに、野菜のスムージーかな。昨日は失敗作ばっかりでとても商品にできるようなものじゃなかったけど、ちゃんと美味おいしいのができたから、今日から販売することにしたかな」

　そんなヒイラギとは少し違うが、穏やかに微笑ほほえむツバキ。

　その理由は、メニューのスムージーの箇所の横の貼紙、『売り切れ』が理由だろう。

「この飲み物のおかげで、屋台は大だい繁はん盛じよう。普段、お店でやってる時よりも大おお儲もうけだったかな。ありがとね、ヒイラギ」

「ふふぅ～ん！　もっと褒めるのだぁ～！」

「う、売り切れ……。絶望……」

　安心しろ、つきみ。ちゃんと別で確保してあるから、間接キッハはできる。

　一番絶望したのは、財布の中身が減った俺だ。

「んじゃ、俺おれ達たちは俺おれ達たちで買うから、そっちはそっちで買ってくれよ！　……ツバキ、ヒイラギ。俺おれ達たちは、焼鳥串カツ混ぜ合わせセットを頼むぜ！」

「ん。分かったかな」

「お任せなのだ！　でも、さっきまでの大だい繁はん盛じようで作り置きもなくなっちゃったから、少し待ってほしいのだ！」

　ほんと、どうにか……どうにか大混雑を回避して、飲み物も確保できたぞ……。

　ありがとな、サンちゃん、ひまわり。これで安心して、作戦が実行できるよ。

　もしかして、これが今日の午前で最難関の事件だったんじゃねぇの？

　だったら、この後は比較的平和に事が進むんじゃ……おや？　何やらスマートフォンが振動して、メッセージが届きましたね。お相手は……、ひまわりさんですか。

『くり～むぱん……。くりぃ～むぱん……』

　ぴょぉぉぉぉぉぉ！　ひまわりが、クリームパン切れを起こしてるぅぅぅぅ!!

　まさか、アレか!?　本来であれば、ホームランチャレンジで使うはずだった体力を、ツバキとヒイラギの店の手伝いで使ってしまったから……まずい。まずいぞ……。

　このままの状態のひまわりが、ホースとホームランチャレンジで勝負をしたら、間違いなく負けてしまう！

　そんなことになったら、ホースが一生懸命手に入れたわたあめを、嬉うれしそうに美味おいしく頰張るパンジーとサザンカの姿が……きょえぇぇぇぇぇぇぇ!!

　断固として阻止だ！　もう、ずぇったいにそんな事態は起こさせん！

　そのためには……

「サ、サザンカ！」

「きゃっ！　い、いきなり近づかないでよね、ドキド……はっ！　ビックリするでしょ！」

　相変わらず、『はっ！』しちゃってるが、そんなことを気にする余裕はない！

　俺がここを離れてパンジーとホースを残すわけにはいかないし、フーちゃんやつきみが消えるのは不自然すぎる！　だから、ここはサザンカに頼むしかない！

「ひまわりがクリームパン切れを起こしかけてる！　だから、綾あやの小路こうじ颯はや斗と達たちの店でクリームパンを買って、ひまわりに届けてくれ！」

「あ、あたしが!?　でも、あたしはあんたと一緒に……」

「頼む！　今の状況で動けるのは、サザンカだけなんだ！　あとで、この借りはちゃんと返すから、ひまわりにクリームパンを届けてくれ！」

「借りを返す……。わ、分かったわ！　じゃあ、今回は特別に……超特別に聞いてあげる！」

「ああ！　本当にありがとうな！」

　よかった。これで、ひまわりの弱体化は阻止できそうだ……。

「でも、何て言ってここを抜け出せば……。できる限り自然な理由がいいわよね！　……そ、そうだ！　それなら……」

　なにやら、抜け出す理由に悩んでいたサザンカだが、それは一瞬。

　パッと明るい表情で両手をパンと合わせると、

「あ！　いっけなぁ～い！　あんな所に、前世で義兄弟の契ちぎりを交わした子がいるじゃない！　あたし、串カツと焼鳥ができるまでに、ちょっと挨拶してくるわね！」

　できる限り不自然な理由をチョイスしちゃったよ、この子！

　だが、吐いた唾はもう飲めん！

「そ、そうだな！　前世で義兄弟の契ちぎりを交わした子は大切だもんな！　サザ……ミセスＳは、挨拶をしてきたほうがいい！　もう、ずぇったい、挨拶してきたほうがいいな！」

　ホースからめっちゃ怪しまれた視線をお見舞いされたが、どうにかサザンカの離脱が完了。

　助かるよ、サザンカ。本当にありがとな。

　……さて、そろそろ焼鳥と串カツができるころだと思うのだが……、お、やっぱりな。

　ツバキが、パックを二つ用意してくれている。一つが俺らので、もう一つがホース達たちのだ。

「まずはこれがジョーロ達たちの分かな。はい、どーぞ」

「おう！　サンキューな！」

　無事に混ぜ合わせセットも手に入ったし……って、あぁぁぁぁ!!

「そう言ってくれて嬉うれしいわ。でも、午後になったら繚りよう乱らん祭さいはもっと盛り上がるわよ」

「え？　そ、そうなの？」

　ちょっと目を離したら、パンジーとホースが仲良さげに話してるんですけどぉぉぉ！

　これ以上、距離を縮めさせてたまるかぁ!!

「ええ。午後になると、メインステージでベストカッ──」

「はい！　会話、しゅうりょぉぉぉぉ!!　串カツも焼鳥も、バッチリ準備ができましたぁ！　なので、ホース君は今すぐ迅速且かつ可及的速やかに、受け取って下さいぃぃぃぃ!!」

「うわっ！　ジョーロ、いきなり割り込んでこないでよ！　ビックリするだろ！」

「もう、ジョーロ君ったら。困ったさんなんだから……」

　本当の困ったさんは、ぶっちぎりでてめぇだよ！　油断も隙もあったもんじゃねぇ！

「ほら！　早く受け取らないと冷めちまうだろ！　はよ！　はよはよはよ！」

「分かったよ。まったく、君は何を慌てて……あ、あれ？」

　よかった……。予定通り、ホースに飲み物を三つ与えることに成功したぞ。

　俺のバイト代を犠牲にしてな。

　もうすぐ修学旅行だから、バイト代はもう少し残しておきたかったのに……。

「できたてだから、串カツと焼鳥、どっちもとってもとっても美味おいしいのだ！」

「あと、おまけで『トロピカァ～ルむふむふドリンク』を三つお付けするかな」

「え？　でも、もう売り切れたんじゃ……」

「ふふっ。今日、ホース達たちが来るのをジョーロから聞いてたからね、別で残しておいたかな」

「ありがとね、ヒイラギちゃん、ツバキちゃん……」

　ま、今日はホースを楽しませるのが最優先だし、今回はよしとするか。

　ん？　なんか、ホースがこっちにきたんだけど……

「ジョーロ、ありがとう」

「は!?　え？　いや、なんで俺に……っ！」

　まさか、バレたのか!?　実は俺が根回しをして飲み物を残していて、つきみと間接キッハさせようとしていることに!?　だが、それだったら礼は言わないはずだし……

「君がツバキちゃん達たちに僕ぼく達たちが来るって伝えてくれなかったら、残ってなかったかもしれないでしょ？　だからだよ」

「お、おーう……。そ、そうか！　うむ！　その通りだ！　感謝しろよ！　はっはっは！」

　あぁ、胃がねじ切れそうスパイラル……。




　それから、無事に野球部への差し入れとしてクリームパンを届けてくれたサザンカと合流した俺おれ達たちは、校庭に設置されたオープンテラスゾーンへ。そこで、ようやく落ち着いての串カツ＆焼鳥タイムなのだが、……果たしてつきみは上手うまくやれるだろうか……。

　当初の『ホースつきみ間接キッハ作戦』では、つきみに飲み物がない予定だったが、ホースが気遣ってつきみに渡して、自分の分をなくしちまったんだよな。

　だから、ホースが飲んでいるのをつきみが分けてもらうんじゃなくて、つきみが飲んでいるのをホースに分けなきゃならねぇ。

　ここで、やっぱり恥ずかしくて無理なんてことにはならないといいのだが、

「ん～！　あいかわらず、ツバキっちの串カツは美味おいしいっしょ！」

「元もと木きの焼鳥も、素晴らしい味だな。いつか、俺もこの領域に……」

　フーちゃんとチェリーは満足気に焼鳥と串カツを食べていて、ホースは……よし！

　つきみと話しながら、美味うまそうに食っているな！

　そうだろう！　ツバキとヒイラギの串カツと焼鳥は、マジで美味うまいからな！

「ふふっ。よかったわね、ジョーロ君」

「は？　何がだよ？」

　なんだパンジーの奴やつ？　やけに上機嫌な顔で意味不明なことを言いやがって……。

「ぷはぁ～！　こっちの飲み物も最高っしょ！」

「うむ……。やはり、美味うまいな」

「おいしい」

「…………」

　さぁ、つきみよ！　ホースが、自分だけ飲み物を飲めずに寂しそうな顔をしているぞ！

　今こそ、『ホースつきみ間接キッハ作戦』を実行する時だ！

「ホース、はい」

「え？」

　コングラッチュレーショォォン!!　よく、見事にやり遂げてくれた！

　よく見ると、恥ずかしそうに顔を赤らめているが、それでもホースに、自分が飲んでいたスムージーを渡しているじゃねぇか！　さぁ！　ホースの反応はいかに!?

「いらない？」

「あ、そ、そんなことないよ！　……う、うん！　じゃあ、少しもらうね！」

「美味おいしい？」

「う、うん。美味おいしいよ……」

　ホースが、恥ずかしそうにしつつも、ちょっと嬉うれししそうぅぅぃぃいやぁぁぁっはぁぁぁ!!

　これが如月きさらぎ雨あま露つゆの、間接キッハ大作戦じゃ！　よし！　見事に成功したな！

　さぁさぁ、お二人さん！

　このままいい雰囲気を作って、午後は仲良くベストカップルに出場を……って、ん？

「チェリーさん。その、よかったらチェリーさんもホースに……」

　ちょっ！　サザンカさん！　何言っちゃってるの!?

　君は俺の裏目的を知らないから、純粋にチェリーを気遣ってるんだろうけど、まずいって！

　今はつきみとホースのラブコメタイムなのに、そこにチェリーが加わったら……

「分かってるっしょ～、ミセスＳ！　ホースっち、うちのも飲んでいいよ！　はい、どー……うきゃ！　い、痛いっしょ～……」

　セーフ！　危うくチェリーも参戦しそうになったが、思い切り椅子から転げ落ちて失敗。

　なぜ、飲み物を差し出すだけで椅子から落ちれるのか？　ドジの神秘である。

「まったく、仕方ないですね……」

　あれ？　ちょっと待って。

　ホースが立ち上がりつつ、ハンカチを取り出しちゃっているぞ。

　これって、もしかして……

「ほら、顔にスムージーがついてますよ」

「うぅ～。ホースっち、ありがとぉ～」

「くすっ……。そんなによく転んでたら、見えちゃいますよ？」

　お顔ふきふきタイムだぁぁぁぁ!!　近い！　近いよ、君きみ達たち！　顔が近い！

　なんで、つきみのラブコメタイムが、チェリーのラブコメタイムになっちゃってるの!?

「ホースっち！　うち、そこまでドジじゃないっしょ！　ちゃんと下に、ショートパンツをはいてるんだから、転んでも大丈夫っしょ！」

　待て、チェリー！　パーカーをめくろうとしているが、それはまずい！

　ドジに愛されているてめぇのことだ！

　恐らくそのパーカーの下には、ショートパンツじゃない布地がスタンバイしている！

　ただでさえ、いい雰囲気を作られたうえに色いろ仕じ掛かけは……あぁぁぁ、めくったぁぁぁぁ!!

「ほら！　ちゃんと下にショートパンツをはいて……しょぉぉぉぉぉ!?」
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　やっぱりぃぃぃ!!　くそっ！　こうなったら、後学のために俺もその布地の確認を……

「ジョーロ君はダメよ」

「ちょっとあんた！　なに見てんのよ！」

「ぎぃぃやぁぁぁぁ!!　目が！　目がぁぁぁぁ！　眼球に拳とファーブル昆虫記がぁぁぁ！」

　眼球が！　眼球が、グチョっていったぁぁぁ!!　見えないどころか、痛い！

　なんで、俺ばっかこんな目にあわなきゃいけないんだ！

　昨今、暴力系ヒロインは流行はやらないって前々から言ってるでしょ！




「うぅ～……。恥ずかしかったしょぉ～……」

　それから、下半身のガードが甘すぎたチェリーは、パンジーから体操着を借りて無事にガードを強化。俺が夢の布地を拝見するのは、まだまだ先になりそうな予感である。

「すみ……ミセスＰ。体操着、ありがとね」

「いえ、気にしないで下さい、桜さくら原ばら先輩。以前の体育祭では随分と助けてもらいましたし、そのお礼みたいなものと思ってくれれば」

「ありがとぉ～！　やっぱり、持つべきものは友達っしょ！」

「……わ、私は、桜さくら原ばら先輩とお友達になったつもりはありません」

「あ……。ご、ごめんっしょ……」

　しょんぼりと落ち込むチェリー。

　……そうだよな。パンジーとホースの間にある約束。

　地区大会決勝当時は、これで何もかも解決だと思っていたが、そうじゃねぇ。

　あれから、俺おれ達たちの人間関係には大きな変化が起きていて、チェリーは特に西にし木き蔦づたのメンバーと関わる機会が多かった。それでも、パンジーは未いまだにチェリーを『桜さくら原ばら先輩』と呼ぶ。

　自分がチェリーと友達になってしまうと、ホースとチェリーがかかわれなくなるから……。

「ホース、楽しくない？」

「え？　い、いや、そんなことない！　全然、そんなことないよ、つきみちゃん！」

　ホースもそのことに、気づいてるんだろうな。

　俺があの時、もっと別の方法でパンジーとホースの件を解決できていれば……ちっ。

　ダメだ。今は余計なことを考えるな。俺は今日、ホースを楽しませる！

　そして、パンジーやサザンカとのラブコメを阻止する！　それが、最優先事項だ！

「ま、まぁ、それは気にしないでよ、次に行こうぜ！」

「そ、そうね！　えっと……、次はどこだっけ？」

　そんな悔しそうな顔をすんなよ、ホース。

　てめぇだけが悪いわけじゃねぇんだからさ。

「次は……、野球部とテニス部が合同でやってる……ホームランチャレンジだ！」





※






　ホース達たちを案内したのは野球部のグラウンド。

　さっきは、チェリーのドジによって作戦がいまいち成功しなかったが、次はそうはいかん！

　つきみとのラブコメイベントを、確実に成功させてくれるわ！

　そのためにも、まずはホースにホームランチャレンジに挑んでもらう。ひまわりを相手に勝てる運動神経を所持していないホースだ。ほぼ確実に、チャレンジは失敗する。

　そうすれば、つきみの慰めイベントが発生するってわけよ！

　唯一の懸け念ねんは、ひまわりがクリームパン切れを起こして弱体化することだが……

「お！　ホース達たちじゃないか！　やっと、来たか！　へへっ！　待ちくたびれたぜ！」

「ホース、お久しぶりだね！　えへへ！　元気だった？」

　到着と同時に駆け寄ってきたのは、先程までツバキ達たちの店を手伝ってたであろう、サンちゃんとひまわり。ひまわりの調子は……見た限りは大丈夫そうだな。

「俺は、さすらいの野球少年ミスターＴだ！　よろしくな！」

「わたし、ミセスＨ！　わたし、ピッチャーやってるんだよ！　頑張っちゃうよぉ～！」

　やっぱり、それを名乗っちゃうのね……。

　サンちゃん、名前をイニシャルにした理由は、サザンカとのかぶりを危惧してかな？

「むむむ！　そこにいるのは、葉は月づき先輩ではないですか！」

　ん？　今の声は……

「地区大会の決勝戦以来ですね！　お久しぶりです！　むふふふ！」

「わぁ！　久しぶりだね、……たんぽぽ！」

　ついでに、何か一匹アホがやってきた。

　いつもなら、うっとうしいことこの上ないが、今だけは有あり難がたい。

　では、ホースがたんぽぽに気を取られている隙に……

「サンちゃん。ひまわりの調子は……」

「さっきまではやばかったけど、今はどうにか気合で持ち直したぜ！」

　よかった……。つまり、サザンカの差し入れは無事にひまわりへ届けられたんだな。

　これなら、ホースがホームランチャレンジに失敗してつきみが慰める、『ホースつきみよしよし作戦』の実行は可能そうだ。

　けど、気合ってのはどういうことだ？　クリームパンを食べているのなら──

「ということで、如月きさらぎ先輩！　ご褒ほう美びタイムですよ！　むふふ！」

　俺の思考がまとまるより先に、たんぽぽがチョコチョコとこっちにやってきた。

　この様子を見る限りだと、俺おれ達たちと一緒に並ぶつもりだとは思うのだが、

「たんぽぽ。てめぇは、わたあめを作る担当だからここに一緒にいると……」

「その点なら心配いりません、如月きさらぎ先輩！　私には、とっても頼れるすんばらすぃお友達がいますから！　その方に代わってもらいます！　むふふふ！」

　それが誰かは予想がつくんだけどさ、てめぇは昨日そいつに……って、ダメだね。

　止める前にクルッて振り返って、その子のところに行っちゃってるね。

「撫なでし子こさーん！　ちょっと如月きさらぎ先輩にご褒ほう美びをあげたいので、私の代わりに──」

「わしに話しかけるんじゃねぇ!!　おんどれの代わりなんざ、やるわけないじゃろがぁぁぁ!!」

「ひょわ!?　なぜか撫なでし子こさんのご機嫌が斜めです！　いったいなぜ……はっ！　まさか、大親友の私に話しかけられて、喜びのあまりこんなことに！　嗚あ呼あ！　私はなんと罪な女の子なのでしょう！　……分かりました！　それでしたら、仕方ありませんね！　むふふぅ～ん！」

　さすがアホ神様と言わずにはいられない態度である。

「んなわけないじゃろが！　おんどれは昨日……んが！　話を聞かんかいぃぃぃ!!」

「……ジョーロ、あの二人はどういう関係なのかな？」

「……ああいう関係だ……」

　多分、仲は悪くないとは思う。……多分だけど。

「よし！　じゃあ、俺もそろそろ持ち場に戻るぜ！　ホース、がんばれよ！」

「えへへ！　ホース、そー簡単には打たせてあげないよぉ～！」

　そんなたんぽぽ達たちを見事にスルーして、サンちゃんとひまわりはそれぞれ持ち場へ戻っていこうとしてるんだが、サンちゃんの最後の言葉が気になるな。

　念のため、ひまわりに……

「おい、ひま……ミセスＨ！　ちゃんとやれるか？　大丈夫なんだよな!?」

「ジョーロ、心配しすぎだよ！　わたしにおまかせなんだから！」

　天てん真しん爛らん漫まんで元気な笑顔。だけど、なぜだろう？　この胸の内から沸々と湧く不安は……。




　グラウンドの入り口から移動し、ホームから伸びていた列に並ぶこと十五分……いよいよホースの順番がやってきた。

　ピッチャーは、予定通りひまわり。キャッチャーは、今日は芝しばがやっているな。

「ホースっち、がんばっしょ！」

「ボールをよく見ろ。当たれば、それなりに飛ぶはずだ」

　ここで行われる『ホースつきみよしよし作戦』では、まずホースをホームランチャレンジに挑戦させ、失敗してもらう。そして、落ち込むホースをつきみが励まして、何だかいい雰囲気を作るというプランだ。ただ、俺にとって最悪な事態は、ホースがうっかり成功した場合。

　そうなると、勝利したホースがみんなにわたあめプレゼント、さすが主人公！　という、俺にとって不都合極まりない事態が発生してしまうからだ。

　だが、ホースの運動神経は俺とさほど変わらないので、普段のひまわりだったら絶対に負けることはないだろう。……だが、クリームパン切れを起こしているひまわりなら別だ。

　ぶっちゃけ、確実にホースが勝つ。というわけで……

「さぁ、つきみ！　ホースの応援だ！　俺と一緒に全力で祈るぞ！」

「うん。ホース、信じる……」

　つきみと一緒に祈っとこ。作戦の詳細は、ホースが失敗してから説明する予定だから、つきみは多分、俺と真逆の内容で祈ってるんだろうけど……。

　ま、ぶっちゃけ、わざわざ祈らなくても問題ないんだけどな！

　並んでる間のひまわりを見たが、問題なく剛速球を投げてたし！

　いやー！　サザンカにクリームパンを差し入れてもらって、本当に助かったぜ！

「じゃあ、いっくよぉ～！　……クリーム、パン！」

「……うわっ！」

　ナーイス、ピーッチ！　素晴らしい剛速球！

　あれなら、ホースはぜってぇ打てねぇ！　なぜなら、俺が打てないから！

　つまり、この勝負の勝者は──

「……クリ～ム、ぱん！」

「……くっ！」

　弱体化が始まってるんですけどぉぉぉぉぉ!!　はぁ!?　なんでだよ!?

　サザンカが差し入れで、クリームパンを届けているはずだ！　なのに、なぜ……

「はぁ～！　やはり天使の私は幸せ者ですね！　まさか、匿名ワタゲストから差し入れをいただけるとは！　むふふふ！　とても美味おいしかったです！」

　あのアホかぁぁぁぁぁ!!　なんだその、『世の中の差し入れは全て自分の物』と言わんばかりの満足気な笑顔は！　……ってことは、ひまわりはサンちゃんの言う通り、気合でクリームパン不足を補っていただけで、本当は……

「くりぃ～む、……ぱぁ～ん」

　いやぁぁぁぁぁ!!　ひまわりが、ヘロヘロボールを投げ──

「……っ！　ここだ！」

　打っちゃったぁぁぁぁ！

　しかも、すげぇいい反応で走って…………スリーベースヒットなんですけどぉ!?

「よく頑張ったな……ひまわり……。くっ！　俺は感動してるぜ！」

　サンちゃん、俺は絶望しているよ……。

「よく打ったな！　スリーベースだから……、ほら、景品のわたあめ四つだぜ！」

「ありがとう、ミスターＴ」

　うん、分かってる。つまり、この後の展開ってのはさ……

「はい、つきみちゃん、チェリー会長。……それに、二人にも……」

　おろろぉぉぉん!!　俺にとって、最悪の展開になっちゃったよぉぉぉぉ！

　ホースが、つきみ、チェリー、パンジー、サザンカにわたあめあげちゃったぁ！

「え？　私わたし達たちは……」

「そうよ！　折角、ホースが打ったんだし、フーちゃんとホースで……」

「大丈夫だよ。二人には、繚りよう乱らん祭さいを案内してもらってるしさ、そのお礼ってことで」

「とても嬉うれしいわ。ありがとう、葉は月づき君」

「じゃ、じゃあ……、ありがたく受け取るわよ」

　あぁぁぁぁ!!　パンジーもサザンカも嬉うれしそうな顔してるぅぅぅぅ!!

　これが嫌だった……、これが嫌だったのにぃぃぃぃ!!

　ぐぬぬっ！　ホースの奴やつ、やけに達成感溢あふれる笑顔でこっちにきやがった！

　嫌味か!?　嫌味を言うのか!?

「ありがとう、……ジョーロ」

　そのピュアな笑顔をやめろぉぉぉぉぉ！

　違うのぉ～！　別に、君に打たせるために仕組んだんじゃないのぉ～！

「はっはっは！　まったく、君は何を言ってるんだい？　俺は何もしてないぞぉ～！」

「くすっ。……分かったよ」

　なにも分かってねぇんだよ、こんちくしょう!!

　くっ！　耐えろ！　ここで折れていてはダメだ！

　このまま、パンジーやサザンカとストロベリーな空気をかもし出される前に……

「つきみ！　つきみもホースにお礼を言うんだ！　もう、思いっきりそばに近づいて！」

「……っ！　確かに……。お礼、伝える。ホース、達成感持つ。さすが、ジョーロ。まさに、砂の丘にサンキユー君臨せし者ジエネラル」

　ホースに聞こえないように、ボソボソとつきみへと指示。

『サンキュー』と『砂丘』を混ぜ合わせた不名誉な二つ名はついたが、これで……

「ホース、ワタシもお礼を……」

「うみゃ！　つきみっち！　いきなり押さないでほしいっしょ！　うぅ～、顔にわたあめがベットリついちゃったっしょ～……」

「あぅ……。ご、ごめん……、チェリー会長」

　また、チェリーかよぉぉぉぉ!!　まるでぶつかるためにわざと移動したとしか思えないドジっぷりを披露して、ラブコメイベントを起こしやがって！　なんて恐ろしい奴やつだ……。

「またですか、チェリー会長？　ほら、動かないで……」

「うぅ～……。ホースっち、ありがとぉ～」

　きぃぃぃぃ!!　ホースが楽しそうなのはいいけど、つきみが寂しそうな顔をしてるよぉ！

　まずいぞ……。まさか二連続で、作戦がチェリーに乗っ取られちまうなんて……。

「なんかホースっち、今日はうちのお世話係って感じだね！　うししし！」

「今日は……ですか。……そうですね」

「あー！　なにその元気のなさそうな顔！　ホースっち、笑顔だよ、笑顔！」

　んもぉぉぉ！　本当なら、つきみがホースのお世話係だったのにぃぃぃぃ!!

　いい雰囲気だよぉ！　すっげぇいい雰囲気が漂っちゃってるよぉ！

「ワタシ……お礼すら、満足に言えない。……ぐす……」

　ちゅきみぃぃぃぃ！　ちゅきみの雰囲気が、最悪になっちゃったよぉぉ！

「すんばらすぃヒットでしたよ、葉は月づき先輩！　葉は月づき先輩なら、もしかしたら私からワンダフルなご褒ほう美びがある、大おお賀が先輩へのスペシャルチャレンジも成功するかもですね！　むふ！」

　こうなったら、次のコスプレお化ばけ屋や敷しきで絶対に挽ばん回かいしてやる！

　俺、パンジー、サザンカ、チェリーとホース、つきみ、フーちゃんで分かれれば、人数的にもちょうどいいし、絶対チェリーに乗っ取られることもないからな！

「おい、たんぽぽ」

「む？　なんでしょうか、特とく正しよう先輩？」

「そのスペシャルチャレンジとワンダフルなご褒ほう美びとやらは、どのような内容になっている？」

「そんなに難しい話じゃないですよ！　テニスボールとテニスラケットではなく、野球の球とバットを使って、大おお賀が先輩に挑戦するだけです！　……そして、ホームランを打った暁には、なんと超ワンダフルな景品として、私からほっぺにチューをしてもらえるのです！　むふ！」

　ねぇ、たんぽぽさん？　その難易度にまるで見合ってない景品だけどね、ある人にとってはものすごく難易度に適したワンダフルな景品になっていて……

「どうやら、俺はここまでのようだな……」

　あぁぁぁぁ!!　フーちゃんがどこからともなくバットを取り出して、サンちゃんの所に向かっちゃってるんだけどぉぉぉ！

　やめて！　ここでフーちゃんがいなくなっちゃうと、お化ばけ屋や敷しきの割り振りが……

「大おお賀が」

「お？　どうした、特とく正しよう？」

「今年の地区大会では敗れたが、それは過去の話。今の俺は、あの時よりも強いぞ」

「へぇ……。そいつはつまり、俺の球を打てるって言ってるのか？」

「ふっ。愚問だな……。たんぽぽぉ！　そのスペシャルチャレンジとやら、この俺が必ず達成してみせようではないか！」

　やっぱり、そうなっちゃうよねぇ!!

　なんで、こう俺にとって不都合な方向にばっか、話が進むんだよ！

「ひょぉぉぉぉ！　なぜか特とく正しよう先輩の表情が羅刹の如ごとき形相に！　怖いです！　お、大おお賀が先輩、絶対に、絶対に打たれちゃダメですからね！」

「お、おい、フーちゃん！　まだこの後の予定が……」

「ジョーロ。すまんが俺には、やらねばならぬことができたのだ！　あの女の唇は、誰にも渡すわけにはいかん！　これは、最優先事項だ！」





※






　フーちゃんという貴重な人員をアホに割かれた後、俺おれ達たちが向かったのは校舎の中。これからホース達たちを、うちのクラスがやっているコスプレお化ばけ屋や敷しきに案内するわけだが……

「どうしてこうなった……」

　絶望を漏らさずにはいられない、ドンヨリとした気持ちでいっぱいだ。

「ジョーロ……、次の案内……お願い……ぐす……」

　しかも、つきみもここまでの失敗が原因で、かなり意気消沈の状態。

　メンタルが相当弱っているようで、すがるように俺の制服をつまんでいる。

　……ダメだ。このまま俺がへこんでたら、誰がつきみをフォローする？

　ここは気を取り直して、まずはつきみを励ますところから──

「ジョーロ、僕からも早く案内してもらえると助かるかな。次はどこに行くの？」

　肝心な時にホースが来ちゃって、励ませる気がしないんですけど……。

「分かってるって！　次は、うちのクラスがやってる、コスプレお化ばけ屋や敷しきに行くぞ！」

「コスプレお化ばけ屋や敷しき？　なにそれ？　お化けって、そもそもコスプレじゃ……」

「気にするな、入れば分かる。存分に、楽しんでくれよ。クックック……」

　とりあえず、ゲス顔でごまかしてみたが、どうする？　まずい……、色々まずいぞ……。

　つきみの意気消沈。フーちゃんの離脱。どっちも、最悪の事態だ。

　次のコスプレお化ばけ屋や敷しきでは、お化ばけ屋や敷しきでドジイベントを巻き起こしそうなチェリーは俺おれ達たちと一緒に天国の道を進んでもらって、ホース、つきみ、フーちゃんに地獄の道を進んでもらう予定だった。全部で七人だったし、四、三に分けるのは自然にいける。

　だが、フーちゃんが離脱してしまったので、人数は全部で六人になった。

　つまり、俺のプラン通りに分けると、四、二という不自然極まりない分け方になるのだ。

　となると、ここで取るべき対策は……はぁ……。俺がホース達たちについてくしかねぇよなぁ。

　パインちゃんのチョコレートコスプレは、見たくて仕方ねぇけど、パンジーとサザンカをホースと一緒に行かせるわけにはいかねぇし。

　今日唯一の楽しみが消滅か……。切ねぇ……。

「へぇ～、お化ばけ屋や敷しきの衣装、サザ……ミセスＳが作ったんだ！　料理だけじゃなくて、裁縫も得意なんて、やっぱり、ミセスＳはいいお嫁さんになれそうっしょ！」

「ちょっ！　べ、別にこのぐらい普通です！　普通！　変なこと言わないで下さい！」

「うしし！　うち、別に誰のお嫁さんとは言ってないんだけどなぁ～！」

「～～～っ!!」

　俺おれ達たちの後ろを歩く、サザンカとチェリーは楽しそうに会話をしている。

　ただ、それよりも気になるのは……

「お、おい！　あの子、確か花か舞ぶ展てんと体育祭の時の子じゃないか！」

「やっぱうちの学校の生徒なんだよな！　くそっ！　いったい、誰なんだ……」

　パンジーの注目され具合だ。

　ま、普段は三つ編み眼鏡で隠してるけど、本当の姿がこれだったら、みんなも驚くよな。

　ぶっちゃけ、パンジーは注目されるのが苦手な奴やつだから、少し心配だったのだが……

「おい、んなくっつくなよ……。歩きづれぇだろが……」

「あら？　それはごめんなさい。ふふっ」

　逆にそれを利用して、やけにくっついてきてうっとうしくてしゃあない。

　……ん？　なんか、ホースの奴やつが何とも言えない複雑な表情をしてやがるな。

　あの顔からするに、中学時代のことでも思い出して、後悔しているんだろう。

　ったく、しょうもねぇことを気にしやがって。

「別に、てめぇがやったことは無駄じゃねぇよ」

「……え？　いや、僕は何も言って……」

　てめぇは、パンジーをちゃんと守ってた。

　そして、パンジーはそれに感謝してるからこそ、今日てめぇを歓迎してるんだ。

「その顔を見りゃ、何を考えてるか丸分かりだっつーの」

　ようやく、少しぐらい追いつけたと思ったが、まだまだ遠い。

　自分の失敗を受け入れて、成長してくんだからこいつは厄介だよ。だからこそ、俺は……

「っと、着いたぜ。ここが、うちのクラスの出し物……コスプレお化ばけ屋や敷しきだ」

　そうこうしているうちに、無事にコスプレお化ばけ屋や敷しきに到着。

　今、受付をしているのは、プリムラと、……俺の友達のあすなろだ。

「お！　ジョーロじゃ～ん！　おいすっすぅ～！」

　一昨日にあったあの一件以来、あすなろとはほとんど話していない。

　今日の事情も、俺じゃなくてひまわりから説明をされている。

　だから、顔を合わせるのはあの時以来なのだが……

「やっと来ましたか！　お久しぶりですね、ホース、チェリーさん！」

　まるで気にした様子もない笑顔を見せられると、妙に胸が痛くなる。

「あすなろっち、久しぶり～！　元気してたっしょ？」

「ふっふっふ！　もちろん元気ですよ、チェリーさん！　ですが、今の私はその名ではありません！　ミスＡとお呼び下さい！」

　パンジーの友達が名乗るふざけた異名の中で、一人だけ異なる名乗り方をするあすなろ。

　それがどういう意味を持つかなんて……、言うまでもねぇよな……。

「いやぁ～、よく来てくれたね！　ほんで、ジョーロと一緒にいるのが噂うわさのご一行さんかね？」

「まぁな。……プリムラ、俺おれ達たち全員で入る予定なんだが、……首尾は整ってるか？」

「もっちのろん！　失禁、悲鳴、阿あ鼻び叫きよう喚かんを約束しちゃうぜい！」

　つい、あすなろに話しかけるのが怖くなり、プリムラへ確認をしてしまう自分が情けない。

「ひっ！　思った以上に本格的なやつっぽいっしょ！　ホ、ホースっち！　うち、お化けって苦手なの！　手！　手を繫つないでほしいっしょ！」

「え？　ま、まぁ大丈夫ですけど……、それなら外で待ってたらいいのでは？」

「ダメっしょ！　うちだけ一人で待つなんて、寂しいっしょ！」

　チェリーの奴やつ、ホースの手を思い切り握って、またもやラブコメイベントか！

　くそ！　このままじゃ、つきみが……ん？　なんか、ホースが俺を見ているのだが、

「ねぇ、ジョーロ。チェリー会長が怖がってるしさ、このコスプレお化ばけ屋や敷しきだけど……」

「なんだよ、ホース？」

「僕と君の、二人だけで入らない？」

　やけに真剣な表情で俺を見つめて、ホースはそう言った。

　……なるほどな。

　そりゃ、ホースが何の考えも無しに繚りよう乱らん祭さいにくるわけがないか。

　こいつにも目的があって、そいつを達成するには、俺と二人になれると都合がいいのだろう。

「はぁ……。仕方ねぇな……」

　……ま、今日の主役はホースだしな。こいつがそう望んでるんだったら……

「葉は月づき君、それなら私も付き合うわ」

　はい！　絶対ダメぇ！

「パンジーと俺とホースの三人だけだぁ～？」

　そんなメンバーでお化ばけ屋や敷しきに入ったら、絶対に余計なイベントが起きるだろうが！

「そもそも今日は、唐とう菖しよう蒲ぶの連中を歓迎する日だ！　なのに、三人だけがお化ばけ屋や敷しきに入るなんてのはおかしい！　よって、却下！　お化ばけ屋や敷しきには全員で入る！」

「そ、そうっしょ！　うちも一緒入る！　ホースっちは今日、うちのお世話係っしょ！」

　なんか珍しくチェリーが、俺に好都合なことを言ってくれた。

　怖がってる割にやる気満々だな、チェリー……。

「ワ、ワタシも、行く！　今度こそ、頑張るっ！」

　しかも、つきみも復活して何だかやる気の様子！　これは、頼もしい！

「分かったよ。なら、今は君に従うよ」

「そりゃ、どーも」

　つまり、絶対に目的を果たすつもりってことか。

　パンジーといい、ホースといい、……ほんとに、何を企たくらんでるんだよ……。

「はい！　変な空気おしまい！　それじゃ、みんなでお化ばけ屋や敷しきに入りましょ！」

　パンと手を合わせて、明るい笑顔を浮かべるサザンカ。

　こういう時、場をまとめるのがうまいサザンカがいるのは本当に助かるよな。

　なら、最後に念のため……

「……つきみ、頼んだぞ！」

「次は、絶対、頑張る。ワタシ、絶対、守る」

　お化ばけ屋や敷しきでつきみに密着されりゃ、ホースだってつまらないとは言えないはずだ！

　しかも、次はチェリーをホースと確実に引き離せるわけだし、この勝負……勝てるぞ！

「ほんじゃま、ジョーロさんご一行、ごにゅ～じょ～」

「楽しんできて下さいね！」




　それから、俺おれ達たち六人はコスプレお化ばけ屋や敷しきに入場。

　ここで行われる、『ホースつきみお化けこわぁ～い作戦』は、お化けを怖がるつきみがホースにベッタリと抱きつき、ホースをドキマギさせるというものなのだが……

「こ、怖いっしょ～！　ホースっち、いるよね？　いるよね!?」

「いますよ。だから、もう少し離れて……」

「む、むむむ無理っしょぉぉぉ！」

　すでに、チェリーがベットリしていて、つきみの入る余地がまるでねぇ……。

　しかし、それも今だけだ。もう少しで……見えた！

『地獄の道』と『天国の道』を示す看板だ。

「んじゃ、俺とホースとつきみが『地獄の道』。ミセスＰとミセスＳ、それにチェリーさんが『天国の道』を進むとするか」

　はぁ……。本当は行きたかったよぉ……。チョコレートパインちゃんのところ……。

　でも、優先すべきはホースの思い出作りだし……

「い、嫌っしょ！　うちは、ホースっちと一緒！　こ、怖いっしょぉ～……」

　この駄々っ子め！　俺の自己犠牲をなんだと思っているのだ！

「いや、チェリーさん。怖いなら、ミセスＰ達たちと一緒に安全な……」

「ホースっちと一緒じゃなくなるほうが怖いっしょ！　今日のうちのお世話係はホースっち！　だから、うちはホースっちと一緒に左の道に進むっしょ！」

　だーかーらー、さっきから君がホースを独占しすぎて、つきみが困ってるの！

「ねぇ、チェリーさんもこう言ってるんだしさ、あたし達たち三人とチェリーさん達たち三人で分かれましょうよ？　それなら、三、三でちょうどいいし……」

「私もミセスＳに賛成よ。私、ジョーロ君と一緒がいいわ」

　ぐっ！　思わず首を縦に振りそうになるが、堪えろ。今の状況だと、そいつはまずい。

　そうなっちまうと、またつきみが……む？　なにやらつきみが、強い決意の表情で俺を見つめているな。まさか、この状況でもホースにベッタリできるということか？　なら……、

「わ、分かったよ……。んじゃ、俺らは向こうにいくから、出口で合流しようぜ」

　ここはつきみを信じて、サザンカとパンジーの提案をのむしかない。

　なんか去り際に、ホースが訝いぶかしげな視線を向けてきたんだが……、いや、別に俺がチェリーをそっちに行くように仕向けたわけじゃないからね？




　さーて！　それでは向こうの様子は気がかりだが、今だけは忘れてご褒ほう美びタイムを堪たん能のうさせてもらいましょうか！

　色々と問題はあったけど、どうにか無事にホースはつきみと『地獄の道』へと向かわせた！

　いやぁ～！　ダメだと思ってたことが、ダメじゃなくなると、めっちゃ嬉うれしいな！

　うひひひ……。待ってろよ、パインちゃん！

「ねぇ……。本当に超スペシャルタイムに来て大丈夫？　パインって、マジですごいわよ？」

　おいおい、サザンカ～。そんなにパインちゃんのハードルを上げるなよぉ～！

　そんな心配そうな顔をするなんて、いったいどんだけエロいんだよ、パインちゃん！

「ああ、大丈夫だぜ！　だから、安心しろよ！」

「そ、そう……。なら、いいけど……」

「さて、どうなるかしらね……」

　いまいち歯切れの悪いサザンカに、やけに真剣な表情のパンジー。

　しかーし！　そんな二人を気にする必要はない！

　なんせ、今回はなんと！　いつもの妄想ではなく、現実で！

　あの御方の実力が、見れちゃうわけなんですから！

　前回はアホに支配され、前々回は男達たちのナイスボディをお見舞いされた！

　そんな残念な結果ばかりだった俺にやってきた、ようやくの素敵タイム！

　お！　道の先にちょっと広めの空間があるぞ！

　それでは、今日はいつもと違って現実だけど、恒例のやついってみよう！




　親愛なる我らが世界の支配者イラストレーター……神ブリキ様！　我に力を与え──




「ふふふ！　よく来てくれたわね！　さぁ、堪たん能のうしてちょうだい！　私の、肉・体・美♡」




　なんだこの生物はぁぁぁぁぁ!!　でかっ！　身長、でかっ！　軽く１９０センチメートルはあるぞ！　格好は、かなり露出の激しいビキニなんだが……、いや、筋肉がやっべぇ！

　もう、ムッキムキ！　エロさが微み塵じんもねぇ！　こ、これがパインちゃんだと!?

　この女、どこかで……はっ！　いつもプリムラと一緒にいて、何やら10巻のカラー絵的な場所でも、小さく書かれているのに圧倒的な存在感を放っていた……あの女だぁぁぁぁ!!

　そんな女が、すさまじい露出のビキニでこっちに近づいて……

「触ってもいいわよ？　私の自慢の、上・腕・二頭筋♡」

「ぎぃぃぃぃぃぃやぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!　チョモランマァァァァ!!」

　上腕二頭筋が、チョモランマ山脈の如ごとく隆起してるよぉぉぉぉ!!

「きゃぁぁぁぁぁ!!　あ、あんた、ちょっとどこ触って……」

　完全に恐怖に支配された俺は、本能のままに隣のサザンカに抱きついた。

　が、それはサザンカとしても予想外だったのだろう。

　凄すさまじいパワーで、思い切り吹っ飛ばされた。

「ひびゃ！」

「あ、あんたね……、そ、そういうのは二人きりの時にやりなさいよ！　し、信じらんない！」

　何かをサザンカが叫んでいるが、それを気にする余裕はなし。

　なんせ、俺の目の前には、今、俺の目の前には……
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「ほぉ～ら、美味おいしい美味おいしい、チョコレェト」

　とんでもなく割れに割れた、腹筋が迫ってきているのである。

「板チョコが、板チョコが迫ってきてるぅぅぅぅぅ!!」

「ジョーロ君、落ち着いてちょうだ……っ!!　こ、これは、すごいわね……」

　次に、俺が抱きついた先はパンジー。

　何やら柔らかい感触はあるのだが、それどころじゃない。

　そこから先の記憶はほとんどなく、俺はただただ恐怖に支配されていったのであった。




「神がご乱心じゃ……。神がご乱心やでぇ……」

「お化ばけ屋や敷しきってすごいわ……」

「はぁー！　はぁー！　ビ、ビックリした。本当にビックリした……」

　大急ぎでお化ばけ屋や敷しきを出て恐怖に体を震わせていると、ホース達たちも出てきた。

　何やら心配そうな表情で、こっちを見てきている。

「あのさ、ジョーロ。……大丈夫？」

「だ、大丈夫に決まってるだろ！　で、そっちはどうだった？　楽しかったか？」

　忘れろ！　さっきのアレはもう忘れるんだ！

　だ、大体、重要なのはホース達たちがちゃんと楽しめたかであって……

「そうだね。楽しかったかどうかはさておき、……チェリー会長が大変なことになったよ」

「ホースっち、言っちゃダメっしょ！　さっきのは忘れて！　ほんと、忘れて！」

　は？　チェリーが、大変なことになった、と？

「チェリーさん、ホースの顔にお尻。とても大変」

「んなっ！　チェリーさんが……っ！　くっ！　まさか、そこまでとは……っ！」

　ドジの申し子め！　ある意味、ご褒ほう美びとも言えるがまずいぞ！

　なんせ、本来であればくっつくはずだったつきみが……

「ジョーロ、ワタシ、役立たず……ぐす……」

　あぁぁぁぁ!!　やっぱりぃぃぃ！　めっちゃ落ち込んじゃってるじゃん！

「お、おい、つきみ！　大丈夫だ！　大丈夫だから、そんな気にするなよ！」

　やばい。非常にやばい……。

　つきみとしては、ホースに楽しい思い出が作れていないと思っているのだろう。

　このままだと、自分では力不足と感じて、パンジーに全てを任せかねん。

　どうにか、つきみのモチベーションを上昇させなくては！





※






　お化ばけ屋や敷しきをあとにした俺おれ達たちが、次に向かったのは生徒会室。

　一応、当初の予定通りの場所へは行けているのだが、起きているイベントが予想外すぎて、作戦はまるで上手うまくいっている気がしない。

「え！　生徒会室に行けば、ミセスＰが作ったお菓子が食べれるっしょ!?」

「ええ。私も少しでもコスモ……こほん。生徒会長さんの力になりたくて、クッキーを焼いて商品として使ってほしいとお願いしたんです」

「うわぁ～！　楽しみっしょ！」

　誰が一番繚りよう乱らん祭さいを楽しんでるかって聞かれたら、間違いなく事情を知らないチェリーだよな。

　つきみは、さっきの失敗が尾を引いて、しょんぼりしちゃってるし。

　それと、今回の作戦を開始してからずっと気になっていることなのだが……

「ねぇ、ジョーロ。ミセスＰのお菓子って美味おいしいんだよね？」

　なぜ、この男は事あるごとに俺へ話しかけてくるのだろう？

　今は少しでも、つきみを元気づけてやりたいというのに、ホースに話しかけられちまうと、それも叶かなわない。……ちと、厄介だな。

「……まぁな。あと、生徒会長の料理もメチャクチャ美味うまいから、何か食ってみろよ」

「そうなんだ。ちなみに、オススメは何？」

「ほぼ全部オススメだが、……ブロッコリーご飯だけはやめとけ」

「何それ？」

「過去の黒歴史から持ち込まれた、生徒会長渾こん身しんの一作だ……」

　さて、いよいよ俺おれ達たちの順番が回ってきたな。

　歓迎してくるのはコスモスだろうから、またあの変な名前を──

「やぁやぁ、葉は月づき殿、桜さくら原ばら殿、草くさ見み殿！　よくいらっしゃいましたな！　小生は、この西にし木き蔦づた高校の生徒会長を務める、秋あき野の桜さくら左ざ衛え門もん夫ふ人じんにございますぞ！」

　変っていうか、大変な名前を名乗られてしまってますね……。

　ホースが来るってことで、緊張して芝しば居をした結果、こうなっちまったか……。

「ジョーロ君、ジョーロ君！　この格好はどうかな？　私なりに頑張ってみたんだけど……」

　俺に対しては普通に話せるようで、可愛かわいらしいフリルのエプロン姿で、何か期待するような視線を向けてきている。

「ええ、よく似合ってると思いますよ。……昨日と比べて遥はるかに」

「わぁぁぁ！　本当かい！　すごく嬉うれしいよ！」

　まぁ、喜んでくれたならいいんだけどね……。




　パンジーとサザンカは昨日言っていた通り、昼時の一番忙しい時間は生徒会の手伝い。

　そして、俺おれ達たち四人は混雑していたということもあって、それぞれ二人用のテーブルに着席。

　その割り振りだが、

「よし、つきみ！　一度、作戦を練り直すぞ！　本番はここからだ！　ここから！」

「……うん」

　俺とつきみ、ホースとチェリーに分かれての着席だ。

　もちろん理由は、この後の作戦をつきみと考えるため。

　午後の予定……、それはホースにベストカップル決定戦に参加してもらうこと。

　そして、誰と一緒に出るかは、ホースに選んでもらう。

　繚りよう乱らん祭さいを回っているのは、俺、ホース、つきみ、チェリー、パンジー、サザンカ。

　本来であれば、フーちゃんも一緒の予定だったのだが、アホなご褒ほう美びが原因で離脱。

　今も戻ってきていないことを考えると、午後も戻ってくる可能性は低いだろう。

　つまり、フーちゃんを除いた六人で、ベストカップル決定戦に臨むということだ。

　ここで重要になってくるのは、ホースがいったい誰をパートナーに選ぶのか。

　候補は四人。つきみ、チェリー、パンジー、サザンカだ。

　俺の理想は、つきみが選ばれることで、妥協案がチェリー。

　そして、まかり間違っても、パンジーとサザンカとは出てほしくない。

　現状を考えると、サザンカが選ばれる確率は、ほぼゼロと言っていいだろう。

　なんせ、今日初めてかかわることになった上に、そこまで話してねぇからな。

　だが、パンジーは別だ。ハッキリ言って、めちゃくちゃ確率が高い。

　俺としては、午前中につきみといい感じの空気を作ってもらって、つきみが選ばれやすい状況を作りたかったのだが、それはチェリーのドジによって木こっ端ぱ微み塵じんに打ち砕かれた。

　今日もあいつのドジは絶好調で、やけにホースとのイベントを引き起こすのだ。

　ただ、その分ホースとチェリーの距離が縮んでいるかと聞かれると、そうではない。

　なんせ、チェリーのドジは通常運転。ホースにとって、あれはもはやいつものことなのだ。

　故に、ここからベストカップル決定戦のペアを誰か選んでとホースにたずねた場合、これといっていい空気の作れていないつきみや、いつも通りのチェリーではなく……ぐっ！

　考えただけで、問答無用で差し出された二日連続のブロッコリーご飯が胃から逆流しかけた。

　……なんとか、なんとか、つきみにホースとベストカップル決定戦に出てもらいたい！

　そのためには、つきみの奮闘が必要なのだが、

「つきみ、午後のベストカップル決定戦だけどよ、ホースに自分と一緒に出てほしいってお願いするのはどうだ？」

　現在時刻は正午を少し回ったところ。ベストカップル決定戦は午後三時から。

　だから、残り時間でどうにかつきみに、ホースといい雰囲気を作ってもらえれば……

「……無理。ワタシじゃ、ホース、楽しませられない」

　悲しい顔をして、フルフルと首を横に振るつきみ。

　そう、肝心のつきみは、ここまでの失敗続きで完膚なきまでに自信喪失しているのだ。

　初めから、そこまで自信がある様子ではなかったが、それに拍車をかけてしまった。

「菫すみれ子こがいい。きっと菫すみれ子こなら、上手にできる。……ぐす……」

　まずいな……。

　やっぱり、つきみとしてはホースを楽しませることができていないと感じてたか。

「ワタシ、全然、できてない。野球の時のお礼も、お化ばけ屋や敷しきも、ワタシ、役立たず……」

「そんなことねぇよ！　つきみなりに精一杯頑張ってたじゃねぇか！」

「頑張ってもダメ。結果、大事」

「そ、そうかもしれねぇけどよ、ホースならつきみの努力もちゃんと分かって──」

「ねぇ、つきみちゃん。ちょっと僕と席を代わってくれない？」

　んなっ！　なんだ、ホースの奴やつ！　いきなり、俺おれ達たちの席にきやがって！

　びっくりした……。今の話は、聞かれてねぇよな？

　とにかく、今は席に戻ってもらうことを最優先に行動しねぇと……。

「え？　でも、今、ワタシ、ジョーロと……」

「そうだよ。席が空いたら合流すればいいんだしよ。今は向こうに──」

「もう君きみ達たちが何を企たくらんでるか、気づいてるよ？」

「っ！」

「うげっ！」

　やっべぇぇぇぇ！　大丈夫だとは思ったが、ダメだったのか!?　どうする!?　もしこっちの企たくらみがバレてたら、根本的にこいつがベストカップル決定戦に出場しないってのも……

「あ、あの……、ホース……」

「大丈夫だよ、つきみちゃん。別に、怒ってるわけじゃないからさ。ただ、その件でジョーロと話したいから、僕と席を代わってもらえない？」

「あ、えと……」

　つきみはうろたえた様子で、俺とホースを交互に確認している。

　恐らくだが、自分ではどうしていいか分からず、俺に頼っているのだろう。

　だったら、

「つきみ、ホースの言う通りにしていいよ。こいつとは、俺が話す」

「わ、分かった……」

　ここは、ホースの要望通りに行動したほうがいい。

　俺からの言葉を聞くと、つきみはいそいそと立ち上がり、チェリーの座っている席へと移動していった。なーに、大丈夫だ！　ホースは怒ってないって言ってたし、きっと笑って──

「茶番は、ここまででいいよね？」

　噓うそつきぃぃぃぃ!!　笑顔が１ミクロンも見当たらないよぉぉぉ!!

「怒ってねぇんじゃなかったのか？」

「怒ってないよ、つきみちゃんにはね」

　怖いよぉぉぉぉぉ!!　この人、俺にはめっちゃ怒ってるよぉぉぉ!!

　だ、だが、本当にバレたのか!?　俺の企たくらみが!?

　すっげぇ可能性は低い気がするけど、まだ『気づいてる』って言っただけだし、奇跡的に俺の目的を勘違いしてる可能性も……

「ま、そういうことだよな」

　できる限り冷静に振舞おうと心がけたのだが、やはり恐怖心に勝てず、思わずパイプ椅子に深く背中をあずけてしまった。……なんと情けないことか。

「僕も目的があってここに来ている以上、君が目的を持って行動すること自体に文句はない。けどね……、ここまで露骨なのはどうかと思うわけ」

「露骨ね……。んじゃ、一応確認するが、俺の目的ってのはなんだと思う？」

　お願いします、神様！　どうかこのわたくしめに、ささやかな奇跡を……

「簡単だよ。君は……いや、君とサザンカちゃんは、つきみちゃんとフーちゃんと協力して、僕とチェリー会長に色々な思い出を作ろうとしている」

　ミラコォォォォォォ!!　神はいた！　実在したのだ！

　この俺に、この俺に奇跡が起きたではないか！　マジ、超セーフ！

「そうか、そう思ったのか。……くくく」

　よがっだよぉ～！　ほんどにバレてなくて、よがっだよぉぉぉぉ！

　いやね、俺もチェリーにはマジでびっくりしてるのよ！　ドジが荒れ狂ってて！

　……っと、いかんいかん。ついはしゃぎそうになったが、ここは冷静になれ。

　折角ホースが勘違いをしているんだし、ここは……

「……見落としてるな」

　とりあえず、かっこつけとこ。かっこよさ、盛れるだけ盛っとこ。

「え？」

　あ、よいしょっとぉ～。俺もホースの目的がさっぱり分からないことは、棚に上げまして。

　今の俺はアレだな。主人公の一歩先をいっちゃう、クールなライバルキャラだな。

「多少裏の気持ちは分かるようになったようだが、悪癖はまだ直ってないってところか」

「僕の悪癖？」

　いやぁ～、このふてぶてしい態度。俺、超かっこいいわぁ～。

　でも、やりすぎちゃうとホースが怒って帰りそうだから、そこは注意しよう。

「なんでもかんでも、恋愛事に結びつけるなよ。世の中、そんな単純にはできちゃねぇぞ？」

「つまり、それって……」

「ラブコメにばっか夢中になって、一番大事なもんを見落としてる。……だから、気づかない。いや、そもそもの可能性から、真実を排除しているんだ」

　俺の口ってすごいわぁ～。でまかせが、どんどんあふれ出してくるわぁ～。

　でさ、ホース君は何を企たくらんでるわけ？

「どういうことだよ？　僕が見落としてる？　それに真実を排除してるって……」

「おいおい。てめぇだって俺に隠してる目的があるんだろ？　だってのに、そいつを言わずに、俺からばっか目的を聞こうとするなよ」

　ほら、さっさと教えろ、てめぇの目的を！

　ほんと、ちょっと！　ちょっとだけでもいいから、教えて下さい！

「まさか、君は僕の目的が何か気づいて……っ！」

　全然気づいてまっしぇーん！

　くそっ！　こいつ、まるで言い出しそうにねぇじゃねぇか！　だったら……、

「いいか？　別に俺は、チェリーさんのためにも、つきみのためにも行動してねぇ。最初から最後まで、自分のためにしか行動してねぇし、今後もするつもりもねぇ」

　はい、ヒントあげただろ！　だから、そっちもヒントちょーだい！

　ギブアンドテイクってあるじゃん？　これって、そういう流れだと思うんだよね。

「だったら、君はどうして僕を歓迎して……」

　この我わが侭まま坊ぼう主ずめ！　自分だけ情報を得て、俺には情報無しとかどういうことだ！

「そいつはこれからのお楽しみだ。本番はここからなんだからな」

　なんとしても……、なんとしても、ホースとパンジーが午後のベストカップル決定戦に出場するのを阻止してくれる！　そして、ホースの目的を完膚なきまでに暴いてくれるわ！

「ったく、なんで俺ばっかこんな苦労をするのかね？　ほんと、昨日から予想外の連続だ」

「昨日？」

　まずい！　焦あせって、余計な本音が漏れた！　マジで目的がバレる！

「独り言だ。気にするな」

　ちくしょぉぉぉ!!　なんで俺ばっか、こんな追い詰められなきゃならねぇんだよ！

「さて、今日の繚りよう乱らん祭さい二日目。まだ午前が終わっただけで、午後は残ってる。ここから先も、しっかりとナビゲーターを務めてやるよ、ラブコメ主人公」

　んもぉぉぉぉぉ!!　ほんと、誰かなんとかしてよ、この状況！







[image: 第五章　俺は気がつくと、あの時の僕になっていた]
















　現在時刻は午後一時。

　やばい……。やばいよぉ～……。ジョーロ君、大ピンチだよぉ～。

　これも全て、昨日の繚りよう乱らん祭さい一日目、つきみから問答無用で引き受けさせられた依頼が原因だ。

『最後に、ワタシ達たちでホースに素敵な思い出を作りたい』

　いやさ、これだけ聞くと、つきみ達たち唐とう菖しよう蒲ぶメンバーが、もうすぐ海外留学でオーストラリアに行っちまうホースのために素敵な思い出を作るのを、ちょっと手伝うだけだと思うじゃん？

　でもね、実際は違ったのよ……。『ワタシ達たち』に含まれてたのは、唐とう菖しよう蒲ぶメンバーではなく、『俺、パンジー、つきみ』の三人。

　で、思い出作りの場として選ばれたのは、西にし木き蔦づた高校繚りよう乱らん祭さい。

　しかも、つきみの発案する『ホースの素敵な思い出』ってのが、パンジーと仲良く繚りよう乱らん祭さいを過ごすってとち狂ったもんなんだから大変だ。

　そんなん、絶対に阻止してくれる！　──と、意気込んだ俺は、つきみが考えていた『パンジーとホースの素敵な思い出』を『つきみとホースの素敵な思い出』に差し替えることにした。

　別に素敵な思い出だったら、なんでもいいわけだしな！

　ホースには、存分につきみと繚りよう乱らん祭さいをエンジョイしてもらって、素敵な思い出と共にオーストラリアにサヨナラバイバイで、無事にミッションコンプリート！

　もちろん、俺おれ達たちも手伝うぜ！　ただし、その思い出作りの際、ホースにはできる限りパンジーや他の図書室メンバーと余計なイチャイチャはさせない！

　そんな表と裏の目的を抱いた、繚りよう乱らん祭さい二日目もいよいよ後半戦に突入ってわけよ。

　いやぁ～、さすが俺だな！　午前中に立てた様々なつきみとホースのラブコメイベントは、……全部失敗しちゃったよぉぉぉぉ！

　そのせいで、つきみは自分がホースを楽しませることができなかったと判断して、ドへこみしちまうし、ホースは俺に警戒心をめっちゃ高めて、かっこいい主人公決め顔しちゃってるし、……超絶大ピンチってわけですよ！

　は？　なんで、んなことになったかって？

　そりゃ、あれよ。今日の繚りよう乱らん祭さいに、ウキウキと楽しむためだけにやってきた……

「ん～！　今日はすっごく楽しい！　ほんと、来て大正解だったっしょ！」

　この女が原因じゃぁぁぁぁ!!

　ドジに愛され、ドジに生きる女……桜原桃チエリー。

　もはや、わざとじゃないかと疑いたくなるくらいの常識外れのドジを多発し、つきみとホースのラブコメイベントを全て、自分とホースのラブコメイベントに差し替えやがった。

　で、チェリーさんは繚りよう乱らん祭さいをエンジョイされていて、大変ご満悦なわけですが……

「……ワタシ、何もできてない。楽しませれてない。……ぐす……」

　つきみさんのテンションは、駄々下がりとなったわけです！

　だから、俺はどうにかしてつきみのテンションを回復させなくてはならない！

　そして、ホースとつきみにラブコメイベントを発生させて、二人にいい雰囲気を作り出す！

　そうすれば、回避できるはずなのだ！　俺が最も恐れる……午後三時から行われるベストカップル決定戦に、ホースとパンジーがペアで参加するという事態が！

　残り時間は二時間！　ベストカップル決定戦が始まるまでは自由時間として、校舎の中をブラブラ回って、どこか面白そうなところがあったら突入。

　そこで、何が何でも、ホースとつきみにはイチャイチャしてもらわねばっ！

　緊急追加ミッション、『つきみ復活大作戦』である！

　なので、そいつを可及的速やかに実行したい気持ちでいっぱいではあるのだが……

「なぁ、つきみ。どこか行きた──」

「あのさ、つきみちゃん。喫茶店ではごめんね、怖がらせちゃって……」

　俺がつきみと話そうとすると、いっつもホースが邪魔してくんのよ！

「……っ！　ミセスＰ、ホースとお話」

　ほらぁ！　つきみが逃げちゃったじゃん！

　おまけで、パンジーの背中をグイグイ押して、ホースにあてがっちゃってるし！

　雰囲気が改善されるどころか、改悪の連続だよ、こんちくしょう！

　このままじゃ、ホースは楽しめねぇし、つきみ自身にとってもいい思い出にはならねぇ。

　折角、繚りよう乱らん祭さいに来てもらったってのに……くそっ！

「葉は月づき君。草くさ見みさんは今、少し調子が悪いみたいだから、ソッとしてあげるのがいいと思うの」

「でも……、僕は……」

「大丈夫よ、私も貴方あなたと同じ気持ちだから。一緒に頑張りましょ」

「……っ！　あ、ありがとう。すごく、嬉うれしいよ……」

　あぁぁぁぁぁ!!　またホースとパンジーが、何かいい空気で話し始めたぁぁぁぁ！

　本当なら全力でお邪魔虫と化すのだが、今の俺にはそれができない。

　なんせ、俺は……

「はぁ……。ジョーロ、これも君の作戦の内なのかな？」

　ホースに、全力で警戒されてしまっているからである。

　俺に降りかかっている、もう一つの大問題。

　それが、俺とホースによるお互いの目的暴あばき合戦だ。

　そうかもしれないとは思っていたが、ホースは何も考えずにただ繚りよう乱らん祭さいに遊びに来たわけではなかった。明確に、必ず成し遂げると決めた目的を秘めてやって来ているのだ。

「んなもん、自分で考えな。てめぇだって、余計なことを企たくらんでんだろ？　くっくっく……」

　苦っ苦っ苦っぅ～！　虚勢が苦しいよぉぉぉぉ！

　さも、ホースの目的を分かった風の態度が、俺の精一杯の抵抗。

　本当は、お互いになーんにも分かってましぇーん！

　だから、先に目的を暴あばけたほうが圧倒的優位に立てる。てか、俺の目的……『パンジーとベストカップル決定戦に出場させない』は、ホースにバレた時点で終わる。

　ホースは俺が大嫌いなわけだから、俺の目的に気づいた時点で、これまで積もりに積もった　恨みを晴らすためだけに、パンジーと一緒に出場しかねん。

　うぅぅぅ……。ホースとパンジーを仲良くさせないために、ホースとパンジーが近づいたら　邪魔したいのに、ホースとパンジーの邪魔をしたら俺の目的がバレそうになる……。

　なんなの、この悪循環！　自分で言ってて、訳わかんなくなったぞ！

「分かったよ……。つまり、これはそういう勝負なわけだ。だったら、僕は絶対に負けないよ」

「はっ！　そのやる気が、空回らねぇといいけどな」

　怖いよぉぉぉぉ!!　この人の絶対、本当に『絶対』なんだよぉぉぉ！

　空回ってるのは、俺だよぉぉぉぉ!!

「で、次はどこに行くのかな？　案内人さん？」

「適当に校舎を案内するから、興味がある場所があったら言いな」

「そっか。なら、ここからは自由な時間ってわけだね」

「三時まではな。そっからは、予定がありだ」

　果たして、俺にできるのか？

　残された二時間という短い時間で、つきみを復活させてホースとベストカップル決定戦に出場してもらいつつ、ホースの目的を暴あばくなんてことが……。

「おっ！　ジョーロ達たちじゃないか！　へへっ！　こんな所で偶然だな！」

　と、そこで正面から、見知った顔の男が一人と見知らぬ顔の女の子が一人。

「サンちゃん！　えっと、その子は……？」

　胸まであるストレートヘアーに、どこか繊細さを感じる白い肌。凛りんと整った顔立ちは、勝手なイメージだが、『委員長』って感じだ。格好は私服だし、うちの学校の生徒じゃないよな？

　ただ、どこかで見たことがあるような気がするんだが……。

「夏休みに知り合った子で、今日は繚りよう乱らん祭さいに遊びに来てくれたんだ！　それで、名前は──」

「はじめまして。桑そう仏ぶ高校二年、野球部のマネージャーを務めている牡ぼ丹たん一いち華かです」

　熱血なサンちゃんとは正反対のクールな口調。

　粛々と自己紹介をして、丁寧にお辞儀をする仕草。

　その一挙手一投足が洗練された動きで、頭を下げられたこっちが思わず萎縮してしまう。

「お、おう……。俺は西にし木き蔦づた高校二年の如月きさらぎ雨あま露つゆだ。ジョーロって呼ばれてる。よろしくな」
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　この子、甲こう子し園えん決勝で西にし木き蔦づたに勝った桑そう仏ぶ高校野球部のマネージャーかよ。

　ある意味、すごい因縁の相手なんじゃ……。まぁ、サンちゃんがいいなら、いいけど……。

「そうですか、貴方あなたがジョーロさんですか。大おお賀がさんからよくお話を……あれ？」

　と、そこで牡ぼ丹たんが視線の向きを俺からパンジーへ。この二人って、知り合いなのか？

「あの、間違っていたら申し訳ないのですが、もしかして、以前に体育祭で……」

「間違っていないわよ。……あの時以来ね、牡ぼ丹たん一いち華かさん」

　あぁ～！　そうだ！　そうだよ！

　どこかで見たことがあると思ったら、体育祭の時にパンジーが話してた子じゃねぇか！

　サンちゃんを探してたけど見つからなくて困ってたのを、パンジーが教えてやったんだよな。

　つか、牡ぼ丹たんさり気なくすげぇな。

　あの時は三つ編み眼鏡で、今は真の姿なのにひと目見ただけで同一人物って見抜いたよ。

　まるで、最初からパンジーが二つの姿をしていることを知ってたみてぇじゃねぇか。

「わぁ！　勘違いじゃなくて、よかったです！　体育祭では、大おお賀がさんがどこにいるかを教えてくれて、ありがとうございました！　おかげで、バッチリお会いすることができたので！」

「それはよかったわ」

「そういえば、お名前を聞いていませんでしたよね？　その、伺ってもよろしいですか？」

「三さん色しよく院いん菫すみれ子こよ。お友達からは『パンジー』と呼ばれているから、貴女あなたにもそう呼んでもらえると嬉うれしいわ。……一いち華か」

　おや？　これは珍しいな。パンジーがほぼ初対面の相手に、自分からあだ名を呼んでくれって言うなんて。しかも牡ぼ丹たんのこと、苗みよう字じじゃなくて名前で呼んでるし。

「分かりました！　パンジーさんですね。ちゃんと覚えました！」

「ええ、ありがとう」

　牡ぼ丹たんにそう呼ばれ、どこか幸せそうな笑みを浮かべるパンジー。

　……つか、まずいな。サンちゃんが牡ぼ丹たんを連れて突然現れたもんだから、つい話しこんでしまったが、今はホース達たちを繚りよう乱らん祭さいに案内している真っ最中。

　そろそろ切り上げて、校舎を案内しねぇと。

「んじゃ、俺おれ達たちはコスモスさん達たちの喫茶店に行ってくるな！」

　さすが、サンちゃん。こっちの状況を汲くんで、話を切り上げてくれたぞ。

「ああ！　ありがとな、サンちゃん！」

「いいってことよ！　お互い、繚りよう乱らん祭さいを楽しもうな、ジョーロ！」

「では、失礼します」

　最後にペコリとお辞儀をしながら、牡ぼ丹たんはサンちゃんと共に去っていった。

　ところで、サンちゃんが校舎にいるってことは、フーちゃんとの勝負は終わったんだよな？

　結局、どっちが勝ったのだろう？　って、そうじゃなくてだ。

「わりぃな、ホース。待たせちまって」

「大丈夫だよ、気にしてないから。……これっぽっちもね」

　まるで目が笑ってない爽やかな笑顔が、怖くてしゃあない。

「悪かったって。そんじゃ、まずは一年生フロアにでも──」

「ねぇねぇ、ジョーロっち！」

「ん？　どうしました、チェリーさん？」

　どうしたんだ、チェリーの奴やつ。やけに、ウキウキとした表情をしているが。

「これを見てほしいっしょ！　ほら、ほら！」

　俺の前に押し出してきたのは、一枚のビラ。いったい、いつの間に入手したんだ？

　で、内容は……『情報と根性に基づいた圧倒的的中率！　新聞部＆バレーボール部、占いの館！』って書いてありますね……。

「実はうち、占いって大好きなんだぁ～！　しかも、見てよ！　圧倒的的中率だって！」

　そうだね。俺はどっちかって言うと、『新聞部』ってワードが気になるけどね。

「つまり……」

「うち、ここに行きたい！」
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「ねぇねぇ、ミセスＳはどんなことを占ってもらいたい？」

「そ、そうですね。あたしは、気になってる奴やつと……はっ！　か、家内安全です！」

「うししし！　そこまで言っちったら、ごまかしはきかないっしょ～！」

「～～～っ！」

　先頭をウキウキと歩き、新聞部の部室を目指すチェリー。

　よほどテンションが上がっているのか、楽しそうに隣を歩くサザンカをからかっている。

　ま、新聞部ということで少し引っかかる気持ちはあるが、場所としては悪くない。

　新聞部とバレーボール部の占いの館は、二人で入って相性診断などをやってくれる場所で、ラブコメイベントの定番ともいえる場所だ。だから、ここにホースとつきみの二人で入ってもらえれば、いい雰囲気を作れるだろう。──なんて、甘い考えは通用しねぇよな……。

「おや？　チェリーさん達たちではないですか！　なんだか、今日は縁がありますね！」

　入り口に立っているのは、先程うちのクラスのコスプレお化ばけ屋や敷しきでも会ったあすなろ。

　どうやら午後は、クラスではなく部活の手伝いをしているようだ。

「うしし！　そだね、ミスＡ！　……あ、そうだ！　あとでちょっち時間ある？　うちね、ミスＡとゆっくり話したいことがあるっしょ！」

「私とですか？　しばらくここの手伝いがあるので、しばらく後になってしまっても大丈夫でしたら……」

「全然、大丈夫っしょ！　じゃ、その時はよろしくね！」

　チェリーとあすなろって、そんなに仲良かったっけ？

　いや、悪くはねぇと思うんだが、ガッツリ二人で絡からんでるとこって見たことねぇよな？

「分かりました！　……それで、今は占いの館に入るということでよろしいですか？」

「うん！　入るということでよろしいっしょ！」

「では、二人一組で占っているので、ペアを決めてもらってもよいでしょうか？　全部で、六人いますし、ちょうどいいですからね！」

「オッケー！　それじゃあ、うちは……」

　クルリと背後を振り向き、一緒にいる俺おれ達たちを見渡すチェリーだが、とある人物の前で視点をストップ。その人物は……、当然ながらホースだ。

「ホースっち！　一緒に入ろっ！」

　本当に、今日のチェリーは絶好調だな。

　ドジも含めてだが、ピンポイントにラブコメイベントを起こすし、アクティブに行動する。

　対して、つきみはというと……

「……ワタシ、ここで待つ。……ぐす……」

　相変わらず、見事なまでに意気消沈。もはや、全てを諦めているようにすら見えてしまう。

　だが、ここまでは想定の範囲内だ。

　チェリーとホースが占いの館に二人で入る。これは、ある意味チャンスでもあるんだからな。

　つきみが占いの館に入らないなら、俺も入らない。

　そうすりゃ作れるんだ。ホースのいない所で、俺がつきみを元気づける時間がな。

　さぁ、チェリーよ。ここは仕方がないから、諦めてやる。

　大人しくホースと……ん？　何か一瞬、ホースがこっちを見たのだが……

「チェリー会長、ごめんなさい。僕は、つきみちゃんと入ろうかなって……」

　え!?　なにそのミラクル！

　俺が元気づけるのもいいけど、それ以上にホースが一緒に行ってくれれば最高だよ！

　だって、つきみを元気づけるプロフェッショナルは、間違いなくホースだもん！

　しかも、占いの館で二人なんて……作れちゃうんじゃない!?　いい雰囲気！

「えー！　うち、ホースっちと一緒がいいっしょ……。今日はお世話係っしょ……」

　ぐっ！　チェリーめ、ションボリと可愛かわいらしく振舞いやがってっ！

　俺なら間違いなく折れるところだが、ホースは……

「チェリー会長とは、生徒会の喫茶店でも二人でご飯を食べましたし、今日はあまりつきみちゃんと話せてないから……」

　さすが、俺の上位互換！　鋼の心でチェリーのお願いを断っているではないか！

　そうだよな！　今日はチェリーとラブコメばっかで、つきみが疎おろそかになってたよな！

　均等にするためにも、ここはホースとつきみで──

「ホース、いいじゃん！　元々チェリーさんの提案で占いの館に来たんだしさ、少しくらい我わが侭ままを聞いてあげてよ！　ね？　あたしからもお願い！」

　サザンカァァァァ！　おま、何やってんの!?

　この千載一遇のチャンスをモノにせんで、いったいいつ、つきみが頑張れと!?

　くそっ。こんなことなら、俺の裏目的を素直にサザンカに言っておけばよかった……。

　今日のサザンカ、元から結構仲がいいからか、やけにチェリーのサポートをするんだよな。

「う、うーん。でも……」

　負けるな、ホース！　強く自らの意志を押し通せ！

「これが最後なんだよ？　チェリーさんにとっては、……これが最後の時間なんだよ？」

　いや、その通りだけどさ！　チェリーは三年生で、来年には卒業する。

　だから、必然的にホースと一緒にいられなくなってしまう。

　……でもよ、ホースだって海外に行っちまうから、つきみだって同じじゃねぇか！

「……っ！　そ、そうだね。その通りだね……」

　ダメだ。ホースがサザンカに言われたことに納得しちまってる……。

「それじゃあ、一緒に入りましょうか、チェリー会長」

「やったっしょ！　我わが侭まま聞いてくれてありがとね、ホースっち！」

　はぁ……、上げてから奈落の底まで叩たたき落おとされたよ。

　仕方ねぇ。なら、当初の予定通り、俺はつきみとここで待って……

「ねぇ、ミセスＰ。それなら、お願いしてもいいかな？」

「ええ、任せてちょうだい」

　なんだ？　ホースは、パンジーに何を頼んでいるんだ？

　俺が困惑しているのを気づいてか気づいていないのか、パンジーはちらりとこっちを確認して、やけに妖よう艶えんな笑みを浮かべると、

「草くさ見みさん、私と一緒に入りましょ」

　つきみに対して、そう言った。

「ワタシと？」

「ええ。是非、貴女あなたと二人で入りたいわ」

「お、おい。ちょっと待てよ……。つきみは、ここで俺と待っ──」

「ジョーロ君、ここは私が頑張るところよ」

　なんだよ……。やけに決意のこもった真剣な眼まな差ざしで見てきやがって……。

　どうする？　パンジーにつきみの件を任せるか？

「私の我わが侭ままを、少しだけ聞いてほしいわ」

「……分かったよ。なら、つきみのことはてめぇに任せる」

「ふふっ。ありがとう、ジョーロ君」

　思わず圧おされてＯＫを出してしまったが、本当に大丈夫だろうか？

　ただ純粋にパンジーがつきみを元気づけてくれるなら助かるのだが、その前のホースとのやり取りが妙に引っかかるんだよな。

　まるでお互いの意思が、疎通しているかのようなやり取りだった。

　あんなこと、一学期のホースとパンジーだったら、絶対に有り得ねぇことだ。

「さ、行きましょ、草くさ見みさん」

「でも、ワタシ。役立たず。ここで待ってたほうが……ぐす……」

「ここで私と一緒に占いの館へ入らなかったら、そうなってしまうかもしれないわね。でも、一緒に入れば、……そうならないわ、絶対に」

「……っ！　わ、分かった」

　つきみも、俺同様パンジーの強い言葉に圧おされて、おずおずと首を縦に振っている。

「んじゃ、俺とサザンカはここで──」

「あ、あたし達たちも入るわよ！　し、仕方ないけど特別に！　超特別に、あんたと一緒に入ってあげるから！　か、勘違いしないでよね！　あくまで、ついでなんだからね！」

　はい。そうなるような気はしていました……。

「では、入場の順番は、ホースチェリーさん、ミセスＰつきみ、ジョーロミセスＳですね！　それぞれ順番が来たら案内しますので、少々お待ち下さい！」




　新聞部とバレーボール部の占いの館。それは新聞部の部室にいくつかのパーテーションを配置し、そこにカーテンをかけてそれっぽい雰囲気を演出し、ペア毎ごとに席につくシステムだ。

　占いコーナーは、全部で４つ。最初に一番奥のコーナーにホースとチェリーが向かい、次に、その一つ手前のコーナーにつきみとパンジーが、最後に俺おれ達たちが一番手前のコーナーについた。

「むむむむっ！　出ました！　出ましたよぉ～！」

　占い師っぽい格好ではなく、普通に西にし木き蔦づた高校の体操服に身を包み、水晶玉の代わりにバレーボールを使って占いをする、西にし木き蔦づた高校のバレーボール部員。

　いや、予算を色々削減したのは分かるんだけどさ、もうちょっと何とかならない？

「お二人の未来は、赤！　美しいバラのような未来か、真っ赤な血のような未来。どちらかが待ち受けているでしょう！」

　後半、怖すぎる未来なんですけど？

「ま、真っ赤なバラみたいな未来！　ど、どうしよう……っ！　真っ赤って、真っ赤って！」

　サザンカさん、そんな興奮してシャドーボクシングみたいな動きをしないでもらえますか？

　その拳が、真っ赤な血を生み出す気しか、俺はしませんよ。

「幸せの鍵は、『素直』です！　自分の気持ちに正直になって行動すれば、きっといいことがありますよ！　だから、二人とも頑張って下さいね！」

「……はい。ありがとうございます」

「うんっ！　ありがとっ！　……やったぁぁぁぁぁっ！」

　俺は結構な恐怖を感じたが、サザンカとしては満足のいく結果だったようで、嬉うれしそうな笑顔を見せている。ほんと、笑ってる時のサザンカって可愛かわいいよね。




　それから、俺おれ達たちが占いを終えて部室の外に出ると、すでに他のメンバーも占いを終えていたようで、四人で並んで俺おれ達たちの帰りを待っていた。

「ねぇねぇ、ミセスＳ！　どうだった？　いい結果出た？」

「ま、まぁ、それなりです。チェリーさんは……」

「バッチリだったっしょ！　うちとホースっちの幸せの鍵は『尊重』！　相手を敬う気持ちを忘れなければ、素敵な未来が待ってるんだって！」

　チェリーを尊重か……。まぁ、ドジに関してはアレだけど、他は見習うべき点が多いよな。

　体育祭では他校の生徒にもかかわらず、俺おれ達たちのことをちゃんとまとめてくれて、すげぇ助かったし……って、そうじゃなくてだ。今、気にすべきことはつきみの様子だ。

　パンジーがやけに自信のある様子ではあったのだが、ちゃんと元気になっただろうか？

　これで、もっと意気消沈していたら最悪なんだが、

「なぁ、つきみ。その……、調子はどうだ？」

「…………」

　静かにうつむき、淡々とした様子。

　俺が返答のないことに困惑していると、ゆっくりと顔を上げて、

「大丈夫。ワタシ、頑張れる」

　おおっ！　すげぇぞ、パンジー！　本当に、つきみを復活させてくれたじゃねぇか！

　さっきまでのドンヨリとした様子とは真逆の、決意のこもった瞳。

　ギュッと両拳を握ってのガッツポーズ。なぜかは分からないが、その様子を見ていると本当に全てを成し遂げてくれそうな、頼もしさを備えているように思えた。

「占いの結果、『決意』。自分が成し遂げたいことを頑張れば、素敵な未来、待ってる」

　おおっ！　おまけで、占いの結果もよかったっぽい！

　多分だけど、占い以外にもパンジーが何とかしてくれたんだよな！

「パンジー、助かったよ！　ありがとな！」

「ふふっ。喜ぶのはまだ早いのではないかしら？　ジョーロ君」

「は？　どういうことだよ」

　なんだ、パンジーが妙に怪しい笑顔を浮かべて、俺を見ているんだが……。

「そうだね、ミセスＰの言う通りだ」

　続いて、声を発したのはホース。

　やけにふてぶてしい……自信と確信に満ちた表情で、俺を見つめている。

「つきみが元気になったんだから、よかっただろ。てめぇだって、気にしてたわけだし……」

「そうだね。僕にとっては、つきみちゃんが元気になってくれるのは本当に嬉うれしいことだよ。だけどさ……、君にとって都合のいいことだとは限らないよね？」

　バリバリ都合がいいわ。つきみが元気になったのなら、ここから三時になるまでにホースと　いい雰囲気を作って、ベストカップル決定戦に出てもらうことができるんだからな。

「限るっつーの。つきみが元気になって、最高に嬉うれしいね」

「へぇ……。そうなんだ」

　仮にここからベストカップル決定戦までにいい雰囲気が作れなくても、つきみにやる気があれば問題ねぇんだ。なんせ、ホースは占いの館に入る前、やけにつきみを気にしていたからな。

　だから、俺がホースに、『今日はつきみと一緒に思い出が作れてないから、ベストカップル決定戦に二人で出てくれよ』と言えば、こいつは俺の提案を飲まざるを得ない。

　つまり、あとは俺の目的がバレないようにしつつ、ホースの目的を暴あばければ──

「でも、僕はつきみちゃんとベストカップル決定戦に出るつもりはないよ？」

「は？　はぁぁぁぁぁ!?」

　ちょっと待てよ！　なんでホースが、ベストカップル決定戦のことを知ってるんだ!?

　その話は、まだこいつには伝えてない！　ギリギリまで粘って、最後の最後に言う予定だったからだ！　なのに、なんでホースは……っ！

　しかも、つきみと出ないと宣言までしてる、だと？

「ありがとね、ジョーロ。僕が海外に行く前に、楽しい思い出を作ろうとしてくれて」

　まさか、ホースは……

「ただ、もう一つの君の目的は嬉うれしくないかな。僕と菫すみれ子こを近づけないために、代わりにつきみちゃんに頑張ってもらおうとするなんて、つきみちゃんにも失礼じゃないか」

　やっぱり、そうだ……。こいつは、もう気づいている。俺の目的に……。

「生徒会の喫茶店では見事に騙だまされたよ。あんな余よ裕ゆう綽しやく々しやくの態度を取るから、僕の目的を見抜いていて、全てをコントロールしていると思っちゃったじゃないか。……でも、それは全部虚勢だったんだね」

「な、なんでてめぇは、俺の目的を……」

「今回の君は、前の……地区大会決勝戦の時の僕と全く同じミスをしたんだ」

「てめぇと、同じミスだと？」

「何もかもを一人で抱え込んで、自分一人で解決しようとした。周りにいる、とても頼れる大事な人ひと達たちのことを見ないでね」

「……ぐっ！」

　その、通りだ。俺は、つきみに頼まれた今回の件を、表向きはみんなに協力してもらう体をとりながら、本当に自分がやりたいことは誰にも告げていない。

　それは、俺が達成すべきことだと判断したから……。

「ジョーロが、地区大会の決勝戦の時の僕と同じことをするなら、僕がすることは簡単。地区大会の決勝戦の時のジョーロと同じことをすれば、自然と君に勝てるってわけ」

「俺と、同じことだと？」

「自分を囮おとりにして協力者に動いてもらう、さ」

「は？」

「今日の繚りよう乱らん祭さい、君はずっと僕だけを注視していた。だから、その間に動いてもらったんだよ。……僕の協力者に、ね」

「きょ、協力者だと!?　いったい、誰が……っ！」

　そこまで言ったところで、俺の全身に悪お寒かんが走った。

　いる……。一人だけいる……。

　俺がホースに気を取られている隙に、自由に行動ができて俺の目的を暴あばける奴やつが。

　そいつは……

「残念だったわね、ジョーロ君」

　俺が答えに辿たどり着つくと同時に放たれた、淡々とした声。

　それを発したのは……、三さん色しよく院いん菫すみれ子こ。……パンジーだ。

「実はね、今日の私は……」

　啞あ然ぜんとする俺をあざ笑うような笑みを浮かべながらゆっくりとそばに来て、俺の耳元にその柔らかそうな唇が触れそうになるくらいまで近づけると、




「最初から、葉は月づき君の協力者なの」




　噓うそ……だろ……？　パンジーが、ホースの協力者？　しかも、最初から……だと？

　なんで……、なんでだよ？　てめぇは、ホースのことをあれだけ嫌がってたじゃねぇか！

「ちなみに、葉は月づき君の味方は私だけじゃないわよ。ねぇ……、サザンカ」

「んなっ！」

　おいおい、どういうことだよ？　サザンカまで、ホース側についてたってことなのか？

　いや、おかしいだろ！　なんせ、ホースとサザンカに交流なんてほとんどない！

　今日が、初めて会ったといってもいいくらいだ……。

「ごめん……」

　どこか心苦しそうに、俺へ謝罪をするサザンカ。

　そんなサザンカの両肩に、パンジーはそっと手を添えた。

「サザンカは悪くないわ。さっき、突然私にお願いされただけだもの」

「さっき、突然だと？」

「ええ、そうよ。貴方あなたが葉は月づき君だけを注視して、私とサザンカが二人同時に貴方あなたから離れられる……生徒会の喫茶店のお手伝いをしている時にね」

　あの時か！　確かにあそこだけは、俺はパンジーとサザンカに一切気を取られていなかった。

　ホースと近づけさせたくなかった二人が、自然とホースから離れてくれるからと……

「だから、その時にお願いしたの。ジョーロ君と一緒にペアで、最後に占いの館に入ってほしいってね。そうすれば少しだけ、ほんの少しの短い時間だけど出来るわよね？　……私と葉は月づき君が貴方あなたのいない場所で話せる時間が」

　いや、にしてもおかしいだろ！　なんで、生徒会の喫茶店の時点で占いの館に行くことが、分かってたんだ!?　午後の予定は、ベストカップル決定戦が始まるまでは自由行動！

　だから、適当に校内を回ってる時に、たまたまビラを手に入れたチェリーが……待て。

　そういや、あの時は少しおかしかったんだ。周りを見ても、どこにもビラを配っている生徒はいなかった。なのに、突然チェリーがビラを取り出して……。

　ってことは、まさかっ！

「ええ。貴方あなたが思っている通りよ。その人にも、サザンカからこっそりと協力をお願いしていたわ。……私わたし達たちが、サンちゃんと話している時にね」

「うしし！　作戦大成功っしょ！　うちが占いの館に行こうって提案すれば、ベストカップル決定戦が始まる午後三時までの予定を決めてなかったジョーロっちは従うしかないもんね！」

　……やられた。つまり、そこも全部仕込だったってわけか。

　だから、パンジーは昨日、俺にこう提案したんだ。

『ベストカップル決定戦は午後三時から始まるから、それまでは校舎の中を色々と見て回りましょ。特に予定を立てなくても、きっと楽しい場所はあるでしょうし』

　それは、全て俺を自じ分ぶん達たちにとって都合のいい場所へ導くための手段。

　つまり、本当に……本当に最初から、パンジーはホースの協力者だったってことか？

　いつだよ？　いったいいつ、パンジーとホースは協力体制を結んだんだ？

「つ、つきみ……」

　すがるように、つきみを見つめるがダメだ。占いの館で、俺がサザンカと二人で占ってもらっている時に、パンジーから何かを吹き込まれたのだろう。

　その力強い決意を帯びた瞳が、俺の中に残った僅かな希望を切り刻んでいく。

「ワタシ、ベストカップル決定戦、出ない。ホースの素敵な思い出、別にある」

　なんでだ？　なんで、こうなっちまうんだ？

　気づけば、俺の周りに味方は一人もいなくなり、全員がホースの味方になっていた。

「ま、とりあえず……」

　放心する俺を見つめ、ホースが淡々と口を開く。

　そろそろこの件には一段落をつけて、やるべきことをやろうという態度だ。

「この勝負……、僕ぼく達たちの勝ちだ」

　告げられた、勝利宣言。確定した、俺の敗北。

　終わった……。マジで、何もかもが終わっちまった……。

「残念だったわね、ジョーロ君。だけど、ある意味安心してもいいのではないかしら？」

「安心……、だと？」

「だって、そうでしょう？　貴方あなたはもう、余計なことを何一つしなくていいんですもの」

「なら、俺は今までやってきたことは……」

「ええ、全部無駄だったの。私にとっても、葉は月づき君にとっても、迷惑極まりない行為だったわ」

　パンジーとホースを近づけないようにするのは、パンジーにとって迷惑なことだったのか？

　なら、最初からてめぇは、ホースと関係を進めたいって考えてたのか？

「さ、葉は月づき君。ジョーロ君の時間はこれでおしまい。ここからは、貴方あなたの時間よ」

「ありがとう。菫すみれ子こ」

　先程までのふざけたあだ名ではなく、正真正銘パンジーの名前を呼ぶホース。

　俺が最も引き起こしたくなかった最悪の光景が、目の前で展開されていた……。

「ジョーロの目的は分かったし、これ以上警戒する必要は全くない。だから、……あとは僕の目的を達成するだけだ」

　これだけは、これだけは絶対に阻止しようと思ってたんだ。

　パンジーとホースの関係は進めさせない。ホースが無自覚に巻き起こす優しすぎる世界に、パンジーを再び巻き込ませない。そう決意してたのに……、全て失敗した。

　やっぱり俺は、ホースに勝てないのか？

「ふふっ。なら、その目的のためにどうするか、教えてもらってもいいかしら？　もう、決まっているのでしょう？」

「そこまで分かってるなんて、やっぱり菫すみれ子こはすごいね」

　完全に通じ合う、パンジーとホース。

　決まっているというのは、この後に出場する予定のベストカップル決定戦のことだろう。

「この後のベストカップル決定戦に、僕と出る人だけど……」

　一度、言葉を止めて、全員を見渡すホース。

　だが、初めから決まっていると言わんばかりの態度で、とある人物の前でその視線を止めると、ゆっくりとその人物を指差して、

「君に、僕と一緒にベストカップル決定戦に出てもらうよ」

　予想通り……いや、予想以上に、ホースの選んだ相手は俺にとって最悪の選択だった。







[image: 第六章　俺はもう失われていたことを知る]
















　──午後三時。

「いえぇ～い！　みなさん、おまんたせいたしますたぁ～！　いよいよ、始まっちゃうよぉ～ん！　西にし木き蔦づた高校繚りよう乱らん祭さい、最大のイベント！　ベストカップル決定戦が！　いんやぁ～、参加者が集まらなかったらどうしようと、わたしゃ気が気じゃなかったけど、そんなん懸け念ねんだったねぇ～！　……今回もほれ！　見ての通り、大勢のカップルさんが参加してくれましたよとさ！　あ、ちなみに司会は、私……早さ乙女おとめ桜さくらがやっちゃうよん！　よろしくねぇ～ん！」

　メインステージに鳴り響く司会のプリムラの声を、俺はただただ呆ぼう然ぜんと聞いていた。

「ほんじゃま！　まずは、軽くルールの説明だぜぃ！　これから参加者のカップルさん達たちには、二人で様々な難題に挑戦してもらうのさぁ！　初めての共同作業ってやつだねぇ～ん！　で、成功するごとに順位に応じてポイントがもらえて、一番沢山ポイントを持っていた人が優勝さぁ！　優勝景品は、なんと！　あの超有名遊園地のペアチケット！　おっと！　お泊りは十八歳を超えてからにしろよい！　なはははは！」

　代々、ベストカップル決定戦の司会は、次期生徒会長最有力候補者がやるのが、西にし木き蔦づた高校の習わしとなっている。去年はコスモス、そして今年はプリムラが務めているということは、そういうことなんだろう……なんて、んなことはどうでもいいさ……。

　俺は、ホースに完全敗北をした……。自分の目的を看破され、ホースの目的は分からぬまま。

　その上、パンジーやサザンカまでもが、ホース側について完全な孤立無援状態。

　そんな俺に逆転の術はなく、ただただホースの指示に従うことしかできなかった。

「そんじゃ、本日ご参加カップルを紹介だぁ～！　え～……、まずは、エントリナンバー１番！　私わたし達たちの絆きずなを見せてやる！　狙うはもちろん優勝……」

　潑はつ剌らつとした様子で会場を盛り上げるプリムラ、歓声をあげる観客達たち、自じ分ぶん達たちが優勝してみせると、張り切る参加カップル達たち。

　……よく周りを確認してみると、ひまわり、コスモス、あすなろ、ツバキ、ヒイラギもベストカップル決定戦を観みにきたようで、目が合った俺に対して、どこか悲しそうな笑みを浮かべて、ヒラヒラと力なく手を振っている。だが、俺はそれに反応することはなかった。

「──ちゅうわけで、エントリーナンバー７番の紹介は終わったし、残りは三組だぜぃ！　ほんじゃ、次は──」

　勝者として、意気揚々と満面の笑みを浮かべてベストカップル決定戦に参加するホース。

　敗者として、無様な姿をさらすことしかできない俺。なんて情けねぇんだ……。

「エントリーナンバー８番！　今日の俺は絶好調！　ここでも決めるぜ、ホームラン！　甘いマスクに鍛えたボディ！　特とく正しよう北きた風かぜ、蒲かま田た公きみ英えペア！」

「……ワ、ワンダフルホッペ……。……むっ！　俺は、なぜこんな所に？　なんだここは!?」

「なんで、私じゃなくて特とく正しよう先輩の紹介ばっかりなんですか！　むっふー！　もう、特とく正しよう先輩、ずぇったい、ずぇったい優勝ですからね！　そして、更なるワタゲストを！　むふふふ……」

「エントリーナンバー９番！　ホームランチャレンジの借りはここで返すぜ！　パートナーは、甲こう子し園えん優勝高校のマネージャー！　完璧サポートに期待だ！　大おお賀が太たい陽よう、牡ぼ丹たん一いち華かペア！」

「うしっ！　特とく正しようにリベンジだ！　……頑張ろうな、一いち華か！」

「バ、バッチ来いです！　た、たいよ……さん……」

　次々と紹介されていく参加カップル。その人数は全部で二十人の十組。

　フーちゃんとサンちゃんも、参加してたんだな……。

「そんじゃま、大トリィ～！　最後のペアを紹介しちゃうぜぃ！」

　プリムラの言う最後のペア。それは、ホースのペアのことだ。

　いよいよ、発表される。ホースと、ホースのペアに選ばれた相手。

　本当に、本当に最悪の結果だ……。こんなことになるのなら、どれだけパンジーがやる気に溢あふれていたとしても、つきみの頼みを拒絶すべきだった。

　ま、そんなことを考えても後の祭だ。もう、ベストカップル決定戦は始まってる。

　そしてホースは、ペアと一緒に参加をしているのだから……。

「エントリーナンバー10番！　今の僕ぼく達たちなら、優勝間違いなし！　見せてやるぜ、絆きずなの力！　甘いマスクの好青年が、まさかまさかのお相手とご参戦だぜぃ！」

　どうして、こんなことになっちまったんだよ…………。




「葉は月づき保やす雄おぉ～………………如月きさらぎ雨あま露つゆペアァァァァァ!!」




「どうして、こんなことになっちまったんだよぉぉぉぉ!!」

　ほんと、なんなのこれ!?　ちょっとシリアスな空気流れたよね!?

　パンジーとサザンカの裏切りとか、つきみの謎の決意とか、俺の絶望とかさ！

　あの重苦しい空気、全部台無しになったんですけど!?

　いやさ、男子抽選、女子推薦という限られた人数しか参加できない百ひやつ花か祭さいの花か舞ぶ展てんと違って、繚りよう乱らん祭さいのベストカップル決定戦は、誰でも自由に参加可能なのがいいところだよ？

　だから、ぶっちゃけ同性同士の出場も認められはしてるよ？

　だけど、なんでよりにもよってホースは、大嫌いな俺を選んでんだよ！　有り得ねぇだろ！

　そりゃ、ひまわりさん達たちも悲しそうな笑みを浮かべるわ！　参加直前にコスモスから『ジョーロ君は、サンちゃん一筋だと思ってたのに……』って、言われた俺の気持ちにもなれや！

　いや、サンちゃんとも出ないけどね！

「すごい！　あの他校の人ひと達たち、めっちゃかっこいいじゃん！」

「だよね！　一人はクールに守ってくれそうで、もう一人は爽やかで優しそう！　ん～、どっちも超タイプで、困っちゃうぅ～！」

「あぁ～、私もサンちゃんと一緒に出たかったなぁ……。あの子、いいなぁ……」

「くぅ～！　ジョーロを見習って、俺も部べ江え田た君と出ればよかったぜ！」

「そ、それは恥ずかしいよ、有ある不ふ和わ君。こほー……こほー……」

　今年も例年通り……、いや、例年以上に大盛り上がりを見せるベストカップル決定戦。

　黄色い声援が飛び交うホース、フーちゃん、サンちゃんに対して、黄土色の声援が飛び交う俺。……悲しい現実である。

「ジョーロ、頑張ろうね」

「てめぇ……、何を考えてやがる？」

「もちろん、色々考えてるさ。……で、その結果、ベストカップル決定戦には、君と出るのが一番いいと判断した。一石二鳥だからね」

「一石二鳥だぁ？」

「そっ。僕の目的を達成するのと、君に余計なことをさせないこと。その二つを同時にできる最高の環境。それが、君とベストカップル決定戦に出ることなんだ。あはっ！」

　ぐぬぬぬ……っ！　自分の目的がバレてないからって、調子に乗りやがって……っ！

　言っとくが、俺はてめぇに言われたからベストカップル決定戦に出たわけじゃねぇからな！

　本当は、せめてもの抵抗で参加直前に逃げようとしたんだよ！

　だけど、パンジーが……

『最初から、私はジョーロ君に葉は月づき君と一緒に、ベストカップル決定戦に出てほしかったのよ。それが、みんなの目的を達成する一番いい方法だもの。だから、ジョーロ君は私に気を遣わないで、精一杯ベストカップル決定戦を頑張ってほしいわ』

　とか、俺の耳元でやけに切実な声で囁ささやいてきやがったんだよな。

　あんな風に言われちゃ……、出ないわけにはいかねぇだろが……。くそっ！

「そんな不ふ貞て腐くされた顔をしないでよ。君が一番避けたい事態は避けられたでしょ？」

　そりゃ、ホースの言う通り、俺が一番避けたかった、パンジーとホースのベストカップル決定戦出場は避けられたさ。けど、それまでの間にホースとパンジーが通じ合っていて、俺を意図的にベストカップル決定戦に出場させたってのが……どうにもモヤモヤする。

「そうだとしても、手の平の上で転がされんのは気分が悪いんだよ」

「その点は、お互い様じゃない？　僕だって、午前中は似たような気持ちになったわけだし」

　ホースが、午前中に似たような気持ちだぁ？　それって、どういう──

「そんじゃ、ベストカップル決定戦のスタートだぜぃ！　……最初の挑戦は、二に人にん羽ば織おり！　目の前にある串カツと焼鳥を早く食べきれたチームの勝ち！　ほれほれ！　カップルの皆さんは準備をして下さいなっと！」

　俺の思考が固まるより先に響く、プリムラの声。

　それに合わせて、ステージでは二に人にん羽ば織おりの準備が着実に整えられていく。

「おい、今の話はどういうことだ？　午前中にてめぇが同じ気持ちって……」

「一つ目のヒントはここまで。続きは、第一種目で一位になったら教えてあげるよ」

　こいつっ！　俺が手を抜かないように、餌をぶら下げやがって！

　分かったよ……、やってやろうじゃねぇか！

「よっと……。どう？　平気？」

「ああ、問題ねぇよ」

　他のカップル達たちは、男子が前、女子が後ろというスタンスだが、俺おれ達たちは男同士。

　俺が前、ホースが後ろという形をとることになった。羽は織おりからニョキッと生えるホースの腕。背中に伝わる感触。正直、とても気分がよろしくない。

「優勝目指して頑張っていこうね、ジョーロ」

「……分かったよ」

　目の前にあるのは、ツバキとヒイラギが作ったと思われる、ホカホカの串カツと焼鳥。

　数はそれぞれ五本ずつ。結構な量だ。

「よぉ～し、そんじゃぁ～……二に人にん羽ば織おり早食い勝負！　スタートだぜぃ！」

　プリムラの声に合わせて鳴る、軽快なゴングの音。同時に、各カップルが動き出した。

「むふー！　特とく正しよう先輩、体が大きいから串カツに手が届きません！　もうちょっと前に……」

「おっぱおっ！」

「どうした、特とく正しよう蒲かま田たペア!?　まだ、何も手に触れていないにもかかわらず、特とく正しようの鼻孔から大量の血液が噴出したぜぃ！　こりゃ、いけないねぇ～！　完全に気を失っちまってらぁ！」

　開始早々、フーちゃんが漫画でしか見たことがないリアクションを、現実のものとした。

「ちょっと特とく正しよう先輩！　早く指示を！　指示をして下さい！　どこに串カツがあるんですか!?　私は、これで一番になって更なるワタゲストを獲得したいんです！　むっふー！」

　落ち着け、アホ。そもそもワタゲストは、そんなにうちの学校にいない説が濃厚だ。

　あと、そんなに密着した状態で、体を前に出すと、

「おっぱおっ！　おぱお！　おぱぱぱぱぱ……」

　フーちゃんが、ぶっ壊れたロボットみたいになってる。

　ホームランチャレンジでサンちゃんに勝った男も、おっぱおには勝てなかったか……。

　いや、むしろ生きていることに驚きよう愕がくしよう。

「あっちぃ！　目に！　目に当たってるから！」

「んぎゃ！　ホッペに串が刺さってる！　そこじゃない！　もっと下！　もっと下！」

　それぞれのカップルが二に人にん羽ば織おりに苦戦して悲鳴をあげ、その様子を見た観客からは笑いが生まれている。ただ、そんな中順調なのは……

「一いち華か！　もうちょっと前に……よし！　そこだ！　……で、そのままゆっくり口元に……くぅ～！　やっぱりツバキの串カツは最高だぜ！　ありがとなっ！」

「は、はい！　頑張ります！」

「おーっと、こりゃ早いぞ、大おお賀が牡ぼ丹たんペア！　サンちゃんの指示を完璧に理解して、次々と串カツを食べていってるぜぃ！　こりゃ、一抜けは……え？」

　そこで、プリムラの声が止まる。いや、プリムラだけじゃない。

　他の観客達たちも、とあるカップルの二に人にん羽ば織おりを見て、目を見開いているのだ。

　そのカップルとは……

「ふぅ……。これで、串カツは終わりだな。ホース、次は焼鳥にいくぞ」

「オッケー、任せてよ」

　俺とホースのペアである。

「なんだこいつらはぁぁぁ!?　早い！　早すぎる！　一切の指示なしで、串カツを全部食べ終わっちまってるよ！　一番早い、大おお賀が牡ぼ丹たんペアでもまだ三本だぜぃ？　まさに、圧倒的断トツ一位！　し、信じられないスピードさね！」

「んぐんぐ……。んぐんぐ……。むぅ……、おい、み──」

「はい、水だよ。……まったく、このぐらい我慢してよね」

「おいおいおい、如月きさらぎは何も言ってないのに、喉が渇いてることを察して水まで差し出しちまってるじゃないかい！　どんだけ以心が伝心しちゃってるわけさ！　こんな完璧な二に人にん羽ば織おりがあるんかい？　これ、ジョーロの手じゃないん!?」
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　無論、違う。俺の羽は織おりから生えているのは、ホースの手だ。

　しかし、さすが似た者同士と言ったところか……。指示など飛ばさずとも、ホースの手は完璧に俺の口元に串カツと焼鳥を運んできてくれるのだ。

　ふっ……。この勝負、もらったな。

「よし、一いち華か！　次は焼鳥に──」

「ごちそうさま、だ」

　サンちゃん達たちが、焼鳥に手を伸ばしたところで、こっちは完食。

　皿の上を、空っぽにしてやった。

「ちょいと審判！　確認！　羽は織おりの確認だよ！　イカサマをしてないか、葉は月づき如月きさらぎペアの確認を……はぁ!?　してない!?　そこはしててくれよぃ！　逆に気持ち悪いさぁ！」

　うるさい。俺だって、不本意極まりない結果なんだ。

　だが、一位になればホースからヒントがもらえる。だったら、本気でやるしかない。

「ほんじゃ、結果の発表さ！　まず食べきれたのは二組だけ！　そのチームが一位と二位さね！　一位は、キモい如月きさらぎと葉は月づきペア！　二位は、大おお賀が牡ぼ丹たんペアだよぉ～ん！」

　おい、俺の扱いがひどいぞ。一位なんだから、もっと崇あがめろ。

「うわぁ～……。ジョーロって、あんなおぞましい特技もってんのかよ……。あいつに近づくのは、やめたほうがよさそうだな……」

「何も見えてない状態でも、相手の気持ちが分かるなんて、あの他校の人すごい！　ん～、もしあんな人と恋人になれたら、素敵な毎日が待ってるんだろうなぁ～！」

　ねぇ、主にキモいのは手を動かしていたホースのはずなのに、扱いの差がひどくない？

「ま、まさに分身かな……。つまり、ホースをうちの店で雇えば、便利な馬車馬が二匹に……」

「ツバキ、ずるいの！　ツバキのお店にはジョーロがいるから、あっちのジョーロっぽい人は、私のお店でこき使うの！　ジョーロとそっくりだから、怖くないの！」

　ツバキ、ヒイラギ。てめぇらが俺のことをどう思ってるか、よぉ～く分かったよ。

「ちなみに最下位は、一つも食べれなかった特とく正しよう蒲かま田たペアさね！　こりゃ、サンちゃんのリベンジが決まっちまうかね？」

「むふー！　特とく正しよう先輩、どうしてお口を開けてくれなかったんですか！　私、一生懸命頑張ってたんですよ！」

「おっぱ……おっぱお……むっ！　俺は、なぜこんな所に？　なんだここは!?」

　フーちゃん、それさっきも言ってたよね……。

「それじゃ、次の挑戦の準備をするから、ちょいと待ってておくんなまし！　いやぁ～、このままキモい如月きさらぎと葉は月づきペアが優勝するのか、はたまた他のチームが阻止するのか……。こいつは、楽しみさね！」

　だから、いちいち俺にキモいをつけるなっつーの。

「おい、ホース。さっきの続きを教えろ。ちゃんと一位になっただろ？」

「まったく、君はせっかちだね。まずは、第一種目で一位になったことを喜ぼうよ」

「うるせぇ。いいから、さっさとしろ」

「はいはい」

　こいつ、やけに生き生きとした表情をしやがってっ！

　こっちは、『キモい』を連呼されてでも一位になったんだから、報酬を要求して当然だ。

「二つ目のヒント。今日の繚りよう乱らん祭さいで僕がとあることをすると、君は決まって同じ行動を取ったよね？　でもさ……、それをしていたのは本当に君だけだったかな？」

「俺が決まって同じ行動……だと？」

　なんだそりゃ？　俺が取ってた同じ行動だと？　それって……

「はい。二つ目のヒントもおしまい。続きが聞きたかったら……、分かるよね？」

　次の種目でも、一位になれってことか。

「別に、優勝なんざしなくてもいいだろが」

「ふーん……。だったら、優勝できなかったら菫すみれ子こにお願いしちゃおっかなぁ～。たとえば、遊園地に行けなくなった分、僕とデートをしてほしい……とかさ」

「……っ！　て、てめぇっ！」

　つまり、どう足あ搔がいても優勝しろってことかよ……。

　ダメだ……。まだホースの目的が何かまで、俺は辿たどり着つけてねぇ。

　ただ今までの、まるで見えてこなかった状況からは改善されたぞ。

　少しだけ、少しだけ、分かったんだ。恐らくだが、ホースは……

「いよっし！　二つ目の挑戦の準備が整ったぜぃ！　次の種目は、風船割り！　お互いの体の間に風船を挟んで抱きしめ合う！　そんで、最初に風船を割ったチームの勝ちさね！　お互いが完璧なタイミングで力を入れないと、風船がすっぽ抜けちまうから注意だぜぃ！　ま、何度でも挑戦していいから、沢山抱きしめたかったら失敗したほうがいいかもね～」

　ねぇ、それって今から、俺がホースとお互いを抱きしめ合うってこと？

　もはや、その時点で盛大な罰ゲームになってる気がするんだけど……。

「うぅ……っ！　ジョーロ君がホース君と力強く何度も抱きしめ合うなんてっ！　私なんて、まだ一回しかギュッてしてもらってないのに……」

「コスモスさん！　それ、どーゆーこと!?　わたし、聞いてない！」

　コスモス、頼むから余計なことを言わないでくれ……。

「よぉ～し、それじゃぁ……風船割り勝負！　スタートだぜぃ！」

　二に人にん羽ば織おりの時と同様、開始を告げるゴングの音が鳴り響く。

　すぐさま、お互いの体の間に挟んだ風船を割ろうと挑戦するカップル達たちだが……

「きゃっ！　ダメッ！　すっぽぬけちゃった！」

「うぉ！　これ、思ったよりも難しいな……」

「あっ！　悪い、一いち華か！　今のは俺が力を入れすぎちまったな！　大丈夫か？」

「ひゃ、ひゃぁ！　た、たいよ……さんの体が、こんなに近く……きゅぅ……」

「おい、一いち華か！　気を失うな！　別にこんぐらい大したことじゃ……おい、おーい！」

「ありりり？　大おお賀が牡ぼ丹たんペアに異変が起きたぜぃ！　牡ぼ丹たんが顔を真っ赤にして、へにゃへにゃと崩れ落ちて……こいつはうぶだねぇ！　箱入り娘さんかの？」

　さっきは順調だったサンちゃん達たちだが、今回は苦戦しているようだ。

　牡ぼ丹たん……、二に人にん羽ば織おりは背中越しだったから大丈夫だったけど、風船割りは正面だったからアウトだったのかな？　まぁ、いいか。

　それより、さっさと俺おれ達たちも挑戦しねぇとな。

「いやぁ～！　みんな苦戦してるねぇ！　こりゃ、さっき一位だった如月きさらぎ葉は月づきペアも──」

【パァン!!】

「って、はやぁ！　一発で割ったよ、こいつら！　なに今の!?　まるで機械みたいな正確さで、風船割っちまったぜぃ！　まじ、お前らどうなってるのさぁ！」

　お、ラッキー。こんぐらいで動けばいいのかなって適当にやったら、ホースも俺とまったく同じタイミング、力の入れ具合、速度で動いてくれたから、風船が一発で割れたじゃねぇか。

　いやぁ～、こんな偶然もあるんだなぁ～。

「まぁた、如月きさらぎ葉は月づきペアが一位かい！　お前ら、もういいよ！　勝手に二人でイチャイチャしててくれよう！　んじゃ、他のカップルは……」

　頑張って一位になったんだから、もっと称たたえろや。

「あれはない……。もし、ジョーロと付き合うことになったら、気持ち悪い笑顔で『君のことなら何でも分かってる』とか言われ……うぷっ！　は、吐き気が……」

「はぁ～、素敵！　あんな風に完璧に相手に合わせられるなんて！　あんな人と恋人になれたら、きっと何もかもを見透かされちゃって……キャー！」

　同じことをしているはずなのに、評価が正反対とはどういうことなのか……。

「むふー！　中々割れません！　でも、まだまだ二位のチャンスです！　むっふー！」

「ふむ……。ようやく状況が飲み込めたぞ。たんぽぽ、この風船を割ればいいのだな？」

「そうですよ！　だから、こうやって……ひょっ！　また、抜けてしまいました！」

　未いまだ風船が割れず、苦戦するカップル達たち。

　その中で一ひと際きわ目立っているのは、フーちゃんとたんぽぽのペアだ。

　どうにか風船を割ろうと小さな体で奮闘するたんぽぽと、棒立ちのフーちゃん。

　あの様子じゃ、割れねぇだろうなぁ……。風船割りのコツは、お互いに同じ力、同じタイミング、同じ速度で思い切り風船を押すこと。片側からでは……

「たんぽぽ、じっとしていろ」

「む？　なんですか、突然？　わっ！　すごいです、特とく正しよう先輩！　背中にまで手がきました！」

　と、そこでフーちゃんが、風船がはさまった状態のまま、その長い腕を利用してたんぽぽの背中にまで手を回す。

「いくぞ？」

「はい！　私のことなど気にせず、もう一気にいってしまって下さい！　……むふふふ！　特とく正しよう先輩を道具の如ごとく利用して、風船を華麗に割る私。これは大量のワタゲストが……」

「ふん！」

「むびょぎゃらぺ！」

【パァン!!】

「おっ！　二組目に割ったのは、特とく正しよう蒲かま田たペアさね！　こりゃ、とんでもない割り方だ！　完全に力任せに、蒲かま田たを道具の如ごとく利用して、風船を華麗に割る特とく正しよう！　こいつはすげぇ！」

　うん、まぁ結果としてたんぽぽの言う通りになったね……。

　本人は、すさまじい衝撃にピクピクしてるけど。

「ふっ……。俺も成長したものだな。以前までだったら、この女とここまで体が密着した時点で、心臓が木こっ端ぱ微み塵じんに砕け散っていたが、今ではこの通りだ」

　間接キッハとワンダフルホッペとおっぱおで鍛えられたんだね。

「むぼぼぼぼ……」

　ところで、肝心の想おもい人びとさんがとんでもないブサ顔で泡を吹いてるけど大丈夫？

「ほい！　時間切れぇ～！　終了の終了さぁ！　いやぁ～、案外みんな上手に風船を割るもんだねぇ～。割れなかったのは……大おお賀が牡ぼ丹たんチームだけってところかね！」

「きゅぅ……。ごめんなひゃぃ……」

「ははっ！　ま、気にするなよ！　楽しかったら、何でもいいさ！」

　今回は、サンちゃんと牡ぼ丹たんが最下位ってことは、これで得点がフーちゃん達たちと並んだか。

「んじゃま、結果発表ぉ～！　もちろんだけど、順位は風船を早く割った順だぜぃ！　一位は、呆あきれた如月きさらぎと葉は月づきペア！　二位は特とく正しよう蒲かま田たペア！　三位は──」

　一位に対する悪意がひどすぎて、泣きたい。

「ジョーロ、ダメだよ！　しょーぶは、きっこーするから面白いの！　くーき、よんで！」

「そうですね……。イロモノ枠がぶっちぎりというのは……、厄介なものです」

　黙れ、こっちはこっちで色々必死なんだ。イロモノ枠だって、頑張る時は頑張っちゃうんだ。

「さぁて、大盛り上がりのベストカップル決定戦も、いよいよ次が最後の挑戦さね！　果たしてこのまま空気の読めない如月きさらぎと葉は月づきペアが優勝するのか、はたまた他のカップルが見事、阻止するのか！　こいつは楽しみになってきたさぁ！」

　断トツ一位なのに、扱いが完全に悪役である。ひでぇ話だ……。

「まさか、また一位をとっちゃうなんてね。僕ぼく達たちってやっぱり、似た者同士なんだね。あはっ」

「御託はいいから、さっさと続きを話せ」

「分かってるって。……ちなみに、今のところジョーロはどこまで気づいているのかな？」

「てめぇが俺をベストカップルのペアに選んだ理由……、二つの内、一つは分かった」

「そっか……。さすがに、気づいちゃったか」

　どこか哀愁の漂う笑みで、観客席にいるパンジー達たちを見るホース。

　そして、その視線の先にいるとある人物。それこそが、ホースの答え。

　こいつは今日の繚りよう乱らん祭さいで、俺とそいつを必要以上に関わらせたくなかったんだ……。

「……悪かったな、全然気づかなくてよ」

「ははっ。いいよ、気にしないで。分かってくれたなら、それで満足だし」

　ほんとこいつは、俺より遥はるかに人間が出来てやがるよ。

　逆の立場だったら、間違いなく俺は怒り狂ってた。

　そんぐらい、ホースからすりゃ、俺のしていたことは最悪なんだからな。

「だけどよ……」

「ん？　どうしたの？」

「だったらてめぇは、なんで繚りよう乱らん祭さいに来た？」

　ただ、だからこそ余計にホースの目的が分からなくなった。

　もし、二つ目の理由が間違っていないとするならば、……根本的にホースが西にし木き蔦づた高校に来る理由がなくなっちまうんだ。

　それでも、こいつは西にし木き蔦づた高校に来た。何か明確な目的を持って……

「……いいよ。なら最後のヒントをあげる。……ただ、これが君にとってヒントになるかどうかは、実は確証がないんだ。菫すみれ子こは、『きっとそうだから、大丈夫。私も、そう信じて行動していた』って言ってくれたんだけどね……」

「パンジーが？」

　どういうことだ？　ホースとパンジーが通じ合っていたのは分かる。

　だが、俺にとってヒントになるか分からないヒントってのは……

「僕の目的はね……」

　強い決意のこもった、だけどどこか寂しさを感じる瞳で、ホースが俺を見る。

　そして、ゆっくりと口を開くと、




「君と同じだよ」




　最後に、そう言った。

「いぇ～い！　それじゃあ、いよいよベストカップル決定戦も最後の挑戦だ！　現在のトップは断トツ一位で如月きさらぎ葉は月づきペアの20ポイント！　それを追うのが、大おお賀が牡ぼ丹たんペアと特とく正しよう蒲かま田たペアで10ポイントさね！　だけど、安心してちょうだいな！　なんせ、最後の挑戦は大逆転チャンス！　成功すれば、一億ポイント手に入るさね！」

　クイズ番組お決まりのパターンに、会場が大きく盛り上がる。

　ま、そういうもんだよな。今までの二つはあくまでも余興。終わりよければ全てよし。

　俺おれ達たちはそれぞれ、仕切りで区切られたテーブルに着席をする。

　目の前にあるのは、Ａ４サイズの小さなホワイトボードとマーカー。

　つまり、挑戦の内容は……

「最後の種目は、以心伝心カップル意思疎通バトル！　これから出されるお題に、お互いが一切相談をせずに同じ答えを出せば正解で、見事一億ポイントご進呈！　ただし、その分難易度はとんでもなく高いから、気をつけろい？　もし、誰も正解できなかったら、二問目三問目って出すから、安心してけろ！」

　って、ことなんだろうな。

「ほんじゃま、お題を出すぜぃ！　ズバリ、お題は『今、自分が一番やりたいこと』！　制限時間は一分！　ま、いきなり正解されても困っちまうからね、最初のお題は難易度マックスにさせてもらったぜぃ！　こりゃ、誰も正解できないんじゃないん？　なはははは！」

　はっ！　こりゃ、ホースのラブコメ力の影響か？

　俺おれ達たちにとって、最高におあつらえ向きのお題が出やがったよ。

「俺が一番やりたいことかぁ～！　ん～、難しいなぁ～！」

「やりたいことだと？　むぅ……。難問だな……」

　頭を悩ませる、サンちゃんとフーちゃん。

　あの二人は、そんなに欲がないしな。いきなり、やりたいことって言われても難しいだろう。

「こ、これです！　絶対に、これです！」

「むふふ！　私がしたいことは、これしかありませんね！」

　牡ぼ丹たんとたんぽぽは、案外すんなりと答えを書き込んでるな。

　……って、周りばっか気にしてねぇで俺も答えを書かねぇとな。

「今、自分が一番やりたいこと……か」

　つい、お題を口に出してしまったが、俺が書くべき内容なんて一つしかない。

　今日の繚りよう乱らん祭さいでの俺の目的……『ホースに最後に素敵な思い出を作る』ためでも、『ホースとパンジーにラブコメイベントを起こさせない』ためでもない、俺が一番達成したかった……、今まで誰にも伝えず、心に秘めていた、……本当の目的を書けばいいだけだ。

『だって、そうでしょう？　貴方あなたはもう、余計なことを何一つしなくていいんですもの』

　パンジー。てめぇは、どうしていつも分かりづらい言い方をするんだ？

　ったく……、あんな言い方で分かるのなんて、俺ぐらいだからな。

　そうだ。パンジーの言う通り、俺は余計なことを何一つしなくていい。

　つまりさ…………、全力で、余計じゃない自分がやりたいことをすればいいんだろ？

「僕はもう書き終わったよ。これ以外、初めから書くつもりはなかったしね」

「奇遇だな。俺も、こいつ以外書くつもりはなかったぜ」

　ホースと俺の答えが同じかどうか、……それは分からない。

　だけどな、別に違っていても構いやしねぇよ。

　なんせ、俺が今一番やりたいことはこれ以外ない。だから、そいつを書いただけだ。

「タァ～イムアァ～ップ！　はい！　ここでシンキングタイムは終了で、ここからは発表の時間さね！　さぁさぁ、皆さん確認しまっせ？　自分の気持ちをちゃんと書いたかね？」

　司会のプリムラの合図で、審判達たちが俺おれ達たちの席のそばにやってきて、ペンを奪う。

　これで、内容の変更はもう不可能。あとは、なるようになれだ。

「ほんじゃ、まずは下位チームから見ていきまひょか！　え～、なになに？　おしい！　『遊園地に行きたい』と『水族館に行きたい』！　ニアピンだったねぇ！」

「あ～！　そっちかぁ！　優勝景品に合わせてみたんだけどなぁ～！」

「だ、だって、お魚……可愛かわいいから……」

「ほいほい。イチャイチャはあとで二人の時にやってくんな！　そんで、次のカップルは──」

　次々と発表される、カップル達たちの答え。

　だが、残念なことにお互いの答えが一致したカップルは今のところ出ていない。

「大おお賀が牡ぼ丹たんペア、いってみようか！　……あぁ！　これも惜しいねぇ！　『一緒にシーチキンマヨネーズおにぎりを食べたい』、『一緒に串カツを食べたい』！　ん～！　食べ物ってところは共通だったんだけど、こりゃお互いの好物をそれぞれ選んじまったかね？」

「っと！　そう来たか！　ははっ！　ありがとな、一いち華か！」

「い、いえ！　あ、あの……こ、こちらこそ、ありがと……です……」

「ほんじゃその次は特とく正しよう蒲かま田たペアの確認だ！　えーっと……君きみ達たち、合わせる気あるんかい？　『甲こう子し園えん優勝』、『むふむふパラダイス爆誕』って、完全に別物じゃないかね？」

「ひょわっ！　特とく正しよう先輩はむふむふパラダイスを切に願っていないのですか!?　し、信じられません。アンビリバボーです……」

「む。俺は選手として、たんぽぽはマネージャーとしていけると思ったが……すまん……」

　サンちゃん達たちも、フーちゃん達たちも不正解か。

　なら、最後は俺おれ達たちか。

「んじゃ、ラストの回答をチェ～ック。ここまで、色んな意味でベストカップル決定戦を賑にぎわせてくれた葉は月づき如月きさらぎペアの答えをチェックさせてもらうぜぃ！　ほい、お二人さん！　同時にホワイトボードをみんなに見えるようにしてくださいなっと！」

　今日……いや、今日までずっと……俺なりに挑戦して、失敗してたことがあった。

　どうしても、意地を張っちまってうまくいかなかったことがあった。

　だけど今なら、その意地を全部取っ払って、素直になれる。

　だから俺は……強い決意と強い不安を内包した気持ちと共に、ホワイトボードを立てた。

「本当に……、本当に、菫すみれ子この言う通りだったんだね……」

「みたいだな。……ったく、ヒヤヒヤしたじゃねぇか」

　互いの回答を確認し、ホースは嬉うれしそうに微ほほ笑えみ、俺は安あん堵どの息をこぼす。

　そして、俺おれ達たちの回答を確認したプリムラが……

「いや！　お前ら、ほんとなんなのさ!?　なんで、絶対誰も正解しないと思って出題した一問目で、正解しちまうかね!?　もう、怖い！　キモいを通り越して怖いわ！」

　おいおい、プリムラ。んなひでぇことを言うなよ？

　つか、そのリアクションわざとだろ？　昔のコント番組みたいなずっこけ方をしやがって。

　けど、そんなプリムラを見て、観客達たちは大笑いをしている。

　そのおかげか、さっきまでは中々ひどかった観客達たちも、今回ばかしは拍手喝采。

　きちんと、俺おれ達たちの優勝を祝福してくれている。

　ふと、今日一日、一緒に繚りよう乱らん祭さいを回っていたメンバー……サザンカ、チェリー、つきみ、そしてパンジーを確認すると、四人は優しい笑みを浮かべて、俺おれ達たちを見つめている。

　パンジー……。てめぇの目的も、これだったってわけか。

　だから、やけに妙な行動をして……。だったら、最初からそう言えよな？

　──なんて、ずっと誰にも目的を言わなかった俺も、似たようなもんか。

「まっ！　ここまで完璧な以心伝心っぷりを見せられちまったら、仕方ないさね！　それじゃあ、発表させてもらうぜい！　繚りよう乱らん祭さい、ベストカップル決定戦！　今年の優勝は、葉は月づき如月きさらぎペア！　お二人には景品として、超有名遊園地のペアチケットを贈呈さぁ！」

　鳴り響く歓声と拍手。俺おれ達たちが優勝しちまったら、盛り上がらないんじゃねぇかって心配したが、そんなものは懸け念ねん。今年も、ベストカップル決定戦は繚りよう乱らん祭さいイチの盛り上がりを見せた。

　ふと、優勝景品を受け取ったホースと目が合うと、どこか照れくさそうな表情で微笑ほほえんでいる。恐らくだが、俺も似たような表情を浮かべているのだろう。

　ベストカップル決定戦、最後の挑戦のお題『今、自分が一番やりたいこと』。

　そこに俺おれ達たちが記した全く同じ内容ってのは……




【喧けん嘩かをしてしまった大切な友達と、仲直りがしたい】




　だったんだからな。





※






　ベストカップル決定戦を終えた後、俺とホースはパンジー達たちと合流をした。

　いや、パンジー達たちだけではない。パンジー達たちと一緒にベストカップル決定戦を観戦していた、ひまわり、コスモス、あすなろ、ツバキにヒイラギ。

　加えて、ベストカップル決定戦に出場していたフーちゃんやたんぽぽもいる。

　なんっつーか、かなりの大所帯だ。

「アホの師匠！　トロピカァ～ルむふむふドリンクのおかげで、お店は完売したの！　とってもとっても大助かりだったのぉ～！」

「まさか、こんなに売れるなんて思ってもみなかったから、ビックリしちゃったかな。ありがとね、たんぽぽ」

「むふふ！　そうでしょう、そうでしょう！　つまり……いよいよ、見えてきましたわけですね！　トロピカァ～ルむふむふドリンクによって、世界にワタゲストが溢あふれる日が！」

「ねね、あすなろちゃん！　わたし、いっぱい三振取ったんだよ！　すっごい楽しかった！」

「ふふっ。ひまわりの活躍は聞き及んでいますよ。それに、フーちゃんの話も。まさか、サンちゃんのフォークボールをホームランにするとは、驚きでした！」

「あれは、何度も挑戦できたからこそ打てたにすぎん。ホームランを打つまでに、かかった打席は十打席以上。……あれが試合であれば、俺の負けだ」

「コスモスっち、ナポリタンすごく美味おいしかったっしょ！　あと、オムライスも！　生徒会喫茶店、繁はん盛じようしてよかったね！」

「そうだね。まさか、あそこまで沢山の人ひと達たちが来てくれるなんて……。裏方で頑張ってくれた生徒会のみんな……特に山やま田だには感謝しているよ」

　ちなみに山やま田だっていうのは会計の人だ。

　大して重要でもないし、紹介は軽く済ませるぞ。

　山やま田ださん、モブキャラ。以上。

「菫すみれ子こ、サザンカ、ありがとう。ホース、ベストカップル決定戦、優勝。バッチリ」

「ふふっ。まさか、優勝するとは思っていなかったから、少しビックリしてしまったわ」

「そ、そうね……。まさか、あそこまで二人の息が合うなんて……」

　繚りよう乱らん祭さい二日目、ベストカップル決定戦は終わりを告げて、残す大きなイベントは後夜祭で行われるキャンプファイヤーのみ。それまでは自由行動ということにして、今は校庭にあるオープンテラスにみんなで集まって、適当に会話を楽しんでいる。

　そして、俺は少し離れた場所に…………ホースと二人で立っていた。

「……ほら」

　たった二文字の短い言葉。それと同時に、俺は右手をホースに差し出した。

「うん……」

　対するホースの返答もたった二文字。

　同時に俺の右手には、強く握手をするホースの右手の感触が走る。

「最近、友達が増えたんだ」

「奇き遇ぐうだな。……俺もだよ」

　互いに、照れくさい笑みを浮かべながら手を離す。

　まさか、こんなことになるなんてな……。

「あのさ、前に色々あったけど……」

「前は前、今は今。だろ？」

「さすが似た者同士、よく分かってるね」

　別になんてことのない、面白くもなんともねぇ他愛もない会話がホースとできる。

　それが……、俺のずっと達成したかった目的なんだ。

「ん？　あれは……」

　ふと、正面を確認すると、一人の少女が可愛かわいらしい足取りで俺おれ達たちのところへやってきた。

　それは、今回のきっかけを作ってくれた……

「ジョーロ、ホース。ワタシも、混ぜて」

　ちょっと勘違いが激しい女の子……つきみだ。

「悪かったな、つきみ。結局、てめぇの希望は叶かなえられなかったから、さ」

　つきみが発案した『パンジーと楽しく繚りよう乱らん祭さいを回る』も、俺がそこから改案した『つきみと楽しく繚りよう乱らん祭さいを回る』も、どっちも失敗しちまったわけだしな……。

「ううん、ちゃんと叶かなえてくれた。ホース、素敵な思い出、できた。だから、バッチリ」

　淡白な表情のまま、俺にＶサインを向けるつきみ。

　そっか……。こいつは、『ホースに素敵な思い出』が作りたかっただけ。

　だから、この結果で問題ないってことか。

「ジョーロには、本当に感謝。ワタシも、とても楽しかった」

「礼は、パンジーとサザンカにしてくれ。俺は何もしてねぇよ」

　ぶっちゃけ、今回の俺は一人でアレコレと空回りをするばかりだったしな。

　その間に、ホースと裏で通じた上に俺の目的を看破して行動したパンジーは、さすがというべきか、恐ろしいと思うべきか……悩ましいところだ。

　ま、でも、今回は役立たずでよかったかもな。これなら、つきみの勘違いも……

「ふふっ。ジョーロは相変わらずの謙遜さん。これからも、崇あがめ奉たてまつること間違いなし」

　結局、最後までつきみの勘違いを正すことはできなかったか……。

「つきみちゃん、ありがとね。君のおかげで、その……素敵な思い出ができたからさ」

「ホース、喜ぶ。ワタシも、嬉うれしい。だから、お礼、いらない」

「そっか」

　小さく微笑ほほえむつきみに対して、どこか照れくさそうな表情を浮かべるホース。

　色々と紆う余よ曲きよく折せつを経たが、丸く治まった今回の事態。

　だが、その達成感が俺に大きな寂せき寥りよう感かんを与える。

　やっと、ホースと仲直りができた。……いや、以前以上にいい関係を築けた。

　だけどよ、だけどよ……、こいつはもうすぐ、オーストラリアに行っちまうんだ……。

　だから、こっちにいる時間は、もう残り少ない……。

「でも、やっぱり、ワタシ、寂しい。ホース、海外留学……ぐす……」

　つきみも、俺と同じ気持ちなのだろう。

　ホースの服を小さくつまみながら、瞳からは一筋の涙を流している。

「つきみちゃん、泣かないで。大丈夫……大丈夫だから……」

「ワタシ、幼おさな馴な染じみ。ずっと一緒だった。なのに、一緒にいれなくなる……」

　そうだよな。つきみはホースと物心がついた時からずっと一緒だった。

　その関係が失われてしまうというのは、きっと……俺以上に辛つらいものなのだろう。

「まったく、つきみちゃんは大おお袈げ裟さだなぁ」

　おいおい、ホース。つきみの気持ちも考えてやれよ。

　なんでそんな、大して気にしてねぇような笑顔ができんだ？

　お前が海外に行っちまったら、つきみはしばらくの間てめぇに会えなくなるんだぞ？

「たった二週間の間だけじゃないか」

　そう！　つきみは、二週間もホースと会えなく……ん？　んんん!?

「…………おい、ホース」

「なんだよ、ジョーロ？　今はつきみちゃんと話して──」

「少々、よろしいか？」

「べ、別に構わないけど……」

　俺の圧を感じ取ったのか、ホースはややうろたえた様子で返事をした。

　色々ちょっと待とうか。今、結構耳を疑う単語が聞こえちゃったからね。

「てめぇは、海外留学でオーストラリアに行くんだよな？」

「うん、行くよ？」

「念のため確認するんだが、……どれくらいの予定だ？」

「えっと、来週の月曜日から二週間くらいだけど？　うちの学校、短期のホームステイをやっててさ。担任の先生からお前は行くべきだって何度も言われたから、どうしようか悩んでたけど、行くことにしたんだ。……で、それがどうかしたの？」

「なんじゃそりゃぁぁぁぁぁぁぁ!!」

「うわっ！　いきなり大きな声を出さないでよ。ビックリするじゃん……」

「つきみ！　どういうことだ!?　まさか、最初から……」

　俺の投げかけに対し、淡白ながら確信めいた表情でうなずくつきみ。

「ジョーロの思ってる通り」

　やっぱり、そうか！　こいつは、俺をハメるためにあんな言い方を……

「最初から、ジョーロも辛つらいの分かってた。二週間という大いなる離別を……ぐす……」

　全然分かってねぇぇぇぇ！　天然か！　天然で俺をハメやがったのか！

「そんぐらい、余裕で我慢できるよ！　むしろ、今までだって、そんなに会ってなかったわ！」

「すごい……。ホースと二週間も会えなくても我慢できるなんて……。とても強い心の持ち主。さすが、ジョーロ。まさに、金剛石の心臓ダイヤモンドハート」

　どうして全力で文句を言ったら、つきみの信仰心が上昇してんだよ！

　に、に、二週間ってどういうことだよ！　こんちくしょう！

　それが分かってたら、こんな必死にアレコレと苦労をする必要なんて……

「あー、そういうことかぁ。あははは……、相変わらずつきみちゃんは大おお袈げ裟さだなぁ」

「大おお袈げ裟さじゃないもん」

　おい、ムスッと膨ふくれ面つらをすれば可愛かわいいと思ってるのか？

　言っておくが、怨念以外何も湧き上がらねぇぞ。もう、我慢の限界だ！

　ここは、この脳細胞が胸部に持っていかれすぎた女にガツンと──

「つっきみちゃん！　綾あやの小路こうじ颯はや斗とのお店にクリームパンあるから、一緒に食べにいこっ！　すっごく美味おいしいんだから！」

「分かった。ワタシ、一緒に行く。悲しみを満たすクリームパン。とても大事」

「待て、つきみ！　俺の話は、まだ……」

「ジョーロ！　つきみちゃんは、わたしと一緒なの！」

　きぃぃぃぃ！　この天然系ビッチがぁぁぁぁ！

「いこ、つきみちゃん！　レッツ・ダッシュだよっ！」

「頑張る」

　そこで、俺おれ達たちのそばに駆け寄ってきたひまわりと共に、つきみは去っていった。

「まじか……。まじかよ……。あの女……」

「あはは、つきみちゃんらしいなぁ。きっと、本人からしたら深刻だったんだよ」

「笑ってる場合か！　そもそも、あいつは俺のことを勝手に崇あがめて妙な勘違いをしたり……」

「ああ、それね。僕も、『そこまでジョーロはすごくはない』って何度も言ったんだけど、『ホースは現実が見えてない』って返されるばかりでさ……」

「一番現実が見えてねぇのは、あいつじゃねぇか！」

「ま、いいじゃん。最終的に、お互いにとっていい結果になったと僕は思うけど？」

「そうかもしれねぇけどっ！　……あぁっ！　分かったよ！　それでいいよ！」

　こうして、またホースと一緒に、肩肘を張らずに笑って話すことができる。

　それは素直に、嬉うれしいことだった。だったら、つきみの勘違いもよかったんだよな。

「ところでさ……、よかったのジョーロ？　僕がこのチケットもらっちゃって？」

　つきみがいなくなったタイミングで、ホースはベストカップル決定戦の優勝景品である遊園地のチケットをかかげて、俺にそうたずねてきた。

「ああ。今日の俺は、あくまでも歓迎する側だからな。そのチケットは誰か一緒に行きたい相手を誘って、そいつと行ってきな」

「なら、君を誘おうかな。二人きりで、楽しい遊園地を過ごせそうだし」

「やめろ。冗談でも、吐き気がする」

「あはっ！　自分で言ってても、ちょっとどうかと思ったよ」

　この男は……。そりゃ、仲直りはしたかもしれねぇけど、男二人で遊園地とか驚異的な寂しさだろ。サンちゃんと二人でさえ、ためらうレベルの案件だ。

「そもそも、てめぇには……」

　もちろん譲った理由は、それだけではなくて……

「誘いたい女の子がいるだろ？」

「……まぁ、その通りだね」

　こいつには、一緒に行くべき相手がいるからこそチケットを譲ったんだ。

　さて、ではそろそろネタバラシの時間といくとするか。

　ベストカップル決定戦で、ホースから俺に与えられた三つのヒント。

『僕の目的を達成するのと、君に余計なことをさせないこと。その二つを同時にできるのが、君とベストカップル決定戦に出ることなんだ』

『今日の繚りよう乱らん祭さいで、僕がとあることをすると、君は決まって同じ行動をしてたよね？　でもさ、それをしていたのは本当に君だけだったかな？』

『君と同じだよ』

　実を言うと、この三つのヒントから分かることは二つある。

　一つは、当然ながらホースが繚りよう乱らん祭さいにやってきた目的。

　そして、もう一つは…………、ホースの本当の気持ちだ。

　今日の繚りよう乱らん祭さい、ホースがパンジーやサザンカといい雰囲気を作ると、俺は決まって邪魔をしていた。……だが、それをしていたのは俺だけじゃなかった。

　俺が、とある人物と二人で話していると、ホースは決まって邪魔をしていたんだ。

　俺をベストカップル決定戦のペアに選んだ理由もそれ。

　もしホースがパンジーを選んじまったら、必然的に俺がその人物のそばにいることになる。

　そいつを、ホースは避けたかった。

　そしてその人物こそが、ついさっきまでここにいた…………

　草見月つきみだ。

「いつ、伝えるんだ？」

「……そうだね。この後、僕はオーストラリアに行っちゃうから、その前か後かで悩んでるんだ。その、情けないんだけどさ……、断られちゃった変な気持ちで行くのは、ホームステイ先にも迷惑かけちゃいそうだからさ」

「後回しにしたらどうだ？　そしたら、俺がその間は仲良く一緒に遊べそうだしな」

「君は相変わらず、僕に嫌がらせをすることに余念がないね」

「当たり前だろ？」

　ホースは、もうパンジーに対して恋愛感情を抱いていない。抱いているのは別の相手だ。

　ほんと、パンジーの言ってた通りだよ。俺がやってたことは、全部余計なこと。

　なんせ、ホースとつきみの間にいい雰囲気を作る意味なんて、まるでなかったのだから。

　まさか、俺の当初の目的と結果が一致するなんてな。

　珍しいこともあるもんだ。

　ただ……、だからこそ、一つだけ心配なことがある。それは……

「チェリーさんは、知ってるのか？」

　もう一人、ホースのことを大切に想おもってる、…………チェリーのことだ。

　今回の件では、ドジに振り回されまくって厄介だったが、俺はチェリーにも体育祭やらで世話になってるし、かかわる機会も多かった。

　だから、あいつの気持ちが届かなくなるってのは……、仕方ねぇことだと分かっていても、やっぱりどこか複雑な気持ちを抱いてしまう。

「それなら、大丈夫だよ。……ジョーロっち」

「うわっ！　チェ、チェリーさん！」

　気づくと俺おれ達たちのすぐそばにいたのは、まさに渦か中ちゆうの人物……チェリーだ。

　その隣には、やけにションボリと落ち込むサザンカもいる。

「こ、こんな所で、何をやってるんですか？　折角だし、みんなと……」

「うししし！　そんなに慌てなくても大丈夫っしょ！　そもそも、結構前から二人の話は聞いちゃってたしねぇ～！」

　やっべぇ！　話を聞かれてたってことは、チェリーはホースの気持ちに……

「でも、問題ないっしょ！　だってうち、前から知ってたし！」

「え？」

　な、なんだよ、それ？　前から、知ってた？　……チェリーが？

「だから、今日が最後だったっしょ！」

「さ、最後？　それって、つまり……」

「今日の繚りよう乱らん祭さいが、うちがホースっちに我わが侭ままを聞いてもらう最後の日！　そう決めて、繚りよう乱らん祭さいに来たっしょ！　昨日、つきみっちから繚りよう乱らん祭さいに誘ってもらった後、急いでサザンカっちに連絡して、お願いしたんだ！　……うちに、ホースっちと最後の思い出を作らせてほしいって！」

「も、もしかして、今日の繚りよう乱らん祭さい……やけにチェリーさんとホースが一緒になってたのは……」

「うししし！　ジョーロっちの考えてる通りっしょ！　うちが、わざとそうなるようにしたんだ！　あ、もちろん全部じゃないよ？　その、さすがに下着まで見せるつもりはなかったし、お化ばけ屋や敷しきでお尻が顔の上に乗っちゃうのも、本当にビックリだったし……」

　さすがにアレは違ったのか。まぁ、そうだよな。

　あれを意図的にやってきたら、本格的なド変態の仲間入りだ。

「だから、サザンカは率先して、チェリーさんのフォローを……」

「う、うん……。あたしも、チェリーさんに思い出を作りたいって思ったから……」

　俺の言葉に弱々しく返答をするサザンカ。そういうことか……そういうことかよ！

　なら、ホースが最初に俺へ言った『君とサザンカちゃんは、つきみちゃんとフーちゃんと協力して、僕とチェリー会長の関係を進めようとしている』ってのは、全部が的外れってわけじゃなかったんだ。

　なんせサザンカだけは、最初からチェリーの協力者だったのだから……。

　どうりで繚りよう乱らん祭さいの最中、サザンカの行動に妙な違和感があったわけだよ！

「サザンカっちを責めないであげてね！　悪いのは、全部うちだから！　串カツと焼き鳥の時も、ホームランチャレンジの時も、コスプレお化ばけ屋や敷しきでも、つきみっちの邪魔をしてたのはうち！　それが、最後の抵抗だったんだ！」

「最後の、抵抗、ですか？」

「うん！　そ、そうすれば……、もしかしたら……ホースっちがうちを……、うちを見でぐれるかなっで……」

　笑顔で話していたはずのチェリーの両目から、ポロポロと涙が溢あふれ出だす。

「あ、あれ？　なんだこれ？　なんで、こんなの出てきちゃうっしょ？　も、もう、とっくに断られてるのに……。二学期にも、今日の占いの館でも、断られてるのに……うっ、うっ……」

　涙を流すチェリーに、ホースは何も言葉を返さない。

　ただ、拳を強く握り締めて聞いているだけ。それ以上のことは、何もできないから。

「うぅぅぅぅぅぅぅぅっ！」

　必死に堪えても漏れてしまうチェリーの嗚お咽えつが、小さく響く。

　隣に立つサザンカは、チェリーの涙に呼応するように涙を流している。

　知らなかった……。だけど、知っちまった……。

　もう、とっくに失われていたんだ。…………ホースとチェリーの絆きずなは。

「ま、まぁ、どにがぐぞういうごどだがらざ！　ホ、ホースっちは、うちのごとは気にじちゃダメっしょ！　ぢゃんど、気持ちを伝えて！　本当は、すごく嫌だけど……これ以上ホースっちの邪魔をしちゃうのは、もっと嫌だからさ！」
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「はい……」

　涙でグショグショになったチェリーに、ホースは真摯な態度で接する。

　そんなホースの言葉が聞けて満足したのだろう。チェリーは精一杯笑顔を作ると、

「うん！　これで大満足っしょ！　じゃ、うちはちょっとあすなろっちとお話をしてくるから、もう行くね！　ジョーロっち、色々迷惑をかけてごめんね！　……バイバイ、ホースっち！」

「さようなら……。チェリー会長」

　最後にそう言って、足早にその場を去っていった。

「あっ！　チェリーさん、待って！　……あ、あの、あたし……」

　立ち去るチェリーを追おうとして、一瞬だけ足を止めて俺を見つめるサザンカ。

　だけど、サザンカが何をしたいかなんて、言葉を聞かずとも理解できた。

「分かってる。……チェリーさんのそばにいてもらえるか？」

「うん！　ありがとう！　あと……ほんとにごめんね！」

　大急ぎでチェリーを追いかけるサザンカ。

　だが、俺とホースは、今いる場所を微動だにしなかった。

　今、チェリーのそばにいるべきは自じ分ぶん達たちじゃない。それを理解してしまっているから。

「こういう時……、僕はどうするのが、正しいのかな？」

「誰かを傷つけることに、正解なんてあるわけねぇだろ」

「……そうかもしれないね」

「最初から分かってたことだ。みんなで一緒にハッピーエンドなんてのは、都合の良すぎる未来だ。……で、そこに辿たどり着つける力は俺おれ達たちにはねぇ」

　残念ながら、それが現実だ。

　俺はもちろん、俺の上位互換のホースでも、こればかりはどうしようもできねぇ。

　できることは伝えることだけ。誠意を持って、自分の気持ちを伝えることだけだ……。
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「ありがとね、君のおかげでジョーロと仲直りができたよ。……菫すみれ子こ」

　午後六時、薄暗くなった西にし木き蔦づた高校の校庭の中心で輝くキャンプファイヤーを眺めながら、僕は正面に立つ菫すみれ子こへ、感謝の気持ちを伝えた。

　長かった繚りよう乱らん祭さいも、いよいよこれでおしまい。

　だから最後に……、どうしても菫すみれ子ことは話しておきたいことがあったから、こうして時間を作ってもらって、今は二人で話をしている。

　いやはや……、繚りよう乱らん祭さいが始まる前からは想像もできなかったような状況だ。

　もし、朝のジョーロが知ったら、大激怒して阻止してきそうだよね。

「気にしないでほしいわ。むしろ、お礼を言うのは私のほうよ。ジョーロ君と仲直りをしたいと思ってくれてありがとう。とても嬉うれしかったわ」

　僕が、菫すみれ子こと自分の目的が一緒だと知ったのは、今朝のこと。

　最初に変な名前を名乗って菫すみれ子こが現れ、『なんのために繚りよう乱らん祭さいに来た？』と聞かれて、素直に『大事なものを取り戻しに来た』と伝えた時だ。

　僕は菫すみれ子こに嫌われているし、そんな僕がジョーロと仲直りをしたいなんて、菫すみれ子こからすればいい迷惑な話だろうから、止められるかなって内心ではビクビクしていた。

　だけど、菫すみれ子こは言ってくれた。『私も精一杯お手伝いをする』ってさ。そこから、僕と菫すみれ子こはお互いに協力関係になって、ジョーロと仲直りをするために行動をしていた。

「ねぇ、教えてもらってもいい？　どうして君は今回、僕に協力してくれたの？」

　正直、僕とジョーロを仲直りさせることに、菫すみれ子このメリットはない。

　むしろ、あれだけのことがあった関係だ。デメリットのほうが多かっただろう。

「一学期にあった百ひやつ花か祭さいという行事でね、ジョーロ君は私に素敵なお友達を作ってくれたの。……だから、二学期の繚りよう乱らん祭さいでは、私がジョーロ君に素敵なお友達を作りたかったのよ」

「そ、そっか……」

　なんか、菫すみれ子この口から『素敵な友達』とか言われると、恥ずかしいな。

　別に僕は、そんな大層な奴やつじゃないんだけど……。

「それに、ずっと気がかりだったの。一学期……、ジョーロ君と貴方あなたは初め、とても仲が良かったわ。……でも、その関係が私の我わが侭ままで壊れてしまった。だからこそ、私が二人を仲直りさせたかったの。ジョーロ君、お口には絶対出さなかったけど、ずっと貴方あなたと仲直りしたがっていたんですもの」

「でも、そのために君は、僕との約束を……」

「『約束ってのは守るためにあるんじゃない。伝えるためにあるものだと俺は思う。そいつが大事だって伝えるために約束を守るんだ。だからさ……、自分にとってもっと大切なことがある時は、約束ってのは破ってもいいんだよ』」

「……え？」

「一学期に、サンちゃんが私に教えてくれたことよ。私にとって一番大切な人、それはジョーロ君。だから、ジョーロ君のためなら他の人との約束を破るなんて……造作もないわ」

「本当に、ジョーロのことが大好きなんだね」

「ええ、その通りよ。…………ホース君」

「……っ！　そ、それは……っ！」

　初めて、菫すみれ子こに呼ばれた僕の愛称。菫すみれ子こが、愛称で誰かを呼ぶという行動には意味がある。

　その意味は……

「なるほどね、そう来たか。……パンジー」

　だから、僕ももう彼女を『菫すみれ子こ』とは呼ばない。ちゃんと、こっちで呼ぶべきなんだ。

「まったく……。僕には、今年の地区大会でした『パンジーの友達と近づけないし、話しかけない』って約束があるんだけど？　どうやって、自分に近づかないようにすればいいわけ？」

「あら？　貴方あなたは私との約束を守ることが、一番大切なことなのかしら？」

　クスリと笑みをこぼして、僕を試すような視線で見つめるパンジー。

　とても綺き麗れいな表情なんだけど、僕が感じるのはそれだけ。特別な気持ちは、何一つない。

「オッケー。協力者には、最後まで協力しないとね。付き合うよ、約束破りに」

「そう言ってもらえて嬉うれしいわ。……さ、それじゃあそろそろみんなと合流しましょ。つきみもチェリー先輩も、きっとホース君が来るのを待っているでしょうし」

「いや、まだだよ」

　僕が出した声の真剣さに気がついたのか、パンジーがピタリと足を止めた。

　そう、まだだ。まだ僕には、……やるべきことが残ってる。

「まだ君には、聞きたいことが残ってる」

「何かしら？」

　今回の繚りよう乱らん祭さいでパンジーは、終始僕に協力的な行動を取ってくれた。

　だけど、一度だけ……、たった一度だけ、僕の意に反する行動を取ったんだ。

　それは……

「どうしてコスプレお化ばけ屋や敷しきで、僕とジョーロが二人で入るのを邪魔したの？」

　ここだ。あの時、僕がジョーロに『二人で入らない？』と提案した時、ジョーロは最初、僕の希望を叶かなえようとしてくれた。

　そうすれば僕はジョーロに対して、その場で仲直りの提案だってできた。

　だけど、それができなかったのは……パンジーが、自分も行くと言い出したからだ。

「二人の様子が気になってしまって、どうしても我慢できなかったの」

「なら、その後は？　『地獄の道』と『天国の道』の別れ道で、最初にジョーロが提案したお化ばけ屋や敷しきの割り振りは、僕とジョーロとつきみちゃん。パンジーとサザンカちゃんとチェリー会長。そこから、チェリー会長の意見と、君とサザンカちゃんの提案で、ジョーロとチェリー会長が入れ替わった。……チェリー会長とサザンカちゃんの理由は分かる。……けどさ、君にその理由は適用されないよね？」

　パンジーは、絶対に噓うそをつかない。それは、ジョーロが以前に言っていたことだ。

「ジョーロ君と離れ離れになるのが、寂しかったのよ。そう言ったじゃない」

　だけど、だからこそパンジーはすることがある。

「そうだね、言ってたね。きっと、それも本当なんだろう」

　彼女は……真実で真実を隠すんだ。

「最後に二つ、質問をさせてもらうよ。素直に答えてくれると嬉うれしいな」

「内容によるわね」

　だろうね。むしろ、何も答えずに去らないでくれて、ホッとしてるくらいだよ。

「一つ目の質問。パンジーは、ジョーロが大好きなんだよね？」

「ええ、その通りよ」

　質問の答えは、想定通り。なら、次の質問をさせてもらおう。

「二つ目の質問。三色院菫子は、ジョーロが大好きなんだよね？」

「…………」

　あぁ、やっぱりそうなんだな……。そうだと思ったよ……。

　パンジーが、僕とジョーロをコスプレお化ばけ屋や敷しきで二人きりにしなかった理由。

　それは、万が一にも僕が言わないようにするためだ。

　僕が知っている……とある人物の名前を。

「……わ、分かりきっていることを聞かないでほしいわ」

　小さな、ほんの少しの動揺を見せて、逃げるようにその場を去っていくパンジー。

　その遠ざかっていく背中は、やけに小さく……そして、今にも消えてしまいそうなほどに儚はかなく見えたけれども、僕が彼女を追うことはない。

　あの寂しそうな背中に寄り添うべき人は、他にいるから……。

　それが誰かって？　決まっているじゃないか。

　ちょうど今、パンジーと入れ替わるようにやってきた、僕の友達だよ。

「パンジーじゃなくて、僕のところに来ちゃってよかったの？　ジョーロ」

「いいんだよ。別に俺は、いつでもあいつのそばにいるってわけじゃねぇ」

　だったら、そんな心配そうな表情をするなよな。

　まったく、いつもはあれだけ噓うそが上手うまいのに、今回はとんだ大根役者じゃないか。

　なんて、上から目線で考えてみたけど、ジョーロがつきみちゃんに同じことをしていたら、僕も今のジョーロみたいな表情になるんだろうな。

「……ん？　てか今、パンジーって……」

「うん。友達のことは、あだ名で呼ぶように心がけようと思ってね」

「……そっか。ま、そうかもな……」

　僕とパンジーの関係の変化を理解したのか、先程までの心配そうな表情は消えて、どこか嬉うれしそうな笑いをジョーロが浮かべている。

　きっとジョーロは、パンジーだけじゃなくて、僕のことも心配してくれてたんだろうな。

　口と態度は悪いけど……、本当にいい奴やつだよ。

「で、もう話は終わったのか？」

「そうだね。パンジーとの話は終わったよ」

「パンジーとの話は？」

「そ。君には、まだ話が残ってるからさ」

「何だよ？」

　さっきのパンジーと、そっくりな反応をしないでよね。

　思わず笑いそうになったじゃないか。

「いつかさ、今じゃないいつかにさ……、君はとても苦労すると思う」

「はぁ？」

　僕の言葉の意味が理解できないようで、ジョーロは怪け訝げんな表情をしている。

　パンジー、今日は君に大きな借りがある。だから、……今は言わないよ。

　君が隠したくて隠したくて仕方がないことを、今はジョーロに伝えない。

　なんせ、君は僕が言う可能性も考慮した上で、僕とジョーロをベストカップル決定戦に出させたんだろう？　自分の秘密を守るより、ジョーロのことを優先してさ。

　それが分かっちゃうと、余計に言えなくなっちゃったよ。

　だけどさ……

「その時……君の周りにいる人は、全員君の敵になる。君は独りになると思う」

　ほんの少しだけ、ほんの僅かなヒントだけを、ジョーロに伝えようと思う。

「お、俺が独りに、だと？」

「だから、もしその時がきたら…………僕のところに来い」

　拳を強く握り締める。これから、ジョーロに訪れるであろう大きな問題。

　それは、きっとジョーロにしか解決できない。

　だから伝えよう。精一杯、言葉を選んで、僕が伝えたいことを。

「僕の力を頼れ。たとえ君の周りのありとあらゆる人ひと達たちが敵になったとしても、たとえ君が間違った行為を取るとしても、僕だけは君に協力する。だから、僕の力を頼れ。……大事な友達を助けるのは、主人公の務めだからね」

　あぁ、うまくいかないな……。つい、虚勢を張って『主人公』なんて言っちゃったよ。

　本当は違う。その物語の『主人公』はジョーロ。僕は、ただ手助けをするだけの存在だ。

「よく分かんねぇけど、分かったよ。……なら、その時は大事な友達をあてにさせてもらう」

「うん、それで十分だよ。……さて、そろそろ僕は戻るね。君も一緒に……って、言いたいけど、そうはいかなそうだね。お客さんがいるみたいだし」

「俺に客？　……あ」

　さ、これで僕の物語はおしまいだ。

　……ここから先は、ジョーロの物語。

　僕がつきみちゃんやチェリー先輩がいる所に向かうと、すれ違う一人の少女。

　なにやら強い決意を瞳に秘めて、ジョーロへと向かっていく少女。

　その子とジョーロの物語に僕がいるのは……、ちょっと無粋すぎるよね。
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「どうしたんだ、…………サザンカ？」

　何やらよく分からない話をして立ち去っていくホースと入れ替わりでやってきたのは、今日はほぼずっと一緒にいた一人の少女。

　真ま山やま亜あ茶さ花か……サザンカと呼ばれる女の子だ。

「あー、えっと……、チェリーさんは、何とか元気が出たって伝えにきたの！　だから、もう大丈夫！　あ、あとね……、その……、今日のことを謝りたくて……」

　どこかションボリとした様子で、俺に対して謝罪を漏らすサザンカ。

「ご、ごめんね！　その、あんたの手伝いをするって言ってたのに、全然違うことしちゃって！　多分、それであんたも苦労しただろうし……」

「いいよ、そんぐらい。むしろ、俺が思ってたよりもずっと最高の結果になったから、助かったよ。……ありがとな、サザンカ」

「う、ううん！　そ、それなら良かったの！　うん。良かった……」

　どこか安心したような、優しい笑みを浮かべるサザンカは本当に綺き麗れいで、見ているこっちが恥ずかしくなって、つい目を逸そらしてしまう。

「それで、話はもう終わりか？　だったら戻って、みんなと合流を──」

「ま、待って！」

　みんなのところへ向かおうとする俺の右手を、サザンカの両手が強く握り締める。

　その手はやけに熱を帯びていて、握られているだけで火傷やけどしそうになる錯覚があった。

「ま、まだなの！　あたし、あんたに、ちゃんと言いたいことがあるの！」

「俺に？」

「う、うん……。あんたの……『一人だけ、特別大好きな女の子』のことで……」

「……っ！」

　そう言われて、先程まで熱に覆われていた俺の全身に、一気に寒気が走った。

「まさか、サザンカ。そいつが誰かが……」

「分からないわよ！　あたし、パンジーみたいに鋭くもないし、コスモスさんみたいに頭もよくないし、ひまわりみたいに素直でもないし……で、でも、分かってることもあるの！」

「分かってること？」

「……あんたの『一人だけ、特別大好きな女の子』が、あたしじゃないってこと……」

　絞り出された、寂せき寥りよう感かんの溢あふれる声。俺の手を強く握り締めながらも、その手は今すぐにでも離れてしまいそうな繊細さを秘めていた。

「そ、それは……」

「いいの！　あんたの気持ちは、あんたのもの！　あたしが、それに文句を言うのはダメ！　でもね、だからこそ、あたしは伝えたいことがある！　それを聞いてほしいの！」

　瞳に涙を溜ためて、サザンカが叫ぶ。まるで金縛りにあったように、そこから動けない。

　その感情がなんなのか、自分のことだというのにまるで理解ができない。

　だが、そんな俺をサザンカは力強い瞳で見つめると、




「あ、あたしは！　ジョーロが好き！　ジョーロが大好き！」




　俺が予想していたのとは別の言葉を、強く叫んだ。

「関係ない！　あんたの気持ちなんて……、あたしの気持ちとは関係ない！　あたしの気持ちはあたしのなの！　あんたのことを誰にも渡したくない、あたしの気持ちなの！」

「サ、サザンカ……」

「私、チェリーさんをすごいと思った！　気持ちが届かなくても最後まで諦めないで、何度も何度も挑戦して！　私もあんな風になりたいって思った！　だから、あたしは諦めない！」

　サザンカが一歩前へ、俺のほうへと近づく。キャンプファイヤー以上の熱を帯びて。

　今までサザンカから、こんなにもハッキリと気持ちを伝えられたことはなかった。

　なのに今日は伝えられたんだ。サザンカ自身の口から、こんなにもハッキリと。
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「あたし、最初はジョーロが大嫌いだった！　ひどいこともいっぱいした！　でも、今はジョーロが大好き！　だから、あたしも変えてみせる！　ジョーロの気持ちを、あたしに向かせてみせる！　あんたがあたしにしてくれたことを、今度はあたしがあんたにする！」

「うぉっ！」

　サザンカが、俺の背中に手を回し、全力で俺を抱きしめる。自分の言っていることに相当な羞恥を感じているのか、俺の胸に顔を思い切りうずめて、表情を隠している。

「好きで好きで仕方がないの！　いっつもあんたのことばっかり考えてて、今日はどれだけ話せたかなとか、どうしたら笑ってくれるかなとか、ずっとずっとあんたのことばっかり考えてるの！　あたしは、ジョーロが好き！　ジョーロが、別の子が好きでも好き！　ジョーロが、あたしを好きじゃなくても好き！」

「わ、分かった！　分かったから、落ち着いてくれ！　ちゃ、ちゃんと伝わったから！」

　いや、これはやばいって！　近い、近すぎる！

「ほ、ほんと？」

　俺の胸に埋めた顔を、そのまま上げて俺を見つめてくる瞳。

　反射的に抱きしめたくなるほどの、愛いとおしさを秘めた瞳に思わず釘くぎ付づけになる。

「本当だよ。その、ありがとな。……そう言ってくれて嬉うれしいよ……」

「よ、よかったぁ～！」

　それは、サザンカの心からの言葉だったのだろう。

　余程緊張していたのか、へにゃへにゃと力が抜けて、その場にぺたんと尻餅をついている。

　だが、そこで自分の中の何かを立て直したのだろう。

　再び、サザンカは素早い動作で、スクッと立ち上がった。

「わ、分かったなら、いいのよ！　とにかく、そういうことだから！　か、勘違いしないでよね！　べ、別にこんぐらい、何ともないんだからね！」

　いつもの調子のサザンカの言葉。それが妙におかしくて、思わず俺は笑いがこぼれた。

「そっか。サザンカはすげぇな」

「当たり前でしょ！　ま、あんたもそこそこ悪くないわよ！　今日も、なんやかんやでつきみのために頑張ってたしね！　だから、あたしから超特別に、ご褒ほう美びをあげるわ！」

「わっ！　何すんだよ！　いきなり手で目を隠したら、俺が何も見えねぇ……っ！」

　突如としてサザンカの手に覆われて、暗転した俺の視界。

　同時に、何が何やら分からない俺の頰に、一つの柔らかい感触が伝わる。

　それは、恐らく……

「サ、サザンカ……。おまえ……」

「ふ、ふん！　こんなの、ほんの小手調べよ！　ふふっ！」

　顔を真っ赤にしながらも、目一杯の笑顔を俺に向けるサザンカ。

　やっべぇ……。なんだよ、こいつ……。めちゃくちゃ、可愛かわいいじゃねぇか……。

　そんな俺の気持ちにはまるで気づいていないのだろう。

　サザンカは上機嫌に足を弾ませると、俺に人差し指を突きつけて、




「ジョーロがしてほしいことなら、なんだってしてやるんだから！」




　最後に、そう宣言したのであった。




　今日の繚りよう乱らん祭さい。

　つきみの唐突な願いから始まった、事態が二転三転する大難問。

　今回の件を通して、俺おれ達たちの関係にはまた一つ、大きな変化が起きていた。

　新しく生まれた絆きずな。再び結び直せた絆きずな。そして、失われてしまった絆きずな。

　これから先、俺おれ達たちがどんな風になっていくかってのは、まだ誰にも分からない。

　だけど、今日は素直に喜ぼう。

　ずっと尊敬して、仲直りがしたいと思ってる奴やつと仲直りができた。

　いや、前以上に良いい関係を結ぶことができた。

　そして、サザンカ。……俺にとって、最高に好みドストライクの清せい楚そな外見とは対照的な、ちょっと乱暴だけど優しい女の子。

　その子が、力一杯気持ちをぶつけてくれたんだ。

　それって……、最高に贅ぜい沢たくで幸せなことだよな。

　パチパチとなる、小気味のいいキャンプファイヤーの音色。

　いよいよ、これで繚りよう乱らん祭さいも終わり。次に控えるのは、修学旅行。向かう先は札さつ幌ぽろ。

　俺にとって、少しだけ苦い思い出を持つ少女が、引っ越していった街だ。

　純粋に修学旅行楽しかったぜで終われるとは正直思えないが、それでも楽しみだ。

　二学期の終わりは、時間が経たつ毎ごとに近づいている。

　だけど、そいつにビビるのはもうやめだ。しっかりと自分の気持ちに従って、伝えるんだ。

　どれだけ辛つらかろうが、どれだけ悩もうが……、

　やると決めたらやる。それが俺のモットーだ。







あとがき




　どうも、最近は筋トレが個人的なブームで、腹筋ローラーとダンベルを使用し、とり胸肉ばかり食べている駱らく駝だです。つい張り切っちゃって、ルームランナーなんかも買っちゃいましたが、それがどうなったかはプロフィール画像近辺を見ていただければと。

　今回のお話は、前回のお話が少々重かった分、なるべく軽く、ハートフルな物語にしようと意識して書かせていただきました。９巻のあとがきでも、似たようなこと言ってましたね。

　アップダウンが激しいスタイル。

　ついに平成が終わりましたね──とか、言いつつもこのあとがきを書いているのは、まだギリギリ平成の２０１９年３月だったりもするので、私の気持ち的にはバリバリ平成です。

　ゴールデンウィーク10連休って、素敵。

　締め切りが二週間も早まっちゃうんだもん。なんてこった。

　こんなアップダウンの激しいメンタルで、頭の中がパラダイス状態ですが、楽しいことも沢山ありました。

　北ほつ海かい道どうに行こうとしたら、新しん千歳ちとせ空港が雪で埋め尽くされて青あお森もりを二時間旋回した後、羽はね田だ空港に強制帰還させられたり、健康で風邪をひかない体を作るためにも自炊を心がけようと、スーパーに買い物へ行くようになったら、特売品のインフルエンザウイルスを無料提供されたり、同期の松まつ村むらさんとご飯に行ったらとても辛からい料理で、お腹なかから大量のクレームが飛んできたり。

　パッと聞くと不幸に思えますが、後々考えると笑い話になるレベルの不幸で楽しかったです。

　それに、11巻の原稿が終わったことによって、ようやく私は大好きなスーパーロボット大戦をエンジョイできるので、止まらない未来を目指して頑張ります。

　年に一回、地球と宇宙の平和を守るのが駱らく駝だの仕事。ゆずれない願いなわけです。

　では、謝辞を。

　11巻を購入していただいた、読者の皆様、いつも付き合っていただきありがとうございます。次回のお話は、ジョーロ君がラストに言っていた通り、アソコでのお話になります。

　ブリキ様、いい筋肉でした。10巻の口絵で見た時から、『この子は必ず出そう！』と決意していたので、本能のままに出させていただきました。

　担当編集の皆様、今回も多くのアドバイスをありがとうございます。最後のほうは、キッツキツだったのか、打ち合わせの後に締め切りと次の打ち合わせの日取りが決まってるという中々に面白い状況で、楽しかったです。

　いつも、飛べないハードルを負けない気持ちで一緒にクリアしてくれて感謝です。
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